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本書は,山陽町教育委員会が岡山県の委託を受けて実施した,岡山県営山陽新住宅市街地開

発事業にともなう,山陽団地開発用地内の埋蔵文化財発掘調査報告書第 1集である。

山陽団地用地内の遺跡総数は90遺跡におよび,発掘調査遺跡は54遺跡である。発掘調査は昭

和44年 10月 1日 から昭和49年 12月 31日 まで, 5年余を要した。そのため発掘調査報告書は,本

書29頁 の発掘調査報告書作成予定一覧表に示したように,6分冊に分割して行なう 予 定 で あ

る。

今回,本書に集録した遺跡は,山陽団地埋蔵文化財発掘調査委託契約のうち,第 1・ 2・ ll

次契約にもとづいて実施した,用本古墳群15施 を中心としたが,第 1集でもあるので,全調査

期間にわたる調査経過の総括と,用地内に現状保存される古墳29基 の外形測量図を集成した。

発掘調査ならびに報告書作成に要する諸経費は,すべて岡山県の負担によるものである。

調査の組織は,山陽町,山陽町教育委員会,山陽町文化財保護委員会を主体として山陽団地

埋蔵文化財発掘調査委員会を組織した。また直接発掘調査を担当する,山陽団地埋蔵文化財発

掘調査事務所を,山陽町教育委員会が中心となって開設した。

発掘調査の諮問機関として,当初は山陽町長委嘱の山陽団地埋蔵文化財保護専F電 委員会を設

置して諮問を仰いだが,昭和47年度になって,岡山県教育長委嘱の山陽団地埋蔵文化財保護対

策委員会が設置されたので,以後は専門委員会を解散し,対策委員会に統合して諮問機関とし

た。

本書の執筆および編集は,調査員である則武忠直,大田耕一,国安敏樹,神原英朗の討議を

もとに,神原が行なった。

用本古境群出上の人骨については,京都大学理学部池田次郎教授の教示をいただいた。 |

各遺跡・遺構の測量 。実測は,神原,則武,大田,国安が分担してあたり,その整理および

浄書は,大田,国安が中心となって行なった。

出土遺物の整理・復元は,則武,井上節美,神原清子が中心となって行ない,そ の実測およ

び浄警は国安,大田が担当した。

記録写真の撮影および編集は神原が担当したが,神原以外の撮影者は図版目次に記名したと

おりである。            1

本雖孵頁に使用した山陽町遺跡地図は,建設省国土地理院長の承認を得て,同院発行の 2.5

万分の 1地形図を複製したものである。 (承認番号)17J50総 複,第607号。
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緑 tゆ たかな自然に恵まれた山陽町は,古代吉備国の一中心地として栄え,数多 くの文化財を残 し

ていますゃ南方前池遺跡をはじめ,国指定史跡両官山古墳,備前国分寺址,ま たここに報告する用

木古墳群を申心とした東高月遮跡群など,こ れ らの文化財は長い歴史の歩みのなかで,われわれの

社先がつ くり現在に伝えてきた,かけがえのない文化遺産であります。

しかしながら,最近の著しい地域開発の進展は,こ れ ら貴重な文化財をつぎつぎに破壊していま

す。現在私どもにとって,地域開発のなかで,文化財の保存をどのように図っていくかは,当面す

る最も重要な謝朧であります。

当町における,岡 山県営山陽新住宅市街地開発事業にともなう,用 地内埋蔵文化財の 発 掘 調 査

は,昭和44年 10月 以来 5か年余にわたりましたが,昭和49年 12月 にようや く発掘作業を終了しまし

た。

用地内の発掘調査報告書は,先に第 2集便木山遺跡他,第 3集四辻土壊墓遺跡・ 四辻古墳群他を

刊行 しましたが, ここに第 1集用本古壇群を発刊の運びとなりました。

本書 |ま ,当 地域における前期古墳群の中核をなす用木古墳群の発掘調査記録と, 5か年余にわた

る調査経過の総播および反省を述べ,さ らに現状保存古壇などの資料を集成したものであります。

限 られた期間と, きわめて不十分な態勢のもとでの調査で,満足できるものではありませんが ,

今ではその姿を再び見ることのできないこれ らの遺跡を,こ の報告書によって,学術の研究と,文

化財保護に活用していただければ幸いです。

なお,本報告につづいて第 4集用本山遺跡・ 惣図遮跡他,第 5集 さくら山遺跡・愛宕山遺跡他 ,

第 6集岩圏古墳群・三蔵爛遺跡他を刊行する予定であります。

このたびの調査にあたり,終始ご理解とご協力をいただいた県当局,関 係各機関の方々, ご指導

を賜った研究者各位に深 く感謝するとともに,直接この調査を担当された調査団の皆様に厚 く御礼

を申しあげます。

昭 和 50年 3月

山陽町教育委員会教育長

平  井  富 士
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調 査 経 過 の 総 括

第 1

岡山県営山陽新住宅市街地開発事業にともなう,用地内の埋蔵文化財発掘調査のうち,山陽町教

育委員会担当分については,昭和49年 12月 末日,三蔵畑遺跡の掘りあげをもって,遺跡現場におけ

る全発掘調査を終了した。昭和44年 10月 1日 に,山陽団地埋蔵文化財発掘調査団を結成,同年12月

1日 ,用 木古墳群第 3号墳において最初の鍬入れをして以来, 5年余の歳月と,延べ35,000人の労

力,約 14,500万 円の経費を要したことになる。この期間に私たちが発掘した遺跡は,総数59遺跡 ,

発掘面積は65,000イ におよぶのである。

昭和50年 1月 には,発掘調査事務所を用地外の旧山陽町立西山小学校跡へ移転 した。これから口召

和50年度いっぱいをかけて,厖大な量の出土遺物や諸記録類の整理作業と,発掘調査報 告書 の 作

成,な らびに現状保存古墳29基 の外形測量と保存活用計画に取り組むのである。

当該地は,岡山県赤磐郡山陽町に所在する。埋積平地の一角に張り出す低丘陵 群 で, 東西 900

π,南北1,200%,事 業面積105。 4んαの広がりをもつ地域である。ここに総事業費70億円, 5か年計

画で戸数約 3,000戸 ,人 口12,000人の住宅団地開発事業が立案された段階では,用地内に9基の古

墳の存在が知られていたのみであった。土地買収が先行し樹木が伐採された時点,開発事業の進行

や遺跡の発掘調査中など,工事が進むにつ れて発見遺跡数が増大し, 最終的には生活址 7, 土 墳

墓・台状墓6,古墳77,総計90遺跡にのぼる遺跡密集地域となったのである。

発掘調査は,岡山県教育委員会文化課直営の発掘調査団と,山陽町教育委員会が組織 した発掘調

査団の,2パーテイによって行なわれた。 しかし県発掘調査団は,山陽新幹線および中国縦貫自動

車道建設事業にともなう埋蔵文化財の発掘調査に手をとられ,全期間にわたちて当該地の発掘調査

に携 さわることができなかった。結局集落址 1遺跡と,古墳 1基の調査に終ったのである。そのた

め,発掘調査遺跡の大部分は,町調査団が担当した。

発掘調査作業の始まったころはまだFJFa発 工事も開始されてお らず,かなりの余裕をもって計画さ

れ着手した。しかし,昭和45年後半からは,造成工事との併行発掘調査となり,工期と予算に追わ

れて発掘発掘に明け暮れる毎日とならた。開発事業が進むにつれて工事区も狭められ,その競合の

度合いはますます激しさを増して くるのである。また,予想をはるかに上まわる遺跡数の増大と遺

跡範囲の拡大は,工期と調査期限の制約か ら,作業員の大量動員とならざるを得なかった。専従調

査員 2名 で,40名 を越える作業員を抱えての発掘調査とならた。庶務的な事務量の増大と,作業員

の掌握も大きな負担となる。一方においては造成工事に追われ,ま たず方においては作業員に追わ

れるという,皮肉な結果となるのである。

「記録保存」のための緊急発掘調査であっても,埋蔵文化財の発掘調査である以上,当然のこと

として,発掘調査―T整理検討作業一一発掘調査報告書作成と,一期完結型の調査体制が必要であ

る。 しかし現実には,個 々の遺跡の掘りあげを待ちかねるようにして,す ぐ次の調査契約が待ち構

二早
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え,重複契約となって発掘調査に追われるのである。暑かろうが寒かろうが,雨 さえ降らなければ

現場にでて発掘作業を続け,雨天の日は屋内で出土土器の洗浄や記名を繰り返すのである。整理作

業や発掘調査報告書作成は,すべて犠牲とせざるを得ない。休日や農繁期で作業員の出歩の少ない

時を不1用 したり,夜 FLllに 少しづつ整図や原稿を書きためて,遅ればせながら調査を追いかける状況

である。現在までに,用 木古墳群調査略報,第 2集便木山遺跡他,第 3集四辻土壊墓遺跡他を刊行

したのがやっとであつた。

発掘調査報告書の作成について,再三にわたる協議の結果,昭和50年 1月 から,昭和51年 3月 末

日までの15か月間,予算 2,800万 円が認められた。発掘調査遺跡数は59遺跡におよび,調査資料も

膨大である。したがって発掘調査報告書は,すでに刊行した前2集 も合めて, 6分冊に分害1し て作

成する予定である。

本書は,その第 1集 として用木古墳群15基を中心に,調査経過の総括,当該地の地理的歴史的環

境,現状保存古墳29基の外面観察などをまとめて編集した。用木古墳群については,すでに昭和46

年度に「第 1集 用木古墳群発掘調査略報」として,その一部を報告しているが,事業主体者であ

る岡山県土木部の好意によって,再度本報告書として,刊行が認められた。

調査の経過報告については,本書が現場における全発掘調査を終結し,し かも第 1集 として刊行

する機会でもあるので,金調査期間を通しての経過総括とした。調査期間が 5年余と長 期 にわ た

り,文化財保護行政上からも多くの問題を提起することもあって,個 々の遺跡調査の日誌抄的な経

過よりも,反省をも含めて金調査の経過概要を,一括して報告する方がより意義深いと考えたか ら

である。先に刊行した第 2集,第 3集とかなりの重複を生じたが了承を賜わりたい。また今後編纂

する第 4集以降では,遺跡の発掘調査記録にとどめ,経過報告,環境等については省略させていた

だきたい。

今回の発掘調査にあたって,岡山県教育委員会文化課をはじめ,関係各機関から終始指導と協力

をいただいた。特に事業主体者である岡山県土木部には,調査の期限や調査経費をはじめ,多人の

理解と協力をいただいた。また直接の発掘調査の推進にあたっては,そ の計画から作業員の確保に

いたるまで,山 V」
・団地埋蔵文化財調査委員会の暖かい支援をいただいた。はじめに記して厚く感謝

の意を表したい。

発掘調査の専門的な諮問機関として,前半は山陽団地埋蔵文化財調査委員会参与,後半は山陽団

地埋蔵文化財保護対策委員会の諸先生がたから,当該地内の文化財の保護問題をも合めて,適切な

る指導と叱陀激励をいただいた。さらに,多 くの研究者および友人からも,折にふれて暖かい教示

と励ましをいただいた。なかでも恩師岡山大学教授近藤義郎先生には,終止助言と鞭撻をいただい

た。深 く謝意を表したい。

しかし,な ににもまして,私がこの発掘調査を遂行できたのは,山陽町教育委員会の同僚と,作
業員みなさんの一体となった,親身の励ましと支援におうところが大きい。なかでも生業を犠牲に

してまでも献身的な協力をいただいた,調査員則武忠直氏,作業長阿部政信氏には,筆舌に尽せな

いほどの支えとなっていただいた。また,こ れまで考古学や発掘調査に無縁であらたにもかかゎ ら

ず,私の下にあって努力と研鑽を重ね,測量や実測整図をはじめ,諸事にわたって黙々と縁の下の
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支えとなってくれた,大田耕一,国安敏樹の両君,こ ぅした仲間違に支えられて, はじめてこの調

査は成り立ったのである。記して感謝の意を捧げたぃ。

第2章 調 査 の 契 機

昭和42年,岡山県は岡山県南地区新産業都市建設地内の旺盛な宅地需要に対処 して,低廉でしか

も住宅環境の良好な宅地を大量に供給する目的をもって,県営の大規模住宅団地建 設計画を立案し

た。当時はいわゆる高度成長経済期にあって,岡山県下においても産業の発展はめ ざましく,県南

百万都市構想と相まって,.岡山・倉敷両市を中心とした県南地域の人口増は著しい ものであった。

住宅難と市街地の環境悪化に対応するためにも,住宅地を大量にかつまた早急に供給することが望

まれたのである。

立案当初は,都窪郡早島町や総社市福井・西山地区等が,その候補地としてあげ られていたが,

用地買収の難航や多数の埋蔵文化財の包蔵地であるなどの理由で流産した。その後候補地は二転三

転 して,当 山陽町に決定されたのである。昭和38年制定の,新住宅市街地開発法に基づ く,岡山県

営山陽新住宅市街地開発事業として,昭和44年 6月 11日 ,建設省告示第3072号 によ って都市計画決

定を受け,開発計画は正式に発足した。

住宅団地開発事業予定地となった岡山県赤磐郡山陽町は,岡山市の北東部に隣接 する農村 で あ

る。北から南に貫流する砂川流域に拓けた約20たノの埋積平地を中心に,ま わりを低 い山々で囲まれ

たのどかな田園地帯である。住宅団地はその山々の一角が埋積平地に張り出した形 の,東高月丘陵

群に白羽の矢がたてられた。そこは下市,河本,岩田,和田,熊崎,鴨前の6部落 にまたがり,東

西900れ ,南北1,200筋 ,造成面積 105。 4んαの地域である。この地は,国指定史跡両 宮山古墳をはじ

めとする,高月遺跡群の後背地にあたり,多 くの研究者からは,埋蔵文化財の包蔵 地として注目さ

れていた地域でもある。

しかし,住宅団地開発事業が立案された時点では, こうした開発事業計画のよりどころとなる,

昭和40年発行の「岡山県遺跡地図」には,当該地域内に9基の古墳が記載されていたの みで あ っ

た。県土木部は,そ の内 4基を開発用地から除外して, 5基 ぐらいならば公園緑地 などに取り入れ

て,現状保存も可能との見地から,土地買収が先行したのである。

住宅団地の基本計画は,昭和43年 にまとめられ,同年秋から試案にもとづいて, 県教委と埋蔵文

化財の取扱いについて,協議が開始された。

県教委文化課 (当 時社会教育課)は,昭和43年 ll月 12日 ・13日 の両 日,当該地の埋蔵 文 化 財 の

分布調査を実施した。当時はまだ自然林が多 くて樹木が茂り,分布調査としての条 件に恵まれない

にもかかわらず,古墳37基 ,弥生集落址 2遺跡,計 39遺跡を確認した。県教委は, 樹木の伐採,造

成工事の着二等の段階において,さ らに多数の遺跡が発見される可能性が強いとして,文化財保護

の立場から当該地における開発事業は好ましくないと判断し,事業の中止を強く申 し入れたもしか

し,県土本部はすでに土地買収等資本投下がされ,計画も実行に移されている段階であり,他に適

地を求め得ないこともあって,当地での団地造成を強く主張した。そして協議の結果,当初計画の
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とおり山陽町に決定 したのである。

Jl土本部とJl教委を中ノと`とする関係機関で, 開`発事業と文化財保護の調和
″

を求めて協議が重

ね られた。熊崎古墳群 5基を用地外に除外したり,用 地内の自然公園等に取り入れて現状保存する

など,保存のための努力がされた。しかし造成計画上技術的に,現状保存困難な遺跡については,

やななく発掘調査による「記録保存」の処置がとられることになった。上記39遺跡は,現状保存21

地跡,記録イ澪t存 18遺跡に決定したのである。

昭和44年 1月 には,県教委文化財担当職員が,県土本部住宅課職員と同行 して文化庁 に お もむ

き,当 該地の文化財の取り扱いについての説明と協議を行なった。その後においても,県教委と県

土木麟:間 で協議が重ねられ,昭和44年 5月 24日 付で,山陽団地の文化財取 り扱いに関する確認事項

が,県教育長とリユ土本部長の間で取り交わされた。

(賛料 1)

山陽団地の文化財取扱いに関する確認事項

岡山県教育委員会教育長 (以下「甲」という。)お よび岡山県土木部長 (以下「乙Jと いう。 )

は,乙の計画する山陽新住宅市街地開発事業 (以下「事業」という。)施行に伴う,埋蔵文化財の

取扱いについて,次のとおり決める。

(総員1)

第 1条  乙は事業の施行にあたり文化財保護の趣旨を尊重し,甲 は事業施行が円滑に行なえるよう

協力するものとする。

(1:j業施行前の協議)

第 2条  甲および乙は事業施行前において次の各号に掲げる項目について,別添図示を 目安 と し

て,可及的すみやかに協議を終了するものとする。

1.事 業区域から除外するもの。

2.事 業区域に含めるが,公園,緑地に取り込むなどにより,保存を図るもの。

3.発掘調査を行なって記録保存するもの

(事業施行中に埋蔵文化財を発見 した場合の協議 )

第 3条 乙は事業施行中に埋蔵文化財の包蔵地を発見した場合,その取扱いについては,甲 と協議
のうえ措離するものとする。

(発 掘調査)

第 4条 14 前 2条の協議の結果,埋蔵文化財の
琴掘調査は,甲 または甲が指定するものに委託 し

て実施する。

2.前 項の発掘調査に要する経費につぃては,甲,乙協議のうえ負担区分に応 じて負担するもの
とする。

(協議の決定 )

第 5条  この確認事項に定めない事項または疑義の生じた事項につぃては,甲 ,乙協議のうぇ決定
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するものとする。

昭 和 44年 5月 24日

岡山県教育委員会教育長 篠 井 孝 夫 回

岡山県土本部長     高 橋   光 回

「記録保存」の処置が決定した遺跡のうち,事業の施行に先行して,古墳の発掘調査から着手す

ることになった。調査は確認事項第 4条第 1項の規程にもとづき,山陽町が,県教委の指定と指導

を受けて,岡山県の委託により実施することに決定した。山陽町はその受け入れ体制として,止1陽

団地埋蔵文化財調査委員会と,山陽団地埋蔵文化財発掘調査団を組織した。昭和44年 ll日 1日 付

で,埋蔵文化財発掘調査の第 1次委託契約を締結し,同年12月 1日 用木古墳群第 3号墳から発掘調

査が開始された。

用地内の遺跡数は,は じめの予想どおり,その後の分布調査のたびに新らしく遺跡が発見され増

大した。樹木が伐採されて山が裸となって見とおしが良くなった時点,用材搬出や工事用道路が敷

設されて,丘陵地が削られた時点等での発見である (表 6)。

昭和45年 3月 には,用地内の遺跡数は弥生集落l15,古墳51,計56遺跡となった。そのたびに保

存協議が重ねられ,県土本部は一部遺跡の包蔵地を事業区域から除外する等,大小 7回 にわたる設

計変更を行なうなどの努力が払われた。 しかし用地買収をはじめ諸設計が決定された後では,資本

投下の関係もあって,大 きな変更は実際問題として不可能に近く,遺跡の保存率は低下の一途をた

どらざるを得ない。事前の精密な分布調査と資料公開の必要性を痛感させられたのである。

新発見遺跡のなかでも門前池西方遺跡をはじめ弥生集落址は規模も大きく,発掘調査計画の再検

討が必要となった。昭和45年 5月 1日 付で,県教育長と県土本部長は,山陽団地の文化財取扱いに

関する確認事項細目協議書を締結した (別添資料 2)。 山陽団地用地内の埋蔵文化財の発 掘 調査

は,原則として集落遺跡調査を県調査団,古墳等墓地遺跡調査を町調査団が分担して実施するとい

う,2パーティの調査体制が確立したのである。

(資料 2)

山陽団地の文化財取扱いに関する確認事項細目協議書

岡山県教育委員会教育長 (以下「甲」という。)と 岡山県土本部長 (以下「乙」という。)は ,

昭和44年 5月 24日 付で甲と乙との間で取り決めた山陽団地の文化財取扱いに関する確認事項 (以下

「確認事項」という。)の実施細目について次のとおり決める。

第1。 発掘調査の実施者 (確認事項第 4条第 1項 )

山陽団地の埋蔵文化財の発掘調査については,原則として古墳の発掘調査は山陽町に委託して実

施することとし,門前池付近弥生遺跡の発掘調査は,甲 が直接実施するものとする。

甲

　

乙



第2.発掘調査に要する経費の負担区分 (確認事項第 4条第 2項 )

山VJ‐ 団地1/sの 埋蔵文化財発掘調査費は,乙 において負担するものとする。ただし山陽町に委託 し

て実施する発掘調査の一般指導旅費は,甲 において負担する。

第3.発掘調査実施計画書の作成

山陽団地内の埋蔵文化財の発掘調査を行なう場合,発掘調査実施計画書を作成 し,甲 ,乙協議 し

て発掘調査に必要な事項を定めるものとする。

1召 和 45年 5月 1日

甲 岡山県教育委員会教育長 篠 井 孝 夫 回

乙 岡山県土本部長     佐 藤   昇 回

第 3章 調 査 の 組 織

山陽住宅団地造成地内の,埋蔵文化財の発掘調査を担当することになった山陽町は,町教委 と町

文化財保護委員会を中心に,関 係機関の代表をもって,昭和44年 10月 1日 ,山陽団地埋蔵文化財調

査委員会を組織して,発掘調査を推進することにした。直接発掘調査を担当する調査団は,県教委

から派遣された専従調査員を中心に,町内在住者で山陽団地埋蔵文化財発掘調査団 (昭和47年度以

降は山陽団地埋蔵文化財発掘調事査務所)を編成した。

埋蔵文化財発掘調査委託契約,開発事業の工事工程と調査遺跡の選定や調整,県調査団との連携

等,関係者間の事務的折衝や連絡機lliと して,県土木部住宅課,県教委文化課,山陽町教委の担当

職員をもって三者協議会を設置した。埋蔵文化財の発掘調査に関する考古学上の専門的な諮問機関

表 1 調査組織機構

山
陽
団
地
埋
蔵
文
化
財
保
護
対
策
委
員
会

岡 山 県 土 本 部

三 者 協 議 会

山陽田
]・教育委員会

山陽団地埋蔵文化財

調 査  委 員 会

岡 山 県教 育委 員 会

山陽団地発堀調査団

山陽団地埋蔵文化財

発 堀 調 査 m

一
山
陽

団

地

埋

蔵

文

化

財

調
査

委

員
会

参
与
二

（昭
四
七
、五
、
一
一〇
保
護
対
策
委
に
統
紺
解
散
）
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として,当初山陽町は県内研究者のなかから9名 の諸先生に,山陽団地埋蔵文化財 調査委員会参与

を委嘱し,指導と助言をいただいた。昭和47年度になって,岡 山県教育長が岡山県遺跡保護調査団

から推薦を受けて委嘱した,山陽団地埋蔵文化財保護対策委員会が発足した。これ を機会に調査委

員会参与の会は解散し,保護対策委員会に統一して諮問を仰 ぐことになった。

各組織の機能ならびに組織間の相互関係について,調査期間が長期におよんだこ とや,構成員の

移動もあって理解に若干の差異を生じ,必ずしも統一した一貫性のある運営であったと は言 い難

い。山陽町教委事務局では,表 1に示した機1青図のように理解して,各調査組織の運営と調整に努

めてきたつもりである。

各調査組織の構成員は下記のとおりである。調査が長期FHlの ため,調査委員会お よび 調 査 団 で

は構成員にかなりの変動があった。本書が調査経過の総括でもあるので,金調査期 間にわたっての

関係者全員を記名した。こうしたみなさんの協力によって,今次発掘調査を実施で きたのである。

記して厚くお礼を申し上げたい。

山陽団地埋蔵文化財調査委員会参与

山陽町長委嘱

昭和45年 1月 5日 ～昭和47年 5月 20日

今井  尭  (津 山市教育委員会主事)

岡本 明郎  (岡 山県立西大寺高校教諭)

鎌木 義昌 (岡 山理科大学教授)

角田  茂  (瀬戸中学校教諭)

長光 徳和  (岡 山県文化センター主任)

西川  宏  (山陽学園教諭)

春成 秀爾  (岡 山大学助手)

間壁 忠彦  (倉敷考古館冨1館長)

三杉 兼行  (甲浦郵便局長 )

(ア イウエオ順,職名は昭和45年 1月 委嘱当時)

山陽団地埋蔵文化財保護対策委員

岡山県教育長委嘱

昭和47年 5月 設置

鎌木 義昌 (岡 山理科大学教授)

近藤 義郎  (岡 山大学教授)

角田  茂.(瀬戸中学校教諭)

土井 秋夫  (瀬戸町文化財専 Fヨ委員)
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西川  宏  (山陽学園教諭)

春成 秀爾  (岡山大学講師)

聞壁 忠彦  (倉敷考古館長)

三杉 兼行  (甲浦郵便局長)

(ア イウエオ順,職名は昭和47年 5月 委嘱当時)

山陽団地埋蔵文化財調査委員会

山陽町長委嘱

昭和44年 10月 1日 設置

・調査委員長   山陽町教育委員長

・調査冨1委員長  山陽町文化財保護委員長

就任

小坂 寿徳  S44.10。

青井  武    ″

明石  巌    ″

生本 正義    ″

則武 忠直    ″

・
阿都 政信    ″

花房 長男    ″

本郷  連    ″

湯本 竪志    ″

中永 五一    ″

小坂  伝    ″

横田 民治    ″

山本  寛    ″

社 甦二郎  S45。 1.

川藤一二生  S46.4.

藤原 和太    ″

岡野  猛    ″

小坂  豊  s46.10。

大飼 正利  S47.4.

岩本  軍  s47.10.

石原 徳夫  s48.4.

河田  弘    ″

坂内 紀八    ″

退任

S46. 9. 30

S48.  3. 15

S49。  9。  30

S48. 12. 31

S47. 9. 30

S44. 12. 27

S49. 3. 31

S48. 3. 31

S47. 3. 31

S48. 3. 31

S49.  3. 31

S50. 3. 1

役職

町教育委員長

町議会議長

町議会文教委員長

町助役

町文化財保護委員長

町文化財保護副委員長

町文化財保護委員

町文化財保護委員

町教育委員→町教育長

町教育長

和田区長

岩田区長

河本区長

和田区長

鴨前区長

下市区長

熊崎区長

町教育委員長

熊崎区長

町文化財保護委員

町議会文教副委員長

町教育委員長

鴨前区長

1

1

1

1
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岡野 清人  S49.4。 1    -

小倉 克 己  S50。 3.1   -

平井富士雄  S49.1.1    -

岩本 新一  S49.10.1    -

阿部 清次  S49. 4.1    -

・事務局 花房 清志 (町教委事務局長 )

神原 英朗 (町教委指導主事 )

山陽団地埋蔵文化財発掘調査団

山陽町教育委員会設置

昭和44年 10月 20日 ～昭和47年 3月 31日

調査主体者 山陽町教育委員会

発掘調査団長  中永 五一  (山陽町教育長)

事 務 局 長  花房 清志  (山陽町教委主査 )

調 査 主 任  神原 英朗  (山陽町教委指導主事 )

調  査  員  則武 忠直  (山陽町文化財保護委員長 )

調 査 補 助 員  岡本  豊  (赤坂町文化財保護委員)

作 業  長  阿部 政信  (山陽町文化財保護冨1委員長 )

作  業  員   (山 陽団地埋蔵文化財発掘調査事務所の項参照 )

(Π召和44年 10月 20日 調査団結成時 )

山陽団地埋蔵文化財発掘調査事務所

・ 山陽町教育委員会設置

・昭和47年 4月 1日 ～

調査事務所長 神原 英朗  (山陽町教委指導主事 )

調  査  員 則武 忠直  (山陽町文化財保護委員長 )

″   大田 耕一  (山陽町教委主事)

″   国安 敏樹  (山陽町教委主事)

作  業  長 阿部 政信  (山陽町文化財保護副委員長 )

作 業 長 補 佐 植田  臣  山本  寛

事  務  員 神原 清子  丼上 節美

作  業  員

阿部 政信  (44.11.20～ 50.3.31)  阿部  廣  (44.11.20～ 45.1.9)

阿部 信春  (44.12.19～ 46.2.10)  阿部 充彦  (44.12.2～ 46。 3.31)

-9-

熊崎区長

鴨前区長

町教育長

町助役

岩田区長



阿部 良作  (47.1,8～ 49。 12.27)  井上 忠美

井上 三夫  (44.11.20～ 49.12.27)  井上 政男

井上 律大  (49.10。 24～49.12.27)  石原 与六

入江 忠―  (44.12.23～ 49.12.27)  岩本 竹志

岩本 逸水  (47.9。 12～49.12.27)  植田  臣

植田  岡1 (45.2.21～49.12.27)  大森  勲

岡本  豊  (45.4.1～ 47.6.29)  尾上 弘治

小坂 寿徳  (44.12.2～ 46.3.4) 小坂  侍

故引 国人  (47.12.15～ 47.12.17)  新本 熊男

中川 義晴  (44。 11.22～ 44.ll.27)  藤原  稔

社  重太  (44.12.8～ 44.12.11)  山吹 三一

山本 高男  (44.12.8～ 49.12.27)  山本  寛

青井 恭子  (47.2.7～ 47.2.28)  阿部 茂子

阿部 敏子  (44.11.22～ 46.7.21)  阿部 春恵

阿部美枝子  (44.11.22～ 49.12.27)  阿部 芳恵

石原 竹子  (45,2.20～ 49.12.27)  井上 節美

井上  初  (45.3.17～ 50.3.31)  入野 美園

岩本 富子  (44.ll.21～ 49。 12.27)  遠藤  操

大森 敏子  (44.12.8～ 45.6.6)  大森 好子

小倉寿美子  (47.8.17～ 49。 12.27)  4ヽ倉 昌江

鎌田八重子  (44.12.11～ 48.ll.2)  岸本 雪野

小坂 光子  (44.12.8～ 50。 3.31) 小坂 弘江

武内千代子  (47.2.9～ 49.12.27)  釣井 節子

中務佐登江  (44.12`15～ 48.12.25)  平田 時子

藤原 末子  (47.2.8～ 47.2.22)  藤原子恵子

藤原 松子  (47.8.ll～ 47.12.4)  藤本 竹子

藤本 玄香  (44.12.9～ 45。 1.21)  森国  泉

社  昭江  (44.12.24～ 45。 9。 11)  社  玉江

社  寿子  (44.12.18～ 49.12.27)  社  百枝

社  芳江  (44。 12.6～49`12127) 安井 好子

山本 一枝  (44.12.22～ 45。 7.15)  山本  栄

山本富茉江 (49.10.24～ 49。 12.27)  横田可奈子

横田 秀子  (44.12.10～ 47.3.31)  横田 正子

(47.1.9～ 47.3.31)

(44.12.6～ 49.12.27)

(47. 3.25-49。 12.27)

(44.12.15～ 49.12.27)

(44.11.20-50. 3.31)

(47. 8.23-49.12.27)

(45. 1.27-49。 12.27)

(44.ll.20～ 44.12.28)

(45.1.27～ 45.6.30)

(47. 1. 7-47. 3.31)

(44.12.15～ 49.12.27)

(44.11.20-50. 3.31)

(44.11.22～ 50。 3.31)

(44.12.16～ 49.12.27)

(44.11.22～ 50.3.31)

(45.2.20～  ―  )

(44.12.19～ 45.3.14)

(44.12.25-49。 12.27)

(44.12.3～ 45.3.21)

(47.8.17～ 49。 12.27)

(47. 2. 7-49。 12.27)

(44.11.22～ 50.3.31)

(47.2.7～ 49.12.27)

(47.9.2～ 49。 12.27)

(45.1.12～ 45.2,2)

(44.12.8～ 47.3.11)

(44.12.2～ 44.12.6)

(47.2.9～ 47.3.31)

(44.11.21～ 50.3.31)

(47.2.9～ 47.3.31)

(47.2.7～ 49。 12.27)

(44.12.16～ 49.12.27)

(47.1.5～ 49。 4.13)

(調査事務所構成員ならびに職名は昭和49年 1月 現在,作業員右 ( )内数字は在職期間を示
す。)
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第 4章 調 査 経 過 の 概 要

発 掘調査概況

山陽町教委編成の,山陽団地埋蔵文化財発掘調査団 (昭和47年度以降山陽団地埋蔵文化財発掘調

事務所)は,昭和44年 10月 1日 に発足した。諸準備期間をおいて,同年12月 1日 から,昭和49年

同木 日まで,山陽団地内の埋蔵文化財発掘調査を実施した。発掘調査遺跡数は,集落llL・ 生産址
・

童跡 ,土壊墓・台状墓 6遺跡,古墳46基の計59遺跡,延べ発掘調査面積は約 65000死 である。こ

ら遺跡の発掘調査は,県教育長と県土本部長間で取り交された,山 陽団地埋蔵文化財取扱いに関

る確認事項と,確認事項細目協議書にもとづき,山陽町が岡山県の委託を受けて実施したのであ

錐掘調査委託契約は,当初は単位遺跡群ごとの委託契約であり,昭和47年度からは年間委託契約

して締結された。昭和50年度の整理作業および発掘調査報告書作成契約も含めて,12次 にわたる

的である。個々の委託契約の内容と,発掘調査遺跡の調査概要は,第 2表の発掘調査委託契約一

第 3表の発掘調査委託契約の遺跡内容一覧にまとめて表示したとおりである。

児実の発掘調査は,実施計画書のとおりには進まない。当初の予想をはるかに越える遺跡数の増

や遺跡範囲の拡大,開発事業との競合,お よび県発掘調査団の31き あげなど,そ の誘因は数多い

が,実際の調査は極めて厳しいものである。調査中の遺跡発掘を中断して,工期の急ぐ調査区へ

先行緊急発掘,整理作業や報告書作成期間を犠牲にしての重複委託契約や,追加変更契約などに

って,発掘作業に追われる毎 日であった。

委託契約書による遺跡の調査予定期間と,現実に発掘に要した期間を,第 4表および第5表に表

した。対比していただきたい。

初期の発掘調査

山陽町教委が,当 該地の発掘調査を分担することになったなりゆきから記述する。岡山県下にお

て も,昭和30年代後半から昭和40年代前半にかけて,大規模な開発事業が次々と計画された。山

新幹線や中国縦貫自動車道建設事業をはじめ,大規模住宅団地開発や農業構造改善事業,さ らに

十指にあまるゴルフ場やレジャーセンタニ開発計画等がそれである。昭和44年 には,こ のような

的 ,私的の開発計画による用地取得は,県上の4%に達するほどである。

こ うした状勢のなかでは,埋蔵文化財の保護行政も,当然のことながら多忙を極めてくる。県教

は,社会教育課から文化課を分離独立 して,専門調査員も増員に増員を重ねて,20名 を越える人

を 整え強化したが,山陽新幹線や中国縦貫自動車道等,公共事業体からの要請に対処するのが精

っぱいである。民間企業やJヽ規模の諸開発事業にまでは,と ても対応しきれない状況である。そ

た め県教委は,市町村単位での開発事業については,埋蔵文化財の事前緊急発掘調査までも含め

早 ―  ll 
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表2.発掘調査の委託契約一覧

契約
¬
年月日

調 査 期 間 遺 助ヽ 名 契約金額 契約面積 実  質
調査面積

7000γ慮

2200捕

3875γイ

l  l

|

2  ‐

3

4

5

6

暴
li礁

|

…
|

1弔
・ al

l咄 l

|

lは 21

ll…れ》‐:劉
|

一

45,9.1～ 45.ll.301

-     ¬
45。 ■O.1～46.7.311

|

46. 2. 1-46. 3.20 1

①用木古墳群のうち
l～ 5号墳の5基

①習査島彗鼓2:墓

①ヤケ7也遺跡予備調査

640万円

290万円

221.2万 円

2000“ご

2000席

6000“

`

8月藷菫撃曇露霧襟)

①
T誌:彗磯8:墓

450万円

200万円

2000“ι 4450名慮

1000“ご 900名濯

46. 4.21 46. 4.20-46.10.31 ①響誌す彗磯8:墓 468,5万 円 2000″ 2900″

46. 7. 6 46. 7. 6-46.10.31 ①惣図遺跡第 2地点 474万円 4000痛 4000名ご

46.10. 1

変更
47. 7.14

46.10. 1-47. 3.31

8奨変凛遥品
墓

452万円

330077」

|

4000名活

8奥変潔遥屏
墓

8冨業出重襟第■地点
″

‐
↓
ｍ

47. 4. 1

47. 4. 1-48. 3.31

8黒奄整課
跡第■地点 2,300万 円

|

5385名慮
|

■0,100名ぽ
変更

48. 1. 5

①用木山遺跡第 1地点

§書‡]瞥愴曇拶∫♯套
|

↓
2,700万 円 ダ

‐
↓
鵬

48.4.1

48. 4. 1-49。 3.31

①愛宕山遺跡第 1地点
②さくら山遺跡第 2地点
③岩田■号墳

■,875万 円

|

6300名慮 ■5,800硝

14Fili

点
点
地

地
２

２
第

第
跡

跡
遺
墳

遺
山
号
跡

山
ら
■
遺

宕
く
田
山

愛
さ
岩
東

①
②
③
④

|

↓
2,500万 円

49. 4. 1

49。 4. 1-50. 3.31

8需案費撮牲が 点 1.500万 円
|

硝０。

―
・
０

■0,300名 慮変更

50. 1. 4

8肇案夕発性翼最
地点

③新宅山遺跡
④三蔵畑遺跡
⑤現状保存古墳測量
⑥報告書第 1分冊作成

(調査事務所移転)

|

↓
3,310万 円

一　
　
　
２９
報

一　
　
術
　
墳
と

‐↓
５７。。　囀眠勘

他
基
告

50. 4. 1 50. 4. 1-51. 3.31
8義者警擁言牟甘葉稀成 2,800万円

計 14,305。 7万円 40,285名慮 65,525■ご
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表3。 発掘調査委託契約の遺跡内容一覧

①用木古墳群

第 1号墳(A■ )

第 2号墳(A2)
第 3号墳(A3)
第 4号墳(A4)
第 5号墳(A5)

(古墳 5基)

契 約 遺 跡 契 約 時 の 遺 跡 概 要  | 発 掘 調 査 の 結 果 概 要

A■ .径30れ ,高 さ約 3πの円墳

A2.径 25π ,高 さ約 2れの円墳

A3.径 26π ,高さ約 3π の円墳

A4.径 25π ,高さ約 3れの円墳

A5.径12π ,高さ約■%の円墳

※いずれも内部主体 1～ 2の

円墳 5基

(調査予定面積2000イ )

３．

，丘
址
発
形
を
器
範
長
葺
に
形
主
ｌｌ
に
辺
切
主
陵
ン
Ａ

径
り
墳
居
の
墳
形
土
跡
全
み
他
墳
３
プ
内
長
を
部

丘
レ
・２
．

Ａｌ
．

　

　

　

Ａ２
．

　

　

Ａ３
．

　

Ａ４
．

　

　

Ａ５
。

　

他‐こ
，

嗣
ｌ・

・
Ａ

①用木古墳群

第 8号墳(A8)
第 9号墳(A9)
第■0号墳(A10)
第ll号墳(A■l)

第■2号墳(A■ 2)

(古墳 5基)

①ヤケ池遺跡(Y3)

(予備調査)

①便木山■O号墳(G■0)

②岩田古墳群
第 3号墳(E3)
第 5号墳(E5)
第 6号墳(E6)
第 7号墳(E7)
第8号墳(E8)

(古墳 6基 )

A8.径 14π ,高さ約1.2π の円墳
A9.封上流失,木棺直葬か?
A■O.同上
A■l.径14π ,高さ約1.5πの円

墳埴輪片散見.

A■2.10X■ 6πの方墳,葺石有
り。

(調 査予定面積2000″)

ヤケ池およびその周辺に上器片
散見。集落址の可能性があるた
め,その遺跡状況と遺跡範囲を
確認するための予備調 査 を行
う。

(調査予定面積 6000硝 )

G■O.径約12れ,高さ約■%の
低平な小門墳。

E3.E5.E6.E7.E8.
いずれも,径10～15れ ,

高さ1～ 1.5%の小円墳
4基は未掘墳と推定され
る。

(調査予定面積2000″ )

l::[IttFi]を
1誓」嚇ちり|

A10.A9と 同巧同大,土壊基■主体。
All.瑶

鵜雷隆戯鶴諺果繕甚葬l肇漂。

I蓼ル⑮鍼鉤
A14.封土なし,上壊 3。

※新発見 2を含む計7基を発掘調査。
(実質調査面積 2200″ )

Y3-l区 ,巾 lπ ,総延長 400れのトレ
ンチ調査

Y3-2区 ,巾 2第 ,総延長 700π のトレ
ンチ調査
4× 4筋グリット計 l10区 の平面
調査

Y3-3区 , 3X3πのグリット計35区の

平面調査
遺跡範囲約4000″にわたって弥生時代
土器包含層。部分的には竪穴住居址,ピ
ット 土器溜り等を検出。保存協議の要
望を出して調査は中断。後県教委文化課
直営による発掘調査。

(実質調査面積 3875″ )

G10.古墳ではなく,酒津併行期の上披墓

曇竹Ъ空黒繕聟T縄繰壇羅履重ll土
E3.20m×■8れ ,高 さ2.5れ の方墳 ,葺石

埴輪あり。内部主体は小竪穴式石室
2。

E5.10π ×■2鶴 ,高さ 1.5πの方墳。列
石あり,墳中央に小竪穴式石室

E6.E7,(Y71)
調査の結果,古墳ではな く,弥生中

紀焦喬誇封士学なrh後電漫獣罷λ
X80mの遺跡範囲に竪穴住居址24戸 ,

ピット2を検出。
(実質調査面積 4450イ )
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契 約 時 の 遺 跡 概 要 発 掘 調 査 の 結 果 概 要

①四辻古墳群

第■号墳(Fl)
第 2号墳(F2)
第 3号墳(F3)

(古墳 3基 )

①四辻嘉警奪墳(F5)
第 6号墳(F6)
第 7号墳(F7)
第8号墳(F8)
第9号墳(F9)

(古墳 5基)

①惣図遺跡第 2地点

(Y72)

①便木山方形台状墓
(G12)

②大久保遺跡(Y6)

③宮山4号墳(B4)
④用木山遺跡

第 1地点(Y81)

「1・

|[|:蓬
|こ 1吾」lttj缶磐2電者き

検出
   (実質調査面積 900鷲 )

F2.径10筋高さlπほどの低平

な小円墳中破されている。

F3.径13π高さ上。5筋の円墳墳

頂部は盗掘され,箱式石棺

露呈。
(調査予定面積 1000″ )

F5～ F9
径 8.5～15π高さ0.8～1.5

πの小円墳 5基 とそれと関

係する墳外周辺部について

発掘調査する。

(調査予定面積 2000硝 )

Fl.

F2.

F3.

F5～ F7,丘陵頂に直列状に並らぶ古墳
3基 とみられていたが,調査の結果 ,

蔦f獲各晏省上嚢塞轟落払彎斃:各

土壊墓[塩署甘「
i]]』:::貴lil'

群,弥生中期の72土壊,3土器棺で

|:1山

|:::[I[:[i:]:,

弥生住
il警量::昂革:場t[手訂借係
範囲の追求

鶴 調査面積 2900硝)

Y72.丘陵頂から斜面にかけて広がる弥生
中期の集落址である40m× ■05π の

遺跡範囲に計30戸の竪穴式住居址と
ピット3,土器溜り4を検出

E6,同上調査中に発見された横穴式石室
残骸■基である。

(実質調査面積 4000猜)

Y6 1渕尉跡Tサ T1319"熱、レ

零たi薔涙:I早鶏}籠}:tこ募麗麦鶴騒芽
誓官裕詈翁鋸倉,7赤歴隔姦B璧馨h
と、重なる。

(実質調査面積 500″ )

Y81 
晶騰履曇まふ球埜葉退盟:〉零聞維呈
藷基争釜集農懲士著書』躍瞑呈漁菫
3を発見

 (実質調査面積 ■300鷲)

Y72:][:3]を

よ   [

要するため,緊急調査とな

資調査予定面積4000グ)

G12,工事により上墳を切断発
見
G10に続く土壊墓遺跡の可

能性があるため,調査を行
う

(300″ )

Y6 丘陵一帯に弥生および上
師器片散見,さ らに丘陵端
部に16π X 19π の方形台状
墓らしい高まりがある。集
落址および墓地遺跡の可能
性が大である。

(■200″ )

B4 径15れ ,高さ ■.5れ の円
墳流土および上取りで二部
を損壊内部主体不明

(300″ )

Y81 文化課が調査契約をして
いた集落址であるが,そ の
肩替り調査とりあえず工事
を急ぐ山頂部 300イを本年
度調査対象とする。

(300″ )

― ■4-



契 約 遺 跡  1 契 約 時 の 遺 跡 概 要  1 発 掘 調 査 の 結 果 概 要

Y8■―Y83
丘陵頂から丘陵尾根および,

傾斜面一帯に広がる弥生集落
址,遺跡範囲は55mX 350%
面積約20,000配 のうち,本年
度約4000″の調査を行なう。

Y4 中池を含む谷にのぞむ小
谷口に広がる弥生散布地の調
査約■000〆

Y9■ 径■2771r,高 さ約■π程度
の円墳,(さ くら山 l号墳」
■)および,丘陵頂部に集落
址が存在する可能性がある。

糸りl■85名濯

他に調査事務所を第 7工区門

前池南西に移転する。

(調査予定面積 6185η

`)

Y84 愛宕山山頂部から南面す
る傾斜面一帯に弥生集落址の

広がる可能性があるため調査
をイ子なう。
本年約3000帯 を調査対象とす
る。

D■ ～D3
丘陵尾根に直列状に連らなる

低平な小円墳 3基,いずれも
窪務12-20名L

Y92 緩やかに下降する丘陵尾

根に広がる弥 生 集 落 址。約
7500″ の遺跡範囲のうち3300

イを発掘調査の予定。当該地
には,径15m高さ 2%の 円
墳,岩田■号墳(E■ )が存在
する。すでに盗掘され内部主
体は完全破壊されているが古
墳も調査対象に含まれる。

Y3 工事による削平で,竪穴
住居址断面が露呈,緊急を要
するため契約変更をして調査
する。      2000グ

Y82 第 9次契約であるが,本
年度繰り越しとなったもの。

(調査予定面積 6300イ )

①用木山遺跡
第■地点(Y81)

②中池遺跡  (Y4)

③用木山遺跡
第2.3地点(Y82)

(Y83)
④さくら山遺跡

第■地点(Y91)

(調査事務所移転)

①愛宕山遺助ヽ
第■地点(Y84)

②愛宕山古墳群
第 1号墳(Dl)
第 2号墳(D2)
第 3号墳(D3)

③さくら山遺跡
第 2地点(Y92)

の東山遺跡  (Y5)

⑤用木山遺跡
第 2地点(Y82)

(調査予定面積 3100イ )

Y81調査区内において発見された横
穴式石室,天丼は持ち去られている
が,床面部はほぼ完存, 5体以上の

埋葬が確認され,出土遺物も多い。
(実質調査面積 4000″ )

用木山上部を前年に引き続いて調査。
弥生住居址20戸 ,後期古墳(E8)■
基古墳時代土壊墓 3,奈良時代蔵骨
器■等の複合遺跡となる

(S48年 1500席 )

2%巾 ,総延長 260%の トレンチと
5%X5π グリット■62区設営発掘,

工事の都合でしば しば中断調査区移
動のため本年度未完,40グ リットと
トレンチ調査のみ   (1520イ )

丘陵尾根60%X120η が遺跡範囲
弥生集落址である。 5%× 3πグリ
ット 196区画を設営全面発掘。竪穴
住居址30戸,横穴式石室残骸 3基

(E9。 E ll.E12)古墳時代土壊墓
5基平安時代建物址 ■を発見調査

(4900″ )

さくら山山頂の遺跡,方形台状墓

(J■ )■ 基と,弥生住居址10戸 ,

ピット7,上器溜り2を検出調査
(1500″ )

「12,ァレ総延長 ■80π の トレンチと,

5 7JbX 5 πグリット20区画を設営発

掘調査。流上による埋積著しく,若
干の弥生土器および須恵器片を採集
するも遺構検出できず  (680イ )

(実質調査面積 10,100″ )

Y82 前年度よりの繰り越 し調査 5乳 X5
πグリット 152区画全面発掘。急斜

面を階段状に造成し,各平坦部に直

列状に 4～ 6戸単位の竪穴住居址が

あり,その単位集団■lグループが集
まって村を構成する (考古学年報24

報告)llグループ約60戸の住居址と

ピ/1異夫装蒼菫晟転蔓管箆貸寺婆奢
発見          (3800イ )

Y84 5π×5πグリット 360区画を設営
全面発掘。弥生住居址30戸,ピ ット

屋'4房糖片岱肇曇誉L与響曇響糞賛
調査する。      (9750″ )

E14 天丼石はすべて持ち去られて いた

が,大型横穴式石室発見,傾斜面に

溝を掘って1織築 した石室で,床面埋

莞鰹 薇 鰤 訃 去妙
Y5 弥生集落址,工事により大半を削平

登裏菫ザ
"I翼薩ち署奮続置発l与

‐   る。
Dl～ D3 古墳と思 ったが台状墓2お よ

び弥生中期末の大土墳墓群, 230上
壊を検出したが本年度未完

Y92 E■ 号墳を含む約 ■0000″ の集落址
5働 X5筋グリット 240区画を設営
するもY84調査のため中断し未完
本年30区画750琥 のみ発掘

(実質調査面積 15800″)

― ■5-―



①愛宕山遺跡
第 2地点(Y85)
第 3地点(Y86)

②用木古墳群
第 7号墳(A7)
第15号墳(A15)
第16号墳(A16)

③新宅山遺跡 (Y10)

④三蔵畑遺跡 (Y11)

⑤現状保存古墳
29基 の外形測量

⑥調査事務所の

用地外移転

⑦出上遺物等資料
整理と報告書
第 1分冊作成

。出土遺物整理

。報告書作成第4～ 6集

Y85 丘陵頂から尾根支脈一帯
に広がる弥生中期末の上壊墓
群

(1000猜 )

Y86地形的にみて,愛宕山か

ら北にのびる尾根およびその

東斜面に弥生集落址の広がる

可能性があるため,調査対象
となる

(3000イ )

A7.15.16.
A7は全長25%の 前方後 円
墳,ま たは台状墓,A15。 A
16は径10%前後の低平 な円
墳。いずれも未掘墳と思われ
る

(500イ )

Y10用木 7,15号墳の立地す
る丘陵で弥生土器片散見.集
落址の可能性あるため調査対
象となる。

(500記 )

Yll Y10調 査中に谷に向けて
おろしたトレンチ調査によっ
て発見された平安期遺構,土
師生産址の可能性が あ るた
め,追加契約となる

(700捕 )

⑤～⑥については略

(調査予定面積 5700プ )

。出土遺物及諸記録類整理作業

契 約 遺 跡 契 約 時 の 遺 跡 概 要 発 掘 調 査 の 結 果 概 要

Y92 前年度に引き続く調査, 5m× 5 ηι
グリット210区 画,5250イ の調査範
囲から弥生中期末住居址llグループ
49戸,ピ ット13.土壌■.古墳時代
土壊墓3.岩田l号墳 (El)等を検
出調査
E■ 号墳は,径1777bの 円墳,内部主
体は完全破壊,土師質陶棺を埋納す
る横穴式石室と推定,周涅をもち,

葺石,埴輪あり.墳丘下,墳外周辺
に3土装墓と, 2土器棺検出され注
目された。

前年に引き続く調査。丘陵頂に検出
された 230土娘の他に,さ らに北に
のびる丘陵尾根に60上墳を発見,計
約 300基 にのぼる弥生中期末の大土
壊墓群となった。

Dl～ D7,Y84,Y86の 調査の際に新ら
たに発見されたものも含めて,子卜7
基の方形台状墓。いずれも一辺10π
内外によって区画されており,内部
主体は木棺直葬, ■～ 2を もつ。古
式上l市を併出する。

Y86, 北にのびる丘陵の東斜面に広がる]1ヽ

生集落1止。約200077fの 遺跡である。
竪穴住居址14, ピット約m,上墳墓
7,お よび平安期八稜鏡を埋納する
土壊墓 1を発見した。
12れ ×16ηし,高さ l.2ηιの方墳,内
部主体は木棺直葬,茸石をもつ。墳
外周辺に6土墳墓検出。

径1071bの 小円墳。外部施設なし。内
部主体木棺直葬。

封上流失,盗掘され,蓋石を1寺ち去
られた箱式石棺を発見。

A7.A15号墳周辺の丘陵j毛根で発見
された弥生集落,竪穴住居llli4.ピ ッ
ト2を検出調査

小さな谷斜面の一面に平坦部を作 っ
た,平安j側の上師器を製 作 した 窯
J■。窯本体の他,灰原,粘 土 撹 梓
槽,作業小屋らしい柱穴址等を検出
調査した。

・保存古墳の外形測量
用地内に現状保存される古墳29基の
外形測量を行なった。

・報告書第 1分冊作成と出土遺4勿整理伯1業
。調査事務所を用地外へ移転 (旧西山小学
校跡地へ)

(実質調査面積 10,3007だ )

Y85

Y10,

A7,

Ａ
　
　
Ａ

Yll,



岡 山 県 教 育 委 員 会 発 掘 調 査 団 の 調 査

発 掘 調 査 の 結 果 概 要

第■地点

谷頭部1500イ の遺跡範囲に弥生後期

および古墳時代 (5C)の竪穴住居
址21.土器溜り2を検出。

第 2地点

丘陵裾から狭い谷部にか けて,約
3,200″の遺跡範囲。弥生時代 竪穴

住居址39.土壊16.柵列2.お よび平安
時代巨大建物址5棟検出。

第 3地点

門前池堤防下の谷頭:部,1300″ 発
掘.弥生時代竪穴住居址2,奈良時
代と思われる瓦溜1,北に隣接する

丘陵平坦部に寺院址の立地する可能
性あり。

(5950イ )

門前池西方遺跡
。第 ■～3地点

谷水田部 トレンチ調査による遺構確
認調査。第 2地点に弥生時代溝遺構
3,第 3地点に弥生住居址 2,平安
時代溝遺構 2,他に杭列 1を検出し
た。 トレンチ発掘面積は 1,000″ で

ある。

。第 4地点

舌状台地部 6,400″ を全面発掘の結
果,弥生時代竪穴住居址27,上壊12,

歴史時代建物2の他,鍛冶炉■を発
見した。

。便木山第7号墳

盗掘およびその後の開墾等で大破さ

れ,封上の大半は削平されており,

内部主体もすでに消失していた。地
山に掘られた周渥が遺存し, もと本
古墳は推長20.5筋程度の帆立員式の

前方後円墳であったことが判 明 し
た。須恵質埴輪を有し,墳丘基底部
で,小組合せ式石棺1を検出した。

(7,420″ )

※ 県調査団発掘調査による,門前池西方遺跡の調査報告はS30年 3月 県教委刊行。
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て,市町村教委にも分担するよう,指導を強化したのである。

山陽団地開発事業にともなう,埋蔵文化財の発掘調査は,上記のような状勢のなかで,山陽町が

県の委託を受けその一部を分担したのである。このことは,県内において町村が発掘調査を担当す

るという,先駆的な役割りを果す結果ともなったのである。

山陽lll」で発掘調査団を編成するといっても人口 9,000人に満たない農村では,発掘調査の経験と

技術を持つ人を確保するのは困難である。県教委から派遣された専従調査員と,町内在住の研究者

の両名を中心に,1句
・
内在住者で発掘調査団を構成したのである。

発掘調査団が組織されたΠ召和44年 10月 には「記録保存」対象遺跡は18遺跡である。そのうち集落

遺跡の調査は県発掘調査団が受け持ち,山陽町発掘調査団は,古墳17基の発掘調査を担当すること

になった。

住宅団地造成工事の着工予定は翌年秋からで,そ の間約 1箇年の余裕もあり,ま た発掘調査団組

織も弱体であるため,委託契約は単位古墳群ごとの小規模契約として締結することにした。すなわ

ち,発掘調査,整理作業,発掘報告書作成を1セ ットとした,一期完結型の委託契約である。参考

までに,最初の委託契約である用本古墳群第 1号墳～第 5号墳の発掘調査委託契約書と,発掘調査

実施計画書を例示する。

(資料 3)

埋蔵文化財包蔵地発掘委託契約書

山陽新住宅市街地開発事業 (以下「事業」という。)の実施に伴い,岡山県 (以下「甲」という

。)と 山陽町 (以下「乙」という。)は,事業施行地内における埋蔵文化財包蔵地の発掘調査 (以

下「調査」という。)について,次のとおり委託契約を締結する。

(調査の委託)

第 1条,甲 は,別添調査実施計画書に基づき,乙に調査を委託する。

(指示等)

第2条,甲 は,乙の調査の実施状況について,随時に調査し,必要な報告を求め,監督をすること

ができるとともに,調査の実施に関して,必要な指示を乙に与えることができるものとする。

(再委託の禁止)

第 3条,乙は,調査をみずから行なうものとし,他の者にその処理を委託することができない。た

だし,必要やむを得ないと甲が認めた場合は, この限りではない。

(委託費の支払)

第 4条 ,甲 は,第 1条の調査実施に要する経費として, 乙に対して金 6:400,000円 を限度として支

払うものとする。

2.甲 は,乙の請求にもとづき,前項の委託費の30%を前払金として支払い, さらに調査の進捗状

況に応じて, 2回の部分払いを行ない,残額は精算により支払うものとする。ただし,前払金お

よび部分払金の総額は,委託費の90%を越えることができない。
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(期 間)

第 5条,乙は,本契約締結後直ちに調査を開始するものとし,昭不口45年 9月 30日 までに調査を完了

しなければならない。

(作業日誌の作成)

第 6条,乙は作業国誌を作成し,調査の実施状況を記録しなければならない。

2. 甲は,必要と認めるときは,前項の作業国誌の提出を求めることができるものとする。

(出 土品の処理)

第 7条,発掘された出土品の処理については甲,乙,協議のうえ,法令の定めるところにより処理

するものとする。

(精算)

第 8条,乙は,調査を完了したときは,調査に要した費用についてすみやかに精算書を作成 し,甲

に提出しなければならない。

2.甲 は,前項の精算書の提出を受けたときは,第 4条の委託費の範囲内において,精算を行なう

ものとする。

(調査完了報告書の提出)

第 9条,乙は,調査を完了したときは,調査完了報告書に,発掘調査報告書を添えて,甲 に提出し

なければならない。

(契約の解除)

第10条 ,甲 は,乙がこの契約条項を履行しないときは,こ の契約を解除することができる。

(そ の他)

第11条,こ の契約書に定めない事項およびこの契約について疑義を生じたときは,その都度甲,乙

協議して定めるものとする。この契約締結の証として,本書 2通を作成し,双方記名 押 印 の う

え,各 l通を所持する。

昭 和 44年 ll月 1日

甲 岡山市内山下81の 1

岡山県

岡山県知事  加 藤 武 徳 回

乙 赤磐郡山陽町下市344

山陽町

山陽町長   河 本 桂 太 回
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(資料 4)

山陽団地埋蔵文化財発掘調査実施計画書

1。 発掘調査場所および文化財名

。所在地 岡山県赤磐郡山陽町河本65(山 陽団地内)

。文化財名 用木古墳群第 1号墳～第 5号墳の古墳 5基

2。 発掘文化財の状況

山陽団地用地内のほぼ中央部に,当該丘陵群中最高位でもある用木山 (標高92π )がある。その

用木山か ら北東にのびる丘陵尾根上に,用木古墳群 6基が直列状に立地している。いずれも径20π

～30れ ,高 さ2π～ 3πの円墳で未掘墳と推定される。現況での外表観察では,葺石,埴輪等の外

部施設は認められないが,前期古墳の特徴を示す:第 6号墳は現状保存が確定 しているので,今回

は第 1号墳～第 5号墳の 5基が,発掘調査の対象 となった。

3.発 掘調査の目的および概況

山陽団地用地内に所在する埋蔵文化財のうち,現状保存することが,技術上困難である用木古墳

群第 1～第 5号墳について,工事施行前に発掘調査を行ない記録を作成する。

遺 跡 名
 1 習

査を要す農 宴早菅書籍
|

要摘

調査必要面積2000イ の古墳 5基について,昭和44年

1■月以降,事業施工に先だって,全面発掘調査を行

なうものとする。

4.発掘調査団の構成

① 調査は山陽町教育委員会が実施する。調査団は専従職員のほか,専門研究者委嘱および,町内

在住者で組織する。

② 発掘調査を円滑に施行するため,学識者および工事関係者等による,調査委員会を設け協議し

て調査を行なう。

5。 発掘調査の作業工程

発 掘 調 査

整 理 作 業
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6.発 掘調査委託費

・委託費 6,400,000円       _

0内 訳は別紙のとおり……… (別紙省略)

7.報 告書の作成

発掘調査報告書の作成は,所要の発掘調査終了後,]|き続いて作成するものとする。

発掘調査は,発掘調査実施計画書にもとずいて,昭和44年 12月 1日 ,用木古墳群第 3号墳の発掘

か ら開始した。しかし,当 初の計画どおりに調査が実施できたのは,は じめの 1箇月のみである。

昭和45年 1月 には,新 しく発見されたヤケ池遺跡の緊急予備調査を要請 された。用木第 3号墳の調

査中であり,ま た未契約遺跡の調査となるため再三断わったが,結局は第 3号墳の発掘調査を中断

して,2箇月のあいだヤケ池遺跡の調査に出向せざるを得なかった。この調査についての委託契約

は,後にH召 和45年 9月 1日 付で,第 3次委託契約として締結された。

また用本古墳群の調査中に,その周辺部か ら新たに 6農の古墳が発見され,そ のうち5基が「記

録保存」の対象となった。前契約の調査期間を昭和46年 3月 15日 まで, 5.5箇月延長の変更契約を

条件に,昭和45年 3月 1日 ,第 2次委託契約を締結 して, 2契約併行 しての発掘調査となった。

発掘調査開始早々か ら,重複委託契約とか,調査中の遺跡発掘を一時中断 して,他遺跡の先行調

査など,当 初●
~D一

期完結型の調査体制は,早 くも崩れを見せ始めたのである。

3.宅 地 造 成 工 事 の 開 始

昭和45年 6月 1日 には,県教委発掘調査団も入山し,先 にわれわれが予備調査を実施した,ヤ ケ

池遺跡およびFll前池遺跡の発掘調査に着手した9

表6 山陽団地用地内の遺跡数発見の推移

(  J緞 跡数

ユ召不‖43. 4. 1 粛獣恐蠅馨り盤思島献矢ムス
内

集落力Lについては保存協議中

門前池北遺跡を用地外へ除外

19

22

2■

24

0

0

22

27

27

27

″ 48. 3.31

現＜
一卿翻鋤

確認年月 日

61 1 68

62 1 77

66 1 81

77 1 90

門前池西方遺跡一部保存

最終確定 トータル
集落址の一部を統合整理
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昭和45年 10月 には,住宅団地造成二茅も着工された。はじめは用地内で遺跡の存在 しない,南西

地区での工事であった。 しか し,工事用進入道路であり,後の山陽団地中央幹線 i竺路予定地の発掘

調査が緊急を要 した。

用木古墳群の現地発掘調査が終了す るのを待ちかねるようにして,昭和45年 10月 1日 には,上記

の道路敷および縁辺部に立地する,便木山第10号墳,岩田第 3号墳,同第 5号墳～第 8号墳の 6基

の古墳の発掘調査が第 4次契約として締結された。 さらにそれに追い打 ちをかけるように,昭和46

年 2月 1日 付で四辻古墳群 3基 ,同年 4月 1日 付で四辻古墳群 5基,同年 7月 1日 付で惣図遺跡第

2地点,同年10月 1日 付で大久保遺跡,便木山第12号墓と,次 々に委託契約が重複 して締結される

事態となったのである。

発掘調査や造成工事が進むにつれて,次々と新遺跡が発見されたのもこの時期である (表 6)。

用木第 1号墳の発掘調査では,その墳丘下や周辺丘陵一帯に広がる.大規模な弥生集落■・用木山遺

跡が発見された。四辻第 1号墳,同第 5号墳の調査では,同一立地で上下に重なる台状基が確認さ

れた。また低平な小円墳と考え られていたものが,発掘の結果便木山遺跡のように土壊墓群であっ

た り,惣図遺跡のように弥生集落址となって,遺跡の数と範囲が拡大するのである。

造成工事 による発見遺跡も多い。ブル ドーザによって,丘陵表土層が削平された結果,惣図遺跡

第 2地点が,ま た道路工事によって丘陵が切断され,その崖面に土城墓断面が露呈 して使木山方形

台状墓が発見されたのである。

こうした遺跡の増大は,今までその存在が知 られていなか っただけに未掘遺跡が多く,その保存

状況も良好である。造成工事を中断 しての緊急発掘調査となる場合も多 く,ますますその競合の度

合は厳 しくなるのである。

重複 しての委託契約は,昭和47年 3月 までの29箇月間に, 8回 にわたって締結 された。延べ61.5

箇月分の調査契約をしたことになり,重複月数は32.5箇月にものぼって,著 しい時は同時に 4契約

が重複する状態である。専従調査員 2名 ,作業員十数名の発掘調査団では,チ ームを分割 して2班

編成とすることもならず,整理作業や調査報告書作成を犠牲に して,発掘作業を優先させざるを得

ない。一期完結型の調査体制は,こ こに完全に崩壊 したのである。

造成工事 との競合と,重複委託契約による発掘調査は,そ の調査活動に多人の支障と不合理をも

た らした。第 1に,調査中の遺跡発掘作業を中断 して,他地域の遺跡調査に出向するロスがあげら

れ る。工期の都合や,工事中新発見遺跡の緊急処理調査等がそれである。用 木 3号墳,便 木 山遺

跡,惣図遺跡,四辻土壊墓遺跡と枚挙にいとまがないほどである。特に便木山遺跡では 3回 におよ

ぶ中断である。そのたびに調査機材の移動をはじめ,遺跡は風雨にさらされて損傷を受け,ま た調

査 もこまぎれとなって大きな ロスを生むのである。

第 2に ,未契約遺跡への先行調査がある。工事中発見等で遺跡が損壊されるなど,止むを得ない

場合もあるが,工期との競合や事務手続上のこともある。好ま しいことではないが,幾度かこうし

た先行調査 も実施した。ヤケ池遺跡予備調査,便木山遺跡,野山 205号墳などがそれである。調査

効率のロスのうえに,経理をはじめ事務処理上大 きな混乱と不合理を生むのである。

第3に ,造成工事と併行調査であるため直接的な支障がある。すぐ近くを重機械が走り,その響
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音で測量作業のメーター読みの声が聞えなかったり,煤煙や搾岩機の石塵のために写真撮影が妨げ

られることもしばしばである。また発破作業のたびに作業員の一時避難がある。こうした作業ロス

は,直接的なその時間のみにとどまらず,発掘調査全体の リズムを大きく狂わせるのである。

第 4に ,出土遺物の保管と管理の問題がある。委託契約には,出土遺物の処理は発掘調査終了後

甲乙協議のうえ法令の定めにより処理するとある。委託契約が単位遺跡群ごとの一期完結型である

ため,そ の都度処理される形となり,そ のための施設費は組まれていない。 しかし現実には,整理

作業や報告書作成を犠牲にしての重複契約で,発掘にのみ追われている状況では,調査はいつまで

たっても完結しない。未整理のままの出土遺物は,調査が長引けば長引くほど,そ の量を増し,仮

設小屋の中に山積みされていく。このことが後にふれる出土品の盗難事故の誘因の一つともなるの

である。

最後に,重複契約そのものの問題である。重複契約が度び重なると,経理をはじめ事務処理に混

乱と不合理を生むし,整理作業や報告書作成がすべて犠牲となるのである。

4.県 発掘調査団の引きあげ

昭和45年 6月 1日 に入山以来,門前池西方遺跡のうち,中央幹線道路敷となる地区の発掘調査を

実施していた県発掘調査団は,昭和46年 12月 ,山陽団地用地内の遺跡調査を中止 して]|き あげを決

定 した。遺跡は谷底部に立地していて埋積土量も場所によっては4mと深く,ま た涌水もあって,

発掘調査は困難を極めたらしい。遺跡内容も弥生・古墳,地点によっては平安時代にわたっての集

落l■が複合し,遺構密度も高 く,さ らに遺跡範囲も拡大したのである。そのため調査は手間どり,

調査期間も大巾な遅れをみせていた。

なかでも第2地点と呼ばれる地区では,官術址を思わせる平安時代の巨大建物群が検出され,保

存問題が持ちあがった。山陽団地埋蔵文化財保護対策委員会の答申をはじめ,県教委と県土本部の

当事者間協議にとどまらず,岡山県議会文教委員会や土木委員会でも審議された。その結果当該地

は一時凍結して,保存を前提としての協議が行なわれることになった。

県教委は,当 該遺跡の一時凍結を機会に,緊急調査の切迫している,山陽新幹線と中国縦貫自動

車道建設に伴なう埋蔵文化財調査へ,調査員を振り向けることを計画した。残務整理期間 を お い

て,昭和47年 1月 末日総引きあげをしたのである。

ところがここに問題が残された。県教委は,当該遺跡の発掘調査にヨ|き 続いて,用木山遺跡と中

池遺跡の発掘調査を契約していたのである。なかでも用木山遺跡山上部の調査は,昭和46年 12月 末

日を調査完了期限として,実施計画が組まれていた。門前池西方遺跡の調査が遅延していたとはい

え,調査を中断して引きあげたことになる。

県土本部は,調査契約に基づいて開発工事計画を立案しているため,用木山遺跡の早期発掘調査

を強く要請した。 三者協議の結果, 用本山遺跡の発掘調査を町発掘調査団が肩替 りすることにな

り,県発掘調査団の作業員までも抱え込むはめとなった。しかも県教委の契約解除の事務手続きが

遅延 して,同一遺跡二重契約となることもあって,ま たしても前次契約の整理費や報告書作成費を
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当てての先行発掘調査となったのである。当遺跡の発掘調査は,昭和46年 12月 24日 から翌年 3月 31

日まで実施 した。集落遺跡を県調査団,古墳調査を町調査団が担当するという。 2パーティの調査

体制までもが,こ の時点で崩れ去 ったのである。

5。 年間委託契約制へ

山陽団地埋蔵文化財の調査を,町調査団のみで担当することとなった昭和46年度末,委託契約の

ありかたについて再検討されることになった。

単位遺跡群ごとの一期完結型委託契約が,結果的には重複契約となる不合理を生じた反省と,今

後に調査が予定される遺跡の大半が集落遺跡であり,なかでも用木山遺跡,さ くら山遺跡,愛宕山

遺跡などは,いずれも遺跡範囲が10,000イ を越える大規模なことから,調査団組織の強化などが,

三者協議会の中心議題となった。その結果,重複契約による不合理についての了解事項,47年度以

後年間委託契約制の採用,町調査団の調査事務所への昇格強化などが話 し合われた。

重複契約により生じた諸矛盾に関 しての了解事項は,①重複契約により生じた重復期間のうち,

特に整理作業と報告書作成の所要期間と経費については,全発掘調査終了後,原則として改めて県

土本部が保障する。②第 102次契約の用木古墳群10基 については,整理 0報告書作成 期間 と し

て,すでに期間延長契約を締結 しているため,行政的事務処理の都合もあり簡単な略報を出す。本

報告書作成については別途協議する。③その他の契約遺跡については,契約次にこだわ らず,で き

るものから整理作業にとりかかる。以上 3点が確認された。余談になるが,用木古墳群の発掘調査

略報は昭和47年 3月 に,その他の発掘調査概報として,同年 7月 に第 2集便木山遺跡他,1召 和48年

3月 に第 3集四辻土城墓遺跡他を刊行 した。

調査体制の強化について,集落■の発掘調査は調査区も拡大するため,作業員の増員 と渉外や事

務処理の効率を高め,ま た出土遺物の保管・管理などから,調査団を改組して発掘調査事務所へ昇

格強化した。専門調査員の補強については,努力をしたものの確保できなかった。そのため測量技

術をもった,大田耕一,国安敏樹の両名を山陽町教委職員として主事任用しこれに当てた。昭和47

年 4月 1日 ,用地内の野山地区へ小さいながらも山陽団地埋蔵文化財調査事務所を構え て発 足 し

た。構成員は調査員 2名 ,調査補助員 2名 ,作業員40名 である。

発掘調査委託契約は,今 までの反省か ら年度ごとの年間委託契約制に切り替えられたち昭和47年

度の委託契約は,前年度に]|き 続 く用木山遺跡第 1地点と中池遺跡の 2遺跡,調査予定面積 5,585

遥,調査経費2,300万 円で締結された。

年間委託契約になったからといって,発掘調査が,年度始めの計画どおり実施できるものではな

い。早くも5月 には, 開発事業工事区の都合で さくら山遺跡第 1地点, 6月 には用木山遺跡第 2

地点,7月 には用木山遺跡第 3地点の発掘調査と,失継ぎばやに調査遺跡が追加され,先行発掘調

査が続くのである。そのたびに発掘調査を中断しての移動となり,調査はこま切れとなる。〇〇遺

跡第○地点といっても,それはわれわれ調査員が,遺跡の形状や性格によって地区害1り したもので

はない。開発事業工区が定められ,その工区境が遺跡を分割 してできた,他動的な地点 区分 で あ
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る。したがって,そ の地点の発掘作業が終れば,開発工事によって削平され,遺跡は工事区境で分

断される。後に残された隣接地域の発掘調査で,前地点と有機的なつながりをもった遺構が発見さ

れたとしても,すでに前の道跡は跡形もなく消滅し去っているのである。全景写真の撮影も不可能

で,お 互の関連は机上で実測図を継ぎ合して推察するしか方法がないのである。

契約の制度は変ってもその発掘調査の実態は変らない。工事との競合は調査遺跡の追加と調査面

積を拡大し,必然的に一年中をi亜 して休むことなく,た だただ遺跡を掘り続けるのである。

そのうえ調査事務所への昇格は,それまで地教委事務局で行なっていた事務分掌までも,そ の大

半を受け持つこととなり負担が重くなる。また作業員の増員は作業そのものははかどるが,逆に作

業員から追われる結果ともなって,そ の掌握と作業段取りなどのやりくりに苦 しめられる。さらに

この年度は用木古墳群の発掘調査略報と,調査概報第 2・ 3集の作成を併行して実施したこともあ

って,内体的にも精神的にも,限界に近い一年間となったのである。

3.調 査事務所の移転

昭和47年 二月から夏頃にかけて,数回にわたり調査事務所が荒らされ土器 7点が盗難にあった。

収蔵庫は木造の仮設建物とはいえ,出入口は棒かんぬき施錠,土器類はロッカーに入れて保管され

二重の施錠を破っての被害である。後に所1害 の瀬戸警察署の捜査により,犯人は逮捕された。古文

化財専

'1の

窃盗団でいずれも同一グループの犯行である。古墳の盗掘をはじめ,県教委東岡山収蔵

庫,久米廃寺収蔵庫など各所で犯行を重ねていた。犯人達の検挙で盗品の大半は戻されたが,山陽

団地関係の選物はすでに第二者の手から手に渡っているらしく,残念ながら未だにその所在が不明

である。調査担当者の一員として憮愧にたえない。

この事件を契機に,出土遺物の管理について,検討と協議が行なわれた。調査事務所が人里離れ

た工事現場の,それも山中にあること,防犯施設の不備などが指適され,調査事務所の移転が決定

した。昭和48年 1～ 2月 をかけて,人家の近い河本地区に県警防犯課の指導もいただいて,防犯設

備を強化し,調査事務所を建設移転した。重要遺物については,町教委事務局の一室に保管庫を設

け,そ こに搬入格納した。しかし,調査事務所ならびに仮設収蔵庫の建設といっても,年度末が近

づいての急な移転計画はなかなか大変である。建設資材費として 153万の追加予算の承認を得て,

発掘作業員の手による建築である。施設面においてもおのずから限界があり,発掘調査と併行作業

となって,そ の負担は増大するのである。

7.遺 跡の拡大 と追加変更契約

昭和48年度の調査計画を立案するにあたって,過去の反省と経験から,調査経費の積算は形式に

こだわらず,調査遺跡の追加と遺跡拡大に対応できるように,年間を通して発掘作業に従事するこ

とを前提として計二した。すなわち,年間稼働の総人件費を基礎に,事務経費率 75分の100を剰じ

た実質予算である。ただし,委託契約書および発掘調査実施計画書は,発掘届提出等事務手続の関

係もあるので,年度を通 しての一期完結型の形式を整えた。
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昭和48年度委託契約は,愛宕山遺跡第 1地点およびさくら山遺跡第 2地点,調査予定面積 6,300

プで締結 した。 しかし実際の発掘調査は,前年度契約の繰り越として,用 木山遺跡第 2地点 3,800

イの調査, 7月 には開発工事によって,そ の一部が損壊された東山遺跡の緊急調査にお もむ くな

ど,調査遺跡の追加と面積拡大は続 くのである。

昭和48年度後半の諸物価高騰は,発掘調査経費にも大きな影響をおよぽした。調査遺跡の追加も

含めて,昭和49年 1月 4日 に契約変更を行なって調整 した。 しか し調査面積は,調査遺跡が追加さ

れたにもかかわらず, 6,300術 と変 らないのである。実際には発掘調査面積は,15,800グ と拡大 し

ているのに,発掘調査基準単価の枠内操作になって,東山遺跡 l,500プの追加分だけ,さ くら山遺

跡第 2地点の調査面積を減じるという実体のないものとなる。このことは,昭和47年度が 6,185イ

の契約に対して,10,100グ ,昭和49年度が 5,700/に 対して10,300術 と年間委託契約制になって 3

年間で,18,185イ の契約面積に対して,36,200イ の実質発掘調査と続いたのである。

昭和49年度の発掘調査も,前年度調査と大同小異である。当初愛宕山遺跡第2地点と用木古墳群

第7,15,16号墳,4,000イ の委託契約で開始した。その後新宅山遺跡,三蔵畑遺跡,愛宕山方形

台状墓などが追加され,さ らに現状保存古墳29基の外形測量を行なったのである。

住宅団地の造成事業もだんだんと大詰に近づいて,その工事区も狭められてくると,工期と調査

の競合はますます厳しくなるのである。

8.発 掘調査 の終結

昭和49年 12月 末日,三蔵畑遺跡調査終了をもって,山陽団地埋蔵文化財発掘調査の現場作業を終

結した。昭和44年 12月 1日 以来 5年余をかけて,私たちが掘り続けてきた遺跡は,集落遺跡 7,土

坊基・方形台状墓 6,古墳46の 計59遺跡におよぶ。実質発掘調査面積65,000″,延べ動員作業員約

35,000人 ,総調査経費14,506万 円にのぼる。県発掘調査団調査分を加える と,総 発 掘 調 査面 積

78,000″ ,経費19,000万 円を要 したことになる。用地内総遺跡数90遺跡,その3分の2に あたる61

遺跡が「記録保存」となった。用地内埋蔵文化財発掘調査を 3箇年,住宅団地造成事業を5箇年の

計画で着手したこの山陽住宅団地開発事業も,結果的には2年間の完成遅延となったのである。

山陽団地の埋蔵文化財発掘調査は,埋蔵文化財の保存率の低下,発掘調査体制,開発事業との競

合調査など,文化財保護行政上多くの問題を残したとはいえ,い くつかの成果も納めた。

弥生集落上の発掘調査面積約45,000イ が示すように,集落全体を全面発掘調査をする結果となっ

た。なかでも用木山遺跡の調査では,丘陵斜面を幾段にも階段状に土地造成を施し,各段に4ん 5

戸単位で竪穴式住居址が営なまれ,それ らが数グループ集まって∵つの村落を構成するという,弥

生時代の村落構成の一タイプの大要を知ることができた。

墓制についても,四辻土壊墓遺跡など弥生時代中期の上壊墓群から始まり,宮山・便木山などの

弥生時代後期,さ くら山,愛宕山の方形台状墓を経て,前期古墳の用木古墳群,後期古墳の岩田lИ

号墳べと,弥生時代中期から古墳時代終末期までを,単二地域においてその変遷を順を追って追求

できるなどの成果もあった。
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また昭和47年度,用木山遺跡の発見と発掘調査を契機として,特に遺跡密度の高い山陽団地東半

部は,例えそこに上器片散布や遺構の検出等,物的証拠が発見されな くとも,丘陵全域の全面試掘

を行なわなければ,開発工事に着工 しないという了解が成り立った。そのために調査面積の拡大 と

いう負担はさらに大きくなったけれども,表面観察だけでは察知できない保存状況の良好な遺跡 も

い くつか発見された。 290上壊墓で構成される弥生時代中期末の愛宕山土壊墓遺跡,平安時代の上

師器窯址の三蔵畑遺跡をはじめ,古壇時代から平安時代にかけての上壊墓遺跡などがそれである。

岩田14号墳は,すでに石材採取の目的で天丼石のすべてと側壁の一部を持 ち去 られ,土中に埋没 し

てしまっていた横穴式石室墳であるが,試掘調査によって発見された 9体の追葬過程をよく残す も

のである。保存交渉の結果,設計変更が行なわれて,児童公園として復元保存が決定 した。一つの

成果として評価 したい。

第 5章 報告書作成と今後の課題

1.整 理作業と報告書の作成

山陽団l也埋蔵文化財発掘調査も大詰に近づいた,昭和49年 7月 に三者協議会が開催され,今後の

棚査計画と整理作業ならびに報告書作成の問題が協議された。

発掘調査報告書は,調査遺跡も59遺跡と多く,調査資料も花大なため,すでに報告した2冊を含

めて, 6分冊に分害」して刊行することが認められた。各冊に集録予定の遺跡内容は表7,発掘調査

報告書作成計画一覧に示したとおりである。

協議で難行したのは,その作成期間である。遺跡数の増大と遺跡範囲の拡大は,発掘調査期間の

大中な延長と,開発事業との競合調査となった。発掘調査前半の第 8次委託契約までの,実質期間

29箇月のあいだに,延べ61.5箇月の重復契約,重復期間32.5箇 月にもおよんだ。また後半の 3年間

は,年間委託契約ではあったが,事業工程の都合から,調査遺跡の追加契 約 が 重 ね られ, 年 間

10,000痛 を越える実質発掘面積となった。整理作業と報告書の作成は,本来は個々の遺跡の発掘が

終ると直ちにとりかかり,完結するのが原則である。 しかし現実には,過去 5年のあいだ,整理 と

報告書作成の期間を犠牲にして,現場を明け渡すための発掘作業に専念 してきたのである。諸記録

や出土遺物 (表 8)の大半は未整理の状態である。

山陽町教委では,整理作業と報告書作成の期間として上記事項を勘案のうえ, 5年間の発掘作業

の50パーセントをその必要期間と考え,昭和51年度末までを要求した。 しかし県住宅課は,当該事

業の完了年度が昭和50年度であること,経費の予算的な裏付けが困難なことを理由に,期間短縮を

要請した。協議の結果, 1冊の作成期間を4箇月とみて,昭和49年 12月 から昭和51年 3月 末日まで

を,整理作業と報告書作成期間と決定 した。

当時点では,11月 末には全発掘作業を終結できる見通しであった。ところが,その後三蔵畑遺跡

が発見され調査対象となり,ま た現状保存古墳29基 の外形測量と,調査事務所の用地外移転が要請
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集 録 遺 跡 名

表 7 発掘調査報告書作成予定一覧

冊分

第  ■ 集

第  2 集

第  3 集

第  5 集

第  6 集

県教育委員会

報 告 書

。調 査 経 過 の 総 括

。山 陽 町 の 地 理 的,歴 史

0用 木 古 墳 群 15基
。現 状 保 存 遺 跡 の 概 要

的 環 境

2基

昭 和 49年 度

(昭和50年 5月 )

既  刊

昭 和 47年 7月

昭 不日48年 3月

昭 不日 50年 度

(昭和30年12月 )

昭 和 50年 度

(昭和5■年3月 )

昭 和 50年 度

(昭和50年 9月 )

。便 木 山 遺 跡

。惣 図 遺 跡 第 1地 点

。岩 EEl古 墳 群 第 3・ 5号 墳

。四 辻 土 壊 墓 遺 跡

。四 辻 古 墳 群 7基
。四 辻 方 形 台 状 墓

。便 木 山 方 形 台 状 墓

。さ く ら 山 方 形 台 状

。宮 山 第 4号 墳 ・ 台

刊

墓

状 墓

。用 木 山 遺 跡

。惣 図 遺 跡 第 2地 点

。中 池 遺 跡

。大 久 保 遺 跡

。さ く ら 山 遺 跡

。愛 宕 山 遺 跡 ・

。愛 宕 山 古 墳 群

愛 宕 山 土 壌 墓 遺 跡

9基

。岩 田 古 墳 群

。野 山 古 墳 群

。三 蔵 畑 遺 跡

。新 宅 山 遺 跡

9基

2基

。古 墳 時 代 0平 安 時 代 土 壌 墓

。門 前 池 西 方 遺 跡

。便 木 山 古 墳 群 第 7号 墳
昭 和 50年 3月

( )内年月は刊行予定年月である。

された。10月 28日 の三者協議会を経て,11月 15日 付けで上記事項が追加契約 されたのである。

私たちは,三蔵畑遺跡発掘調査を12月 末 日までかけて実施 した。昭和50年 1月 か ら2月 中旬にか
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けて,調整1事務所を用地外の1日 西山小学校跡へ移転した。 1日 校舎をそのまま利用できたとはいえ,

遮物収蔵の棚造りをはじめ防犯施設等の改造を,自 作しながらの移1云である。そして3月 末までを

かけて,保存古境29基の外形測量を実施 した。その結果,追加契約の諸作業に従事した期間だけ,

またしても整理作業と報告書作成が遅れた。昭和49年度刊行予定の第 1集は,何も手をつけないま

まにそのり切限を迎えたのである。

山陽[1∫ 教委としては,報告書作成期限の延期を申請したが,第 1集作成期限が1召 和50年度へ若千

繊り越すのを了解されたのみで,全体の期限は変えられなかった。現実には報告書作成期間がさら

に25パーセント圧縮され, 1分 lllを 3箇月で刊行することになったのである。

正確かつ精密な「記録保存Jが要求される調査報告書の作成も,こ うした時間と経費の制約の中

で実施せぎるを得ないのである。

2.今 後の課題

山陽団地埋蔵文化財の発掘調査も,発掘調査報告書の刊行をもって,岡山県の委託による直接的

な任務は一応果たすことになる。しかし,文化財保護の立場からは,出土遺物をはじめ諸記録等の

保存管11と 公開施設,現状保存遺跡の環境整備と活用の問題が大きな課題として残される。

用地内90遺跡のうち,58遺跡が開発事業によって消滅した。これらの遺跡は,今までその存在が

知|ら れていなかったものが多いだけに,保存状態も良好で未掘遺跡も多い。それだけに個々の遺跡

はもちろん,それぞれが有機的な関連をもって,いずれも貴重な資料であった。これらの遺跡は二

度と方、たたび,私たちの眼前にその姿を現わすことはないのである。今後は,発掘調査報告書と,

出土遺物や諸記録によってのみ,僅かにその概要を知るだけである。発掘調査報告書も発行部数に

限度があって,すべての希望者にはゆきわたらない。出土遺物と諸記録類の,保存管理と公開施設

の早急な計画が必要なのである。

出土遺物の処理については,発掘調査委託契約第 7条に,「出土品の処理については,甲 乙協議

のうえ法例の定めるところにより処理する。」と規定されている。事務 レベルでの協議は行なわれ

ているものの,岡 山
`県

と山陽町の正式協議が未了のため,具体的な管理や保管については,何も決

定されていない現状である。

しかし山陽町は町内に所在 し,か って発掘調査された南方前池遺跡,吉原古墳,大坂古墳,備甫む

国分寺など,調査記録を伴なった出土遺物を保有しており,今次発掘調査した山陽団地遺跡群の資

料を加えると,縄文晦期から平安期までの諸資料が揃うこと,ま た貴重な一括資料は分割すること
なく,遺跡現場に近い地元において,保管すべきであるとの考えが強いのである。

上記の考えに基づいて,山陽町は前記甲乙協i義 に先行して,町内保管の希望を表llJlし ,昭和49年

度末にはllll・ 議会の承認を得て,町文教地区の公民館敷地内に,収蔵庫と展示施設の建設用地を確保
した。また昭和50年度町予算に,当該施設建設のための,調査研究費と積立金が予算化されたので

ある。

町
・
内出上の文化財の収蔵と公開施設は,よ うゃく胎動したばかりで具体化はまだされていない。
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表 8 山陽団地埋蔵文化財発掘調査出土遺物一覧 (町教委調査分)

時生弥 代 土  遣  物
古 代 出 土 遺 物

石    槍

石  包  丁

蛤 匁 石 斧

扁平片几石斧

柱 状 石 斧

環 状 石 斧

石    匙

石

石

石

石

鏃

錐

錘

石    棒

砥    石

その他石器類

〒雫範絆
サヌカ

器

10点

74″

86″

12″

10″

4″

7″

1545″

10″

13″

■″

28″

12″

整理箱 21箱

土 器 ・ 土 製 品

甕

壺

火 葬l蔵 骨 器

備前焼 土器棺

古    錢

瑞 花 八 稜 鏡

白   i磁
灯  明  皿

5

1

■

68

■

2

3

1

整理箱 20箱

若    干

鍬鉄高

12点

10″

4″

4″

8″

53″

■ //

6″

10″

器     台 1     4″

手づ くね土 器

分銅型土 製 品

水鳥 形土 製 品

紡  錘  車

土 玉・土 錘

研常

片

類

器

器

銅

土

鉄

土  器  片 1整理箱 ■027箱

そ の 他 の 遺 物

炭化木
禁ンプル 1 整理箱 7箱

物遺土出代古   墳 時

金

銅    鏡

銅    鏃

銅    鈴

環 頭 太 刀

鉄    刀

鉄    貪1

鉄    槍

鉄    斧

鉄    鏃

鉄    鎌

鈍

鉄  の  み

刀    子

鉄 製 紡 錘 車

馬    具

器

9点

45″

■″

2″

12″

14″

6″

10″

32″

5″

12″

l″

7″

■″

2″

約 200本

金

勾

管

環

玉

玉

そ の 他 玉 類

櫛

土   師

靖

鉢

高     ネ

盤

鉢

円 筒 埴 輪

人物埴輸(頭部)

家 型 埴 輪

埴  輪  片

土 師 器 片

具

32メ簑

24″

55″

■812″

■″

器

10点

2″

3″

15″

6″

6″

■″

■″

整理箱 14箱

整理箱 5箱

高    杯

台  付  杯

盤

装飾 子 持土 器

瓦泉

提    瓶

横    瓶

平    瓶

須 恵 器 片

器

32点

190″

15″

6″

2″

2″

7″

14″

2″

8″

整理箱  6箱

属 恵須

一
壺

坪

身装

釦
・

鉄

他

陶

紡

鉄

諸 サ

棺

錘  車

さ   い

ン プ ル

3

2

整理箱 3箱

整理箱 9箱

能 理箱は63X40× 15卸,セキスイコンテナを使用)
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すべては今後の大きな課題である。山陽町民をはじめ一人でも多くの人々に,広 く門戸を開いた気

軽で自由に利用のできる立派な施設が誕生することを切望 してやまない。

次に,現状保存遺跡の保存方法と環境整備計画,お よび今後の活用の課題がある。現状保存され

る31遺跡は,緑化や近隣公園および児童公園など,公園施設にとり入れての保存が計画 され て い

る。 しかし今はまだ住宅地造成の工事に追われ,公園整備事業は着手されていない。遺跡は造成地

内に残丘の形で残された公園予定地内に,原況のまま点在 している。すべてはこれからといった段

階である。

5年の歳月と巨額の経費を投 じて発掘調査を実施 した遺跡はすでに存在 しない。今後私たちが現

地において目にすることのできる遺跡は,こ れ ら現状保存遺跡のみである。それだけに,今後の保

存計画なり環境整備計画を誤まると,今 まで実施 してきた発掘調査や保存のための努力までもが ,

その意義を失なうのである。残り少ない原地形をできるだけ損なわないように,現況を保っての保

存処置が望まれるのである。

第 6章 反 省 と 問 題 点

1.調査体制について

開発事業の大規模化多発化にともない,文化財保護行政もまた多忙化する。緊急発掘調査を実施

するにも,専門調j/■ 員の絶対数が不足して,十分な調査体制が組めな くなる。 1パーティ3名 以上

の複数調査員をとの希望も空 しく,最近では 1名 の調査員で担当することも多 く,調査体制の弱体

化は免れない。発掘調査は,それを担当する専従調査員個人に全責任がゆだね られ,しかもその成

果は,個人の限界範囲内でしかあげられないのである。                 ・

町教委発掘調査団も,県教委から派遣された専従職員 1名 を中心に,町 内在住者で編成 した,弱

体調査団である。当初は実力に見合った小規模調査で着手したが,それもつかのまで,遺跡数と遺

跡範囲の増大と,開発事業との競合などから,工事工程に追われての発掘作業となった。専門調査

員の不足は,作業内容を分担することもならず,実測や写真等の諸記録が遅れ,遺構の客観的な評

価や検討すらも十分にできない状況である。整理作業や報告書作成を後まわ しにして,工事現場を

明け渡すための発掘作業を優先せざるを得なかったのである。

2.調査委員会と諮問機関について

県の委託を受けて,山 陽団地埋蔵文化財発掘調査を担当することになった山陽町は,そ の受け入

れ体制として,山陽団地埋蔵文化財調査委員会を,町長委嘱によって設置した。

調査委員の構成は,町執行部 (助役),町議会 (議長,文教委員長),町教委 (教育委員長,教

育長),町文化財保護委員 (全員 5名),関係部落区長 (6名 )である。委員の中で考古学研究者

は16名 中 1名 で,発掘調査員をも兼ねている。 したがって,発掘調査の技術面や専門的な審議は困
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難である。調査予算の審議,開発事業と発掘調査の調整,作業員の調達などが審議の中心となり,

発掘調査推進委員会的な色彩が強まるのである。

調査の専F目 的な諮問機関については,県教育長委嘱の山陽団地埋蔵文化財保護対策委員会の設置

を要請した。それは昭和42年に,山陽新幹線建設に伴う埋蔵文化財保護対策委員会設置の際,岡山

県遺跡保護調査団が,県教委に対 して行なった申し入れ事項 (別添資料 5)と ,当該事業が県有地

における県事業であり,県委託の発掘調査であることによる。しかし,県教委は昭和44年 も年末に

近 く,年度内設置には消極的であった。そのため山陽町は,調査委員会規約を準用 して,当面のあ

いだ調査委員会参与を設置することにして,昭和45年 1月 5日 付町長委嘱によって,県内考古学研

究者 9名 にお願いして,諮間を仰 ぐこととした。

昭和45年 6月 には,県教委発掘調査団も入山して発掘調査に着手したが,対策委員会の設置は昭

和47年 5月 となった。町はこれを機会に調査委員会参与の会を解散して,対策委員会に統一して諮

問を仰ぐことになった。

参与の会は 4回 ,対策委員会は昭和49年 12月 までに9回 開催された。県と町との 2班編成のこと

もあって,時間的調整等が適切でなかったために,事後報告的な協議となることが多く,文化財保

護のための実質的な審議にはほど遠 く,ま た問題点も多い。結果的には委員の先生方に多大の迷惑

をおかけしたことになり,心苦 しく思うのである。

(資料 5)

山陽新幹線建設に伴う埋蔵文化財保護対策委員会設置に関する申し入れ事項 (昭和42年 )

1.山陽新幹線建設に伴う埋蔵文化財緊急調査にあたって,設置が予定されている諮問機関は,埋

蔵文化財保護に関し,発掘調査も含む諸問題を審議すること。

2.諮問機関の意見は尊重実施されること。

3.諮問機関の人選にあたっては,岡山県遺跡保護調査団の意見を尊重すること。

4.将来生じる類似ケースについては,同 じ内容と構成をもつ諮問機関が設けられること。

3.事前の分布調査の重要性について

事前の精密な分布調査と,そ の資料の迅速な公開が必要である。開発事業が計画され,用地買収

が先行 してからでは,文化財保護は後手に回らざるを得ない。山陽団地の計画立案後,「岡山県遺

跡地図」によると,用地内には古墳 4基の登記であった (当 初 9基記載だらたが, 5基を用地外に

除外 )。 「この程度なら,全遺跡の現状保存も可能」と,遺跡地図が,当該地を事業候補地と決定

する有力な誘因の一つとなったのである。

.しかし現実は,そ の後の分布調査や発掘調査,工事中発見等により遺跡は増大して,最終的には

90遺跡と,驚 くほどの埋蔵文化財密集地域となもたのである。これほどの例は稀かも知れないが ,

用地買収等資本投下がされた後では,当事者がいかに努力を重ねたとしても,そ の限界は明らかで
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ある。何にもまして,精密な分布調査と迅速な資料公開による徹底が望まれるのである。

次に,分布調査の限界の問題がある。分布調査は通常の場合,調査者の実地踏査による表面観察

を原lllと する。したがって当該地の土地利用状況や植生など,地理的環境によってその成果は規制

される。特に埋没している生活遺跡などは,開墾畑とか切り通 し道となって,地肌が露出している

箇所での,表面採集や断面観察に頼らぎるを得ない。近年のように開発事業が大規模化して丘陵と

か山塊を根こそぎ肖1平するようになると,地肌の露出しない自然林地域まで工事対象となり,遺跡

確認はますます困難となる。

山陽団地においても,何回も分布調査を重ねても確認できなかった追跡が,発掘調査や開発工事

の進行によって,偶然に発見される例が多いのである。四辻土城墓遺跡をはじめ用地内発見の上墳

墓遺跡のすべては,古墳や集落遺跡の発掘調査中に,同一立地に複合して発見された。また用木山

遮跡は,用木 l号墳の発掘によって発見された急斜面に立地する集落址であるが,そ の調査によっ

て,さ らに地下に埋没する横穴式石室 7基と,古墳時代から平安期にいたる土壊墓群が 検 出 され

た。便木山方形台状墓,惣図遺跡第 2地点は,開発工事中による発見である。

分布調査で遺構や遺物が確認されなかっても,そ こに遺跡が存在 しないとは断言できない。専従

調査員が常駐していれば,工事中発見遺跡もある程度カバーできるが,当初の段階で遺跡が存在 し

ないと判断されて開発が行なわれる所では,た とえそこに遺跡があったとしても,重機械によるエ

事であれば,感知されることなく終る可能性が強い。ボーリング調査等も含めて,事前の確認調査

もまた重要な保護対策として要請されるのである。

4. 保存協議と保存率について

開発事業と文化財保存を両立させて調和を計るということは至難である。当事者間の努力はあっ

ても,意見は常に対立するのである。山陽団地開発事業においてもそうである。

住宅団地立案当初,文化財の保存について県教委と県土木部で協議された。文化財保護の立場か

ら, 1基でも多く残そうとする文化課と,開発効率を重視する住宅課とでは,そ の意見はなかなか

噛み合わない。山を崩 して谷を埋める宅地造成は,有効土量や占有面積の関係から,山頂に立地す

る大規模古墳の保存を困難にする。その反面,工事計画に影響が少なく,造成レベルに近い小規模

古墳が,遺跡保存度等には関係なく現状保存候補となる。遺跡数での保存率が問題にされ るあ ま

り, 1基は1基として算術的な協議となりがちである。          ′

山陽団地下は協議努力の結果,現状保存古墳は原則として,支群ごとのまとまった形で現状保存

することになった。野山古墳群,便木山古墳群,宮山古墳群が現状保存。用木古墳群, 四辻 古墳

詳,愛宕山古墳群が「記録保存」,‐ 岩田古墳群は散在のため個別協議となった。当時の確認古墳39

基は,現状保存21基,発掘調査18基に分けられたのである。

その後遺跡数は増大し,最終的には90遺跡となった:新発見遺跡は開発工事区での検出が多く,

呆存処置は困難となり保存率は低下の一途をたどる。現在では保存32.5遺跡,消滅57.5遺 跡 とな

9,遺跡数による保存率は35パーセント,遺跡面積による保存率は30'ゞτセントを割るのである。
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現状保存遺跡も,で きるだけ宅造面積を確保

して,全体の宅地価格をおさえたいという事業

主体者の要望か ら,遺跡境界ぎりぎりの造成工

事となって,原地形が大きく損なわれる場合が

多い。丘陵頂に立地する用木 6号墳 は,周 りが

削平されて宅地化 したため,墳丘と宅地とは比

高30れ の切り立 った石垣となった。 5階建ての

公営住宅群の中に残された便木山 8号墳は,高

さ約 3π のコンクリー ト擁壁上に孤立 した。ど

ちらも公園としての保存であるが,危険防止のために金網を張り,公国内に立ち入れな い の で あ

る。地形の低い丘陵裾部にある岩田大池遺跡,門前池遺跡では,その上方の丘陵部を,宅造地とし

て最大限に活用するため,その一部はのり敷等となって,調査未 Fの まま「埋めて保存Jと なった

のである。

発掘調査によってそれが重要な遺跡であれば,事業の設計変更と遺跡の保存を要望す ることがあ

る。用木古墳群,四辻土装墓遺跡,便木山遺跡,門前池遺跡巨大建物群等がそれである。そのたび

に調査遺跡は一時凍結 されて,保存協議が重ね られ るのである。遺跡は凍結されても,その周辺は

当初の計画通りに工事は進められ,既成事実 として造成面は広が っていく。結論が長び くほど,遺
跡は造成地内に孤立 した形で残され る。そして地域住民の学校建設,用水路,道略計画等,生活権

との対立となってその解決を追 られ る。また一方では,発掘調査を委託契約によって実施している

関係上,その予算的裏付けは,遺跡の掘 り上げまでである。凍結 した遺跡を埋め戻す等の処置がで

きず,風雨にさらされて原況を損ない,やがて重要遺跡も消滅への道をたどることが多 い の で あ

る。

こうした事情の中で,門前池西方遺跡の一部約10,000グ ,便木山方形台状墓,岩田14号墳が,設
計変更されて保存処置がとられた。一つの成果 として評価 したい。 しか し一方では,当初現状保存

ある。

5。 開発事業との競合調査について

発掘調査 と開発事業の併行実施によって生 じ

る競合は,調査活動に多大の支障と不合理をも

た らす。その原因として,開発事業計画立案時

における事前分布調査の不十分さ,調査体制の

弱体,造成工事着工後の遺跡数と遺跡範囲の拡大等があげられる。

遺跡範囲の拡大は,発掘調査の実質的な期限延長となり,1工事中の遺跡発見は,緊急発掘調査の

公営住宅内に保存された便木山 8号墳
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要求となる。これに工事工程の都合や遺跡保存問題が絡まって,両者の間に不合理や矛盾を生むの

0あ る。委託契約は重複契約や追加変更を繰り返すことになる。調査現場では,発掘調査を中断し

て緊急遺跡への先行調査や,整理作業の報告書作成を犠牲にしての,発掘作業優先となる。さらに

豊成工事との併行調査は,重機械の響音や石埃,発破作業時の避難など直接的な支障も大きく,調

査の リズムは狂い,一貫性を欠いたこま切れ調査とならざるを得ない。

それとは別に,発掘調査に先行して,造成工事が実施される地区もある。この場合調査対象遺麟1

の境界ぎりぎりまで,工区は先に削平されるのである。四辻 6・ 7号墳は当初小古墳として調査饗

約されていたが,発掘調査の結果弥生集落址と複合することが確認され,遺跡範囲が広がった。 し

かし,そ の時には古墳の周囲は既に工事によって削平され,集落址の調査は不可能とな った。 ま

た,そ の年度に工区に設定されていなくても,残土処理や工事用道略設営のために,丘陵が削 らぶし

たり谷が埋められることがある。その後の調査によって遺跡範囲が拡大 しても,調査区域が限定さ

れるという問題を生ずるのである。

はじめの分布調査の後,本工事の着手される間に,充分な予備調査の実施が必要である。そして

結果によっては,極めて難かしいことであろうが,当該事業が公営事業であるだけに,思いきって

他の地域へ変更するぐらいの勇断を期待したい。また止むなく事業を実施する場合でも,大中な:』 藤

業変更と余裕をもった実施計画によって,発掘調査との競合はできるだけ避けて欲しい も t/Dで あ

る。

6.地域住民との利害について

開発事業と発掘調査の競合は,地域住民の日常生活にも多様な影響をおよぼし,生活権と絡んで

問題となることがある。

用地外の在地住民との間にもトラブルは生じる。丘陵を全面的に肖1平整地する造成工苺Iは ,り l導 』盟

住民にとって既得権であり,将来も必要な諸施設をも壊すことになり,代替施設の設置が要求さ職Ъ

る。雨水集水路もその一つである。当地は降雨量が少なく,農業用水は灌漑用貯水池に1頭 らざる場

得ない。用地内の丘陵も大切な雨水採取地であり,さ らに後背山塊からの流水を池へ配送する1燕 J聾

略が敷設されていた。県住宅課は事業着手に先立って,集水路敷設工事を1召 和47年春までに完成す

るよう,地元水利組合と約束して事業を開始したが,諸搬の事情で集水路工事は避延していた。

昭和47年夏から,翌年 3月 完工を目標に集水路工事は始められた。ところが工夢予定地に,用 木 1薔 層

遺跡第 3地点 5,000だ が立地していたのである。しかも昭和47年度委託契約には当遺跡調査は含ま

れておらず,緊急を要することも知らされていなかった。「文化財があるから水路ができない。 .1

「発掘調査が遅れるから水路も遅れる。」と地域の人々には解釈され,文化財は生活権との対・立と

いう形となって,その鉾先は調査団にも向けられるのである。関係者の協議が繰り返され,llli局 {よ

実施中の遺跡調査を中断しての,先行緊急発掘調査となった。

団地入居者との トラブルも多い。昭和46年 10月 には,一部完成した公営住宅への入歴|が は じま 跡

た。 しかし, 日常生活に必要な諸施設はまだ完備されていない状況であった。当該事業の年次計 i:l苺 i
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と住宅要求によるものである。生活物資の購買施設であるサブセ ンター建設予定地には、便木山方

形台状墓が立地 し,当時は発掘調査中であった。それが調査の結果重要遺跡として保存 され ること

とな り,それに伴 う設計変更等もあって,サ ブセンターの建設はさらに遅れることになったのであ

る。 また山陽団地への進入路となる幹線道路は,道路敷の一部がF]前池西方遺跡の巨大建物群の保

存 協議のため凍結されて未完成のままであった。入居者はそこを通行する場合は,未舗装の狭い仮

設道路を不」用しな くてはな らなかったのである。買物と道路の不便が生活権と文化財との対立とな

る一例である。その後入居者数の増加につれて,学校建築や,上下水道施設等,団地住民の生活環

境整備事業は,文化財 との対立となって解決を迫 られる。居住者の生活権 という既成事実が逆に私

たちにとって圧力となるのである。地域住民との理解と協力のもとに,文化財は守 られなくてはな

らないのに残念なことである。

さらに発掘調査の経費負担の問題がある。開発事業に伴 う埋蔵文化財発掘調査に要する経費は ,

原則として原因者負担となって,事業主体者が負担する。私たち調査者にとっては,発掘調査費で

あ っても,事業者か らみれば工事費と共に事業経費なのである。当然の結果として,そ れは利用者

である受益者負担となる。鉄道や道路であれば,利用する多数の人 々の共同負担で長年かけての償

還 となるが,住宅地の場合は,宅地を購入する個人の直接負担となる。そのことか らも発掘調査費

は,公費でもって実施されるのが望ましいのである。

7.遺跡の破壊と損傷について

開発事業の工事施行中に,それまで存在の知 られなかった遺跡が,その一部を損傷されて発見さ

れる場合とは別に,すでに確認されている遺跡が,連絡の不徹底や不注意によって破壊されること

がある。当山陽団地開発事業においても,残念なが ら数回にわたって被害を蒙 った (表 9)。

まず開発事業着工に先立つ,伐採樹木搬出用の林道敷設工事によって 4基の古墳が被 害 を受 け

た。当時はまだ山陽団地理蔵文化財調査委員会が設置される前で,分布調査の結果が各関係機関ヘ

徹底 していなかったとはいえ,町教委文化財担当者として残念に思 う。野 山2・ 5号壇は共に林道

工事のブル トーザによって,箱式石棺の一部を大きく損傷 した。便木山11号墳は,林道の法敷とな

って完全に埋没した。岩田10号墳は,重機に押し切 られて壊滅したのである。

本格的な開発工事開始後の遺跡破壊に問題となるものが多い。なかでも岩田大池遺跡は,現状保

存遺跡に指定されていたにもかかわらず,当該事業の付帯工事である貯水池の鋼土採取場 とな っ

て,そ の中心部分が約 500痛破壊された。四辻4号墳は発掘調査委託契約を結び,外形測量をすま

せて,こ れから発掘調査にかかろうという矢先に,住宅団地上水道集配水貯水池工事に伴う,工事

用道路敷設の犠牲となって完全破壊され,調査不能となった。また東山遺跡は,隣接地が工事区と

なったため,損壊を防ぐ意味で請負業者をも含めて現地立会を行ない,ポ ールを立てて遺跡範囲を

明示したにもかかわらず,残土搬送用の近道として,遺跡の約60パーセントが破壊されて しま っ

た。遺跡の破壊は,こ のように開発事業前半に集中したのである。理由はともあれ,ま ことに遺憾

なできごとであり,当 住宅団地造成にともなう,文化財保護行政の汚点として明記し反省としたい。
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表 9進 跡 損 傷 被 害 一 覧

被害年月 日 1 遺  跡  名  1主  原  因 1  被    害    状   況

野 山 2.5 号 墳
 1 

林 道 工 事
 1萱儡檜場li[塁』基Itl漂 [Fよ

り箱式棺の

便本山 ll 号 墳 1 林 道 工l事  11960年
高陽中学調査の横穴式石室

林道法敷となって完全埋没調査不能。

岩

・

田 ■0号 墳 1林 道 工 事

工事用道路

S44・ 10.以前

45。   1. 15

45.  2. 16

45。   9. 27

45, 12.  4

46。  1. 24

46.  2.  4

46.  5, 10

横穴式石室残骸であったが,林道工事により全壊

される。

偲蒼覆番滉番孟醤磐省誉β警裳察蔭粋蓄基あえ低

現状保存遺跡。

工事用道路敷設によリー部削平。

工事用進入路工事により丘陵裾削平崖面に弥生竪

穴住居址12戸断面露呈。

上水道貯水タンクエ事に伴なう進入路工事,調査

予定古墳を全壊のため調査不能となる。

工事用ブル ドーザ,近道として遺跡境界ロープを

切断して通過,古墳裾部損傷される。

現状保存遺跡岩田大池工事の鋼土採上のため,遺

跡中心部約500イ破壊。

道路工事により丘陵切断,調査予定遺跡の上壊 2

が断面露塁する。

造 成 工 事 1隣
接区工事の重機が,境界ロープを越えて進入 ,

一部削平される。約300κ。

造 成 工 事 1保
存遺跡,工事により遺

呼
の東南部一部崩壊 ,

応急処理の後現状復旧。

重 機 進 人 1遺
跡境界ロー

ィを切断,重機進入通過,さ したる

被害なし。

東  山 遺 跡 1残 土搬送路 |~部
保存予定遺跡′造成工事の残土搬送の近道と

して削平,遺跡の約60パーセントが破壊消滅した。

便木山 3 号 墳

岩 国 大 池 遺 跡

門 前 池 西 遺 跡 工事 用道路

工事用道路P_El辻 4号 墳

四 辻 5号 墳

岩 田 大 池 遺 跡

便木山方形 台状墓

用木山遺跡第■地点

便木山方形 台状墓

重 機 通 過

池工事採上場

道 路 工 事

47,  7.  3

47.  7. 15

47. 10.  3

大 久 保 遺 跡

(未確認遺跡の工事中発見となるものは含まない)
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この他,保存協議中で凍結となった門前池遺跡巨大建物群のため,幹線道路の敷設工 事 が で き

ず,そ の代替仮設道敷設工事によって,逆に竪穴住居址12軒 が切断されたり,工事現場か らの帰 り

道の近道として,ブル トーザが遺跡地区を通って,遺跡範囲を示す縄張りのポールを押 し倒して通

過する等の被害もあった。大規模開発にともない,下請業者等の多 く入る現場では末端作業員全員

にわたる,文化財保護思想の啓蒙と趣 旨徹底が痛感されるのである。

3。 出土遺物の盗難と管理について

今次発掘調査期間中に,発掘調査現場や調査事務所において,出土遺物の盗難事件が数回もあっ

た (表10)。

調査現場での盗難は,用 木 5号墳の土師器 2点,野 山 2号墳の一括玉類10点 ,さ くら山遺跡の須

恵器 1点の 3回である。前二者は出土状況等の実測作業が遅れ,数 日シー トで覆っておいたものを

盗まれた。その後は,重要遺物はできるだけ,そ の日の内に取り上げるようにした。さくら山遺跡

では,昼食中のできごとである。理由はともあれ,出土遺物の扱いについて配慮が欠けていた不手

際は,私たちの責任としてその非を認め反省としたい。

調査事務所における被害は,昭和47年 1月 か ら9月 にかけて,前後 7回 にわたり遺物庫と作業室

が破 られた。完形の弥生式土器甕,皮袋状提瓶を含む土器 7点が盗まれた。事件の詳細は第 4章第

6節に記載したので省略す るが,保管体制の不備をつかれたものとして反省している。

発掘調査と出土遺物の整理検討は,次の調査方法を決定するためにも必要であり,並行 して進め

られるのが望ましい。雨の 日など外業のできない日は,報告書作成に備えて,実測や写真撮影等の

作業もするし,ま た見学者の便宜も考えるのである。そのため,発掘調査終了までは,調査事務所

等調査者の手許に置くのが普通である。そのため,発掘作業を立案する時点か ら,あ らかじめ十分

な出土遺物の保管施設を整備することも,計画の一貫 として確立すべきである。 しかし当該地にお

ける発掘調査委託契約では,遺跡の発掘調査を重視 した経費となっているため,収蔵や遺物処理な

どの施設費とか,宿直等の警備費は組 まれてない。

現実の発掘調査が,整理作業等を犠牲にして,長期にわたり現場での発掘作業のみを 継 続 す る

と,出土遺物の量もそれに比例して膨大な量となり,未整理のままで仮設収蔵施設に山積みされる

ことになる。処理施設のないことは,鉄器などの防銹処理もできず,後に実測 しようと思 うと き

は,そ の損傷も著しいのである。調査資料の保存体制の完備できることを切望するのである。

9。 整理作業と報告書作成について

山陽団地の埋蔵文化財発掘調査が,整理作業と報告書作成期間を犠牲にして,事業現場を明け渡

すために,発掘作業に専念せざるを得なか ったことは,すでに繰 り返 し述べてきた。過去 5年間に

わたる発掘調査遺跡は59遺跡,出土遺物をはじめ調査資料は膨大である。

今までに2冊の調査報告書を刊行 しているとはいえ,今後 1年間に 4冊の調査報告書を刊行しな

くてはならないのである。未整理のままの出土遺物も,整理箱に換算 して 2,000箱 におよび,こ れ
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表10 遺物盗難被害一覧

被告確認年月日 1  被  害  場  所 被   害   状 `況

昭和45。 9.う0 1 用木5号墳調査現場
 1露昔量保脅警i毒等言攀古晋

器杯1

″ 46.3.6 1 野 山 2号 墳 調 査 現 場
 1響皇孝螢里蒸見[床

面の勾玉 1,水品切子玉 2,

″ 47.1.2 1 町教委調査事務所作 業室 1惣図遺跡出土,奈良時代蔵骨器 l点

″ 47.1,4 1 県教委調査事務所遺物庫 1門前池西方遺跡出土瓦および弥生土器数点

″ 47.7.29 1 町調査事務所第 2遺 物庫 1岩田6吾墳出土須恵器皮袋状提瓶 l点

″ 47.7.31 1     同  上     |さ くら山遺跡出土弥生土器甕■点

″ 47.3,1 1     同  上     1岩 田8号墳出土須恵器壺 l,長首壺 1,計 2点

″ 47.8.14 1     同  上     1岩 田8号墳出上須恵器提瓶 1,増 1,計 2点

″ 47.8。 301 町 調 査事 務 所 作 業 室 1遺物避難移転のため実害なし

″ 47.9.11 町調査事務所第 2遺 物庫 1同 上

″ 49。 4.13 1 さくら山遺跡第 2地点現場 1発掘調査昼食中,現場にて須恵器lll l点

計 (町教委関係分のみ集計)  1土器類10点,玉類10点,計20点

の整理や図化をはじめ検討作業の時間も大変である。また長期にわたる発掘作業は,その間に記憶

も錯綜し薄れてきて,調査 曰誌やメモに頼 らぎるを得ない。期間と経費の制約中で,責任を果すだ

けの調査報告書の作成ができるかどうか心もとない心境である。

本来整理作業とか報告書の作成は,発掘調査の終了後,ただちに行なうべきもので あ る。 特 に

「記録保存」の発掘調査は,正確かつ精密な調査記録の報告が生命である。それが完遂できなけれ

ばもはや発掘調査とはいえず,開発事業の単なる露払いの役日でしかない。そのためにも,一遺跡

発掘調査終了後,た だちに整理作業と報告書め作成が実施できる,一期完結型の十分余裕をもった

調査体制の確立が望まれるのである。          .

10。 資料の公開と環境整備について         |             .
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山陽団地用地内で発掘調査 された遺跡のほとんどは,すでにその姿を消して,ふたたび私たちの

前 に現われることはない。今後私たちが目にすることができるのは,出 土遺物と諸記録,それ と現

状保存される32遺跡のみである。そのためにも,出土遺物等の保存管理 と公開施設の開設,保存遺

跡の環境整備と活用計画が,今後の大 きな課題となる。

町民をはじめ, 1人で も多 くの人 々に,気楽で 自由に活用できる施設 と整備の充実が望まれる。

それができなければ,今次山陽団地埋蔵文化財発掘調査は終 らないのである。

11.発掘調査の町村委託について

開発事業にともなう埋蔵文化財の発掘調査を,町村が委託を受けて実施するFF●l題がある。

町村では,発掘調査の体制を整えようにも,専門調査員の絶対数が不足しているうえに,将来性

の問題もあって,そ の獲得は不可能に近い。当山陽町調査団においても,県教委派遣の調査員は別

にして,い ま 1人の調査員は町内在住の研究者を,今次発掘調査期間を限っての,事業費嘱託とし

ての採用である。 5年間にわたる発掘調査に従事 している間に,彼の生業である製造業はFll鎖 せざ

るを得なか った。調査が終了すれば改めて職を求めな くてはな らないのである。個人の生業を犠4生

にしての善意ある協力の うえに,や っとこの調査は成り立 っているのである。こうしたことは隣町

の瀬戸町陣場山遺跡の発掘調査においても同様である。

岡山県教委は,民間企業の開発事業に対 しては,文化財保護についてのの指導にとどめ,緊急発

掘調査には原則 として出向しない姿勢を示 している。それはそれとして正しいことであ る け れ ど

も,末端地方自治体である町村にとらては,そ の対応が苦 しくなるのである。

発掘調査を実施せずに文化財を保存できることが望ましいが,止むな く発掘調査の必要が生じた

場合は,町村としては,小規模の単発的な発掘調査にとどめるべきである。長期にわたる大規模調

査は,県段階で公費による責任のある調査体制の確立が望まれるのである。

12。 文化財保存要請と現地説明会について

当該事業の計画が発表された時点か ら,発掘調査期間を通 じて,民間研究団体をはじめ多 くの人

々から,用地内の文化財の保護問題 について,要望や意見あるいは激励をいただいた。文書による

要請だけでも,岡 山県遺跡保護調査団,岡山の文化財を守る会,岡山県考古学研究者の会,赤磐の

自然と文化財を守る会,1岡 山県文化団体連絡協議会などである。本書のスペースの関係もあり,そ

の内容の紹介は省略するが,事業主体者をはじめ関係機関に対 して,保存協議を進めるうえで心強

い支えと励ましにならた。結果的にはみなさんの期待にそえないことの方が多かったことをお詫び

すると共に,厚 く謝意を表したい。     :                      一

また遺跡や発掘を見学するために,折角調査現場まで足を運んでこられても,調査に追われて十

分な説明ができなかった り,調査スケジュールの都合で,時期的に不適であるなど,見学者に迷惑

をかけることもしばしばであった。そのため,発掘調査の山場というか,遺跡概要がつかめた頃の
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休 日を選んで,年 に3～ 4回調査現場の一般公開を催した。時には既存の民間サークル,古代吉確

の国を語る会,岡山の歴史を語る会,岡山の文化財を守る会等の見学日と合せての開催 も あ った

が,いつも 300名を越える参会者であった。つたないパンフを手にじっと説明に耳をかたむける人

メモをとる人,遺構や遺物を熱心にのぞきこむ人,こ うした見学者の姿や声に接するたびに,文化

財保護行政の職務の重さを痛感し,思いを新らたにさせられるのである。

以上をもって,岡山県営山陽新住宅市街地開発事業にともなう,用地内の埋蔵文化財発掘調査に

関しての,調査経過概要の報告を終る。

5年間にわたって,大規模な発掘調査に従事している間に,実際に直面した諸問題と,それへの

対応や処理について,反省も含めていくつかの項目をたてて記述を試みた。いわゆる発掘調査の経

過報告に,貴重な報告書のスペースを多量に害Jく ことは,筆者としても少 気々がとがめたのである

が,県直営の公営事業にともなう「記録保存」の,行政発掘調査であってみれば, こうした経過記

録の報告も必要であると考えたのである。今次発掘調査の経験と反省が,今後の文化財保護行政に

少しでも役立てば幸甚である。

高度経済成長政策期における大規模開発事業計画が活発であったとはいえ,岡 山県内 に お い て

は,こ の山陽住宅団地の開発事業は,最初にして最大規模の開発事業であった。埋蔵文化財の緊急

発掘調査への対応にしても,当時山陽新幹線と中国縦貫自動車道建設事業にともなう,埋蔵文化財

発掘調査でいくらか経験していたとはいえ,ま た日も浅く,それとの併行実施となったことが,か
えって文化財保護行政を困難とした。さらに事業主体者も県土木部として初めての経験であり,未
経験分野も多く,そ の過程も手さぐり的なことも多かったのである。

その反面,今次埋蔵文化財の発掘調査が,町村委託であるとはいえ,県有地における県直営の大規

模開発事業にともなうものである。今後引き続いて起るであろう,県内各地における諸開発事業に

対しての,一つのモデルケースとして注目されるのである。事実その後において,赤磐郡瀬戸町陣

場山の西武都市開発による住宅団地・倉敷市王墓山における倉敷信販による住宅団地・ 久米郡久米

町における三菱地所による久米レジャー計画.勝田郡勝央町勝間田における内陸工業団地等 々で,

埋蔵文化財の委託による発掘調査が実施されたり,ま た実施中である。今後も,御津郡 御 津 町 伊

田,御津郡建部町桜においても住宅団地が計画され,その他美作北部大規模林道,国鉄井原線,東
備西播自動車道,都市計画街路等 ,々公企業による開発事業も続いているのである。

原因者負担||よ る発掘調査は,そ の事業と併行調査となる場合が強く,競合関係が激しくなれば
なるほど,文化財保護は残念ながら事業主体者に対し結果として従属した形となることが多い。ま
た発掘調査によって,例えその遺跡が重要なものであることがわかっても,記録をとって遺物を取
りあげた後では,も ぬけのから的存在とならて,そ の保存処置は極めて困難となる。理由はともあ
れ,ひ とたび掘れば負けである。 は

発掘することなくできるだけ現状保存の処置をとるよう努力す
る。''こ れが文化財保護の鉄則であるということを,痛切に思い知 らされた5年間であった。
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地 理 的 餞歴 史 的 環 境

第 1章 地 理 的 環 境

岡 I上i二黒営山陽住宅団地開発事業が施行 されている,岡 山県赤磐郡山陽町は,岡 山市の北東部に隣

接 I汗 る 農 村である。周囲を低い山々に囲まれ ,その中央を北か ら南へ貫流する砂川流域に拓けた ,

面蒲菱ぷむ20晰 の埋積平地を中心に成立しているo当地は旭川と吉井川の中間に位置し,吉備高原の南

縁 力ヽ ら 岡 山平野への漸移地域にあたる。

確かJIIを下流の瀬戸町か らさかのぼると,船廻 りで狭臨な谷となる。そして谷から北は急に開けた

広 「々 と二した平地となり,ま わ りを山で囲まれて盆地 となっているoし たが ってこの地に入るには狭

い塞キ 准■i通 るか,山 越えを余義なくされる。盆地を中心に他地域とへだてられ,一つのまとまりをも

っすこ 鞠巨位 地域を形成している。

豊証彙L中央を北から南へ貫流する砂川は,山 が浅いうえに分水嶺 も近いoそのため流水量の少ない

小 JIIで ぁ るo川の大きさに くらべて この平地はあまりに も広い。砂川の浸蝕による谷底平野とする

よ り も ,盆地床の沈下による理積谷を想定す る説が有力のようである。周辺地質が風化しやすい花

間 理罫士也 帯 のため,直接山がなだれた り,勾配比の少ない砂川の運ぶ土砂の堆積によって,理積平地

が 河多距罵 されたと考えられているoそ のため砂川は典型的な天丼川とな り,盆地南部の地溝帯は低湿

地 化 I打 るのであるo

■)メ IIは 地形的障害や集中降雨などによって氾濫を繰 り返して埋積化が進み,川道 も何国かその流

れ を 饗彗え る。航空写真や地形図を見て も,条里制遺構を切って蛇行する旧川道址を,幾筋かみるこ

と力 ゞてPき るo盆地のほぼ中央に所在する山陽小学校遺跡 (図 1-190)は ,旧砂川自然堤防上に立

地 づ
~そ

弥ゝ 生時代前期の遺跡であるが ,現水田面下約 1.5mに 埋没し,旧川道はさらに 2mも 深い。

ま すこ , か って市場として栄えたと伝えられる上市集落は,今 も現水面 よりかな りの高位を保つ自然

堤 にな l― に立地し,現在まで継続して生活が営なまれている。洪水防止と低湿地排水のために,現在

の よ[う な ほぼ直線的な川道 と堤防が築かれたのは,藩情I時代のことである。しかし,一方において

砂づ II(客》7巳濫と埋積化は,当 地を肥沃な耕土とした。水田化が進み良質米の実る穀倉地帯となったの

で 凌ゝる o                                   ′

拳雑劇出を取り囲む山々は,その殆んどを花岡岩で形成され,と ころによつて山砂利がのつている。

尾 却■稜 線の巾は狭いが比較的なだらかで,山頂近くまで開畑されて,桃,ぶどうなどの果樹園や放

牧 理発 と=な っているo谷に向う斜面は山麓まで概して急傾斜で,松林や雑木林である。

当 士出 は瀬戸内気候帯で年間降水量 も少ない。また地形的な制約から農業用水は灌漑用の貯水池に

頼 ら ぎ るを得ない。そのため浸蝕谷の入口などを塞いだ溜池の分布が目立ち,町内だけで も 1507也

を 池鰹 ノ誕 るo両宮山古墳の周棒 も農業用貯水池として古 くから利用され,周 辺の山にも竜王山など雨

乞 し｀清発ネLに 関係するものがあるo                 _

ヵ >つ ては旧山陽道がこの盆地を東西に横断し高月駅が置かれ, さらに南ゴLへの分岐地となって交
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通の要衝であったが,現在は山IP」
・道が南の岡山平野に移 り,今では鉄道 も国道 も通過しない静かな

村である。また気候 も温暖で,風水害や地震などの天災 も極めて少ない。盆地内埋積平野のほとん

どにわたって,条里制が敷かれていることが物語るように,古 くから肥沃な耕地に恵まれ豊かな農

村であったのである。

山陽町はこの埋積盆地を共通の基盤とする高陽,高月,西山の 3村 を合併して,昭和28年に新し

く発足した町である。山陽団地の開発事業が計画される前の,昭和44年には人口約8000人 ,2000世

帯の人々が,山麓や台地,谷ぶところや自然堤防上など,26部落に分れて生活を営なんでいたo兼

業化が進んでいたとはいえ,農家比率は70%を越え,果樹栽培と米作を中心とした,純農村的な色

彩の強い町であった。中でも自桃とマスカットは,全国的に も名の通 った代表的な基幹 作 物 で あ

る。

しかし最近の土地開発の波は,こ の閑かな山あいの田園地帯にも,雪崩のように押し寄せるので

ある。岡山市街地までの平均距離16kmは 格好のベ ットタウンの候補地であるo当 山陽団地 100カα,

3000戸 もさることながら,東隣 りの熊山町にまたがる丘陵地には,東岡山ネオポリス 500カα,5000

戸の宅地造成が開始された。中小規模の民間企業による宅地造成 も,一の陣団地,自鷺団地,穂崎

団地,沼 田団地,吉原住宅生協団地等々十指にあま,り ,個人建築の宅地化 も盛んである。さらにこ

れに付随しての商店や病院,お よび娯楽施設などの進出 も目立つ。その他山陽高速 自動車道,西山

地区レジャーセンター等,大規模開発事業の計画が続 くのであるo

急速な人口増加は,当然町行政に大きな負担となる。学校建設をは じめ町役 場,公 民 館,上 水

道 ,塵埃処理場,道路等々町内全てといってよいほどの,公共施設の新増設や改良を迫 られるoそ

のたびに山の本は伐られ丘陵は肖1平 され,田畑は理没していくのである。村の自然は人々の好むと

好まざるとにかかわらず大きく改変されていく。文化財は もとより,植生や生物などに も大きな影

響は免かれない。町その ものの経済構造まで も,そ の根本か ら大きく変えられようとしているので

ある。

註 1,石田寛他共編「 岡山県の地形図」 光文堂書院 昭和38年

第 2章 歴 史 的 環 境

1.序 説

山陽町は古くから埋蔵文化財の豊庫として知られている町である。南方前池遺跡をはじめ唐臼古

墳,吉原 l号～ 3号墳,大坂古墳など,町内所在の遺跡が研究者によってかつて発掘調査されてい

る。また国指定史跡で,周濠に水を湛え均整のとれた全長 192mの前方後円墳両富山古墳を中心と

した森山,廻山,茶日山,小山,朱千駄の 100m級 の巨大古墳群は,海 くにある備前国分寺,瀬戸

町観音寺丸山古墳,岡 山市牟佐大塚古墳と共に,多 くの研究者や一般の人たちも訪 れ,著 名 で あ

るo
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昭和50年 3月 未現在の町内遺跡総数は, 225遺 跡である。遺跡の大部分は弥生時代中期か ら古墳

時代にかけての所産に集中するが,細文晩期の南方前池遺跡,時代を降って備前国分寺跡や条里制

遺構なども存在する。砂川水系に拓けた一盆地の単位地域内において,組文時代晩期か ら律令国家

成立にいたるまでの,各時代の遺跡資料を順を追って見ることがで きる地域で もある。

町内遺跡の分布状況と遺跡内容については,山陽町遺跡分布図 (図 1)と ,山 陽町遺 跡 一 覧 表

(表 11)に示したとおりである。

埋蔵文化財の分布は,隣接町村において もかなりの密度をもって分布することが,最近の調査で

明らかになった。山陽町の北隣 りにあって,同 じ砂り|1水 系の上流に位置する赤坂町は 146遺 跡,南

隣りの瀬戸町は砂川と吉井川の両水系にまたがって 173遺 跡,東隣 りの熊山町は吉井川とその支流

小野田川流域を中心に 153遺跡,西隣 りの御津町は吉備高原地帯に属し,旭川の中流域 で 谷 も深

く, 当町とはやや地形的 条件が異なるが , 支流の宇甘川と新庄川流 域を中心として65遣跡が確認

されている。いずれ も最近やっと分布調査が行なわれたばか りで,それ以上の研究が進んでいない

ため,詳 しい分析はできないが,山陽町を加えた 5町 で実に 700を 越える遺跡数 となる。

これ らの各町の遺跡は,おたがいに有機的な深いつなが りを もって存在する。御津町と赤坂町の

一部を除いては,吉備高原の南縁か ら岡山平野への漸移地帯とい う共通した地理的基盤にあって,

遺跡のあり方 もまた共通点を多分に もっているのである。遺跡の規模や密度において多少の差異は

あるが,河川流域に拓けた, こじんまりとした沖積平地や埋積平地を取 り囲む丘陵や山地に,弥生

時代から古墳時代を中心とした遺跡や遺物が分布する。水系に沿 った単位地域ごとに,ほぼ類似し

た形態での発展過程を示すのである。

しかしこうした遺跡分布の状況のなかで,当 山陽町にある集落遺跡ゃ両宮山古墳を中心 とする巨

大古墳群,時代を降っての備前国分寺址などは,他地域に くらべて優位性を示す。東部岡山平野と

共に弥生・古墳時代の重要な舞台とな り,備前の政治的,文化的中心であったことを物語る。

山ln‐ 団地開発事業にともな う埋蔵文化財発掘調査の報告をするにあた り,町内選跡の概要紹介を

兼ねて,その歴史的環境の一端にふれてみたい。

2.綱 文 時 代 晩 期

山陽町における最 も古い遺跡は,縄文時代晩期にまでさかのぼれる。埋積平地南縁山麓のなだら

かな傾斜面に形成された小谷に所在する,南方前池遺跡 (図 1-219)がそれである。

そこは谷口を利用して塞きとめた農業用貯水池となっていたが,村人たちの池の底ざらえ作業中

に偶然発見された遺跡である。工事は一時中断され,岡 山大学の近藤義郎氏を中心とした調査団に

よって,応急発掘調査が実施 され,遺跡の概要が明らかにされるとともに,初期農耕について貴重

な問題提起がなされたのである。

この遺跡は堆積層序の究明から,細文時代晩期に始まり弥生時代金期間を通しての遺跡 と確認さ

れた。なかでも特に,細文時代晩期層の上半部において,弥生時代前期の遺物が混在することが明

確であった。このことから,細文文化から弥生文化への移行のあり方,すなわち,縄文時代が終っ



てから改めて弥生時代が始まるのではなくて,従来からの採集経済の中に,新 しい農耕技術が伝え

られ,社会生活は漸次変化したと推論された。この他,保存状態の極めて良好な,組文時代晩期の

トテや ドング リ等の食物貯蔵穴10基が検出され,そ の構造と貯蔵方法が明らかにされ,ま た弥生時

代末ないし古噴時代初頭に属する木杭列や,やや降る時期の本製下駄等が発見され,水稲耕作との

関連が注目された。

当遺跡は員塚をともなわず,ま た トチの実の存在は寒冷期を示すとともに,海退を予想させるも

のと考えられるか ら,本遺跡付近が当時海岸か ら離れた内陸地であり,貝の採集など比較的安定し

た漁携には不適な地であったことは確かであるo一方その反面この地は前方にひろがる沖積地を舞

台に弥生時代農ガ1生活の好適地となり得る場所であった。山陽町においては当遺跡をさかのぼる遺

跡遺物は,上仁保吉原発見の石棒頭部片をのぞき発見されていない。先人末踏のこの地をわざわぎ

避んで,縄文時代晩期の人たちは移住してきたのである。漁謗に頼らずとも,なお大量の トチや ド

ングリの備蓄が可能であらたo新 しい生産活動の胎動が感じられるのである。

西川宏氏は,御津町原遺跡出上の晩期前半の石器のうち,打製石斧を陸耕具,打製鎌形石器をllt

獲具とする考えから,細文時代腕期における,畑作による穀物栽培を想定 されているo南方前池遺

跡からも打製鎌形石器が検出され, もしそれが組文晩期に所属するとした ら畑作の行なわれた可能

性は強い。 こうした植物採取貯蔵あるいは栽培の経験を積む中で,よ り有利な作物 としての水稲緋

作の技術をとり入れ,新 しい生産活動への第一歩をメ、みだしたのである。

3.弥  生  時 代

南方前池遺跡のlll前 に広がる埋積平地は,先行谷の断層地形となり,砂川下流は水峡限谷となっ

て,平地南部は低湿地化される。また天丼川となって埋積化の進む砂川は,い たるところに自然堤

防と後背湿地を形成する。初期水稲耕作にとって,ま さに格好の適地 といえるのである。

そのためか,南方前池遺跡は引き続いて弥生時代前期集落の一部として継続し,ま た平地のほ:ざ

中央自然堤防上に進出した山陽小学校校庭遺跡 (図 1-190)が営なまれるのである。

弥生時代中期以降になると,町内における集落遺跡は数と広が りを大巾に増大する。平地縁辺の

丘陵や山麓―帯の広い範囲にわたって,遺構や散布地が検出される。

これらの遺跡は,概して弥生時代中期中業か ら後期初頭の ものが,谷水田等を臨む丘陵尾根や余斗

面などの比較的高所に立地し,後期以降は谷口や山裾の微高地などに立地 して大規模な 集 落 力
'多いo前者は用木山遺跡 (図 1-1lo), さくら山遺跡 (図 1-108),吉 原遺跡 (図 1-153)な

ど,後者は馬屋遺跡 (図 1-4),岩 田大池遺跡 (図 1-107),門 前池西方遺跡 (図 1-113),
熊崎遺跡 (図 1-117)な どである。

用本山遺跡は,平地水田より60mばか り高い丘陵尾根 と斜面にかけて所在する,弥生時代中期中

葉か ら中期末 までの集落址である。今次発掘調査の結果,約 10ooo席の遺跡範囲か ら,竪穴式住居

約 100棟 ,高床式住居 l棟 などを検出した。なかで も東南に向う急傾斜面では,住居建設のための

大規模な造成工事をしていた。等高線に沿って大きく山を掘 り込んで,下方に埋め出し平坦部を造
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るoこ うした階段状の段を 9段 も造り,各段に 3～ 5棟の竪穴住居を営なみ,それが集まってさら

に大きな集落=ム ラを構成しているのである (図版 1-1)。 段の掘り込みは深さ3mを越す もの

もあり,大規模土木工事が想像される。

各段ごとの住居群は,小形住居 3～ 4棟 と比較的大形住居 1棟で成りたつものが多い。大形住居

の床面から,多量のサヌカイト層砕片や石器半製品,使用中折損石器などが検出され,石器製作工

房を推測させる。単位集団ごとの共同作業による自給自足の生活が偲ばれる。一方この単位集団は

倉庫をもたない。高床住居は当集落群では 1棟のみで,それ も独立した小高いテラスに建てられて

いるo農業共同体の共有物としての色彩が強い。

この大規模な用木山集落は突然に出現したものではない。土器片等の伴出遺物の検討から,当所

に初めて入山した弥生時代中期中葉の人たちは,数棟程度の少人数による世帯共同体単位の規模で

あるoそれが中期後半の時期に,爆発的といってよい程の規模の拡大と広が りをみせ,中期終末に

なってぴたりと終結しているのである。当遺跡の眼下の山裾に立地する大規模集落,岩田大池遺跡

が,ち ょうどこれを引き継ぐ形で,後期初頭に始まるのは興味深い。また中期中葉からはじまる当

用木山遺跡は,石鏃1200点 をはじめ各種石器 184点 とかなり豊富であるのに対して,中期末に始ま

る隣りのさくら山遺跡では,遺跡規模がさして変らないのに,石器検出数が石鏃を含めて80点 と貧

弱である。門前池西方遺跡では,弥生時代後期と思われる沼鉄による鍛冶炉 も検出され,当地方に

おける石器から鉄器への移行期を知る手がかりとなった。さらにはこうした丘陵頂の集落を,その

立地から高地性集落として把握し,戦闘に備えての皆とする説 もあるが,今後の検討の要がある。

推論を試みると,細文時代晩期のある時期に,水稲耕作の技術を取り入れた山陽町の祖 先 た ち

は,後の弥生時代の中期前半までの長年月を,埋積平地や谷国の低湿地において,度重なる水害と

闘いながら耕作を続けた。中期中葉の頃に新しい水田と居住地の拡大を求めて谷水田を開拓し,緩

傾斜の丘陵に住居適地を見つけて,小規模な集落を営なみ始める。中期後半には,鉄器普及や土木

技術も進み共同体間の統合もあり,生産の増大を計って耕地は谷口から平地縁辺へと拡大される。

労働力としての人口も増大し集落 も膨張する。しかし防衛的なこと等 もあって,居住地はまだ丘陵

地に残るのである。住居適地の少ない当地にあっては,住居空間の拡大は必然的に階段状の宅地造

成となる。そして肥沃な埋積平地での生産活動が安定した,中期終末か後期初頭になって,高地の

集落は発展的に終結して,よ り便利な丘陵裾部へと集落をあげて移動するのである。

4。 墓 か ら 古 墳 ヘ

山陽団地開発事業にともなう埋蔵文化財の発掘調査の結果,当地域における弥生墳墓から古墳発

生への,変遷の概要を知ることができた。

弥生時代中期に,こ の丘陵を新しい居住地として求めた人々は,そ の当初から居住区と墓域とを

明確に分離していた。四辻土墳墓遺跡 (図 1-100),愛 宕山土墳墓遺跡 (図 1-106)が それで

ある。両遺跡は共に丘陵頂に墓域をさだめ,共 同体成員の共同墓地として,多数の土墳埋葬を行な

らていた。
′
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四辻土壊墓遺跡は,弥生時代中j鯛 中葉から中期末までの,75土壊 (内 土器棺 3)の 埋葬である。

この うち中期中業のものは極か数土城で,共 同体構成規模の小 さいことが推測されるが,中期後半
①

には急にその数を増大し,さ らに基域の中へ方形台状墓の形式を採用している。愛宕山土墳墓遺跡

(図 版 l-2)は ,中期後半か ら後期初頭までの,約 300土壊 (内 土器棺21)の 埋葬である。

両遺跡の埋葬施設はほぼ画一的で,個体差 も少なく比較的平等である。平L嬰 児を葬ったと考え ら

れる土器棺を別にすると,長方形プランで箱形に掘 られた墓墳床面の両小日に溝があり,組み合せ

式本棺による埋葬が推察されるo棺内副葬品は極めて稀で,た まにあったとして もガラス小玉 1と

か飽 1と 単品出土である。棺タト供献は直接被葬者に供えた形で,土壊埋土の直上に数点の小形土器

が置かれているものがある。これらの土壊墓はその配置のようすか ら,数基ないしは十数基のまと

まりをみせ,同一墓域内において,血縁で結ばれた世帯共同体単位での埋葬が考えられ るの で あ

るo

①

時代を降って便本山土壊墓遺跡は,低丘陵上の平坦部につくられた古墳時代初頭 (酒津式併行llJj)

の墓群であるが,41土壊, 6土器棺,4溝状遺構で構成されているo土装群の大部分は長方形墓墳

内への本棺直葬であるが,床面小口溝はなくな り山石による枕石が使用され, 1墓墳 2体の複数埋

葬 も多く検出されるoま たその反面長さ 3.6mの 大形墓壊内に配石を施した ものや,二段掘 り方を

もつ ものなど,他に較べてより厚く葬 られる被葬者 も現われ,副葬品も小形佑製鏡や鉄製短剣を納

めるものもある。棺外供献の土器 も特殊器台・特殊壺が採用され,被葬者個人に対する供献 とす る

よりも,墓域全体に対しての葬送祭祀としての性格が強いようである。

また一方において,四辻土壊墓遺跡でみられた方形台状墓への葬送も続いて行なわれている。宮

山方形台状墓 (後期前半),便木山方形台状墓(後期後半・図版挿 2-1),用 本第12号 墳 (王泊 6

層併行)愛宕山方形台状墓(高 島王泊 5層併行)等がそれである。いずれ も丘陵尾根の高まりを利用

し,尾根に直交する溝を掘って墓域を画し,台状部は削平整形または若干の盛土を施した 1辺 10～

16m程度の小形で,埋葬様式は原員Uと して墓装内本格直葬である。被葬者数 も古い もの は, 1基
6～ 7主体と比較的多く,世帯共同体単位での埋葬とも考えられるが,時 代が降る につ れ て 1基
l～ 2主体となり,小規模なが らも共同体成員か ら隔絶されていく様相を示している。

便木山の土墳群へ埋葬が行なわれていた 3世紀末ないし4世紀初頭には,岡 山市備前車塚が ,す
でに全長49.5m,二 段築成の前方後方墳としての形を整え,後方部竪穴式石室には三角縁神獣鏡を

含む13面の舶載鏡のほか,多数の鉄器等が納められている。また特殊器台の76~年 観か ら,便木山土

壊墓に先行する岡山市都月 2号墓は,列石をめぐらした方形台状墓であるが,それと近接する都月
④

l号墳は全長33mの前方後方墳で,竪穴式石室を内部主体とし最古の埴輪を検出する。さらに,時
期的に便木山土墳墓と都月 1号の間にある総社市宮山古墳は,集団墓地の一角に金長38mの前方後

円墳を築成し,後円部竪穴式石室には小形四獣鏡他の副葬品を納め,弥生墳墓から古墳への過渡期

的な ものである。吉備の各地において,首長墓としての古墳の築造が始まろうとしてい るの で あ
④

る。

山陽町における方形特定墓と首長墓との過渡的なものとして,用本古墳群1～ 4号墳がある。本
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丘陵中最高部を占める用木山頂に 1号墳と2号墳,そ こから北東にのびる丘陵尾根上に3号墳と4

号墳がたがいに墳端を切り合って並存しているo

2号墳と4号墳は,発掘調査前には共に径25m,高 さ3m程度の円墳と推定されたが,調査の結

果,封土を全くもたず自然地形を若干整形しただけのものであった。したがって墳形 も定 か で な

く,墳域を画する設備もない外見上の高塚である。埋葬施設は4号墳が長方形墓壊内本棺直葬 2主

体,鈍 2の副葬,2号墳は長方形墓抜内木棺直葬,方格規矩鏡 1の副葬である。共に当地方におけ

る伝統的な土装埋葬であり,高島王泊 5層に近い土器片が検出され,便木山土壊墓,用本12・ FJ・ 墳を

年代的に引き継ぐものである。さらに墳外丘陵上に4号墳で11主体, 2F」・墳で 7主体の土抜埋葬が

認められ,共同墓地的性格 も遺存するものとして注目される。

ところが,4号墳と2号墳よリー世代後に築造されたと考えられる3号墳と1号墳は,共に盛土

が施され葺石をめぐらして,名実共に定形化した古墳としての形式を整えているのであるo3号墳

は全長42mの前方後方墳で,埋葬施設は粘土榔,四獣鏡 l,鉄斧 3,鈍 1の冨J葬である。 1号墳は

径31m,盛上の高さ 2.7m,割 り竹形本棺を内部主体として尚方作獣 帯鏡 1,刀 1,剣 3,鉄 斧

2,鈍 1,銅鏃37の副葬である。ここに立つと眼下に,砂川流域にひらけた広々とした埋積平地を

一望で き,いかにも首長墓にふさわしい立地なのであるo

弥生時代中期土旗墓群→方形台状墓→定形化した古墳への系譜を経て,山 陽町を中心としたこの

盆地に も,規模は小さいなが らも4世紀後半ないし4世紀末において,在地首長の確立がなされた

のであるo

5。 古 墳 時 代

砂川流域にひらけた埋積平地を基盤とする,古墳分布の密度も高い。平地の一角と,周 囲をとり

かこむ山々や丘陵上に,大小多数の古墳がつくられている。これらの古墳は分布の状況や規模によ

って,埋積平地南西部の高月,同北部の西山・西窪田,砂川東岸の高陽の 3地 域に分けることがで

きる。それぞれが深いかかわ りあいをもちながらも,地域間による特徴と格差を示している。各地

域の概要と若干の考察を試みたい。

高月地域

埋積平地南西部の高月平地に集まる,両宮山古墳ゼ中心とする5基の大形前方後円墳と,その後

背地にあたる東高月丘陵に密集する古墳群の存在が特徴的である。

東高月丘陵には,弥生墳墓から方形台状墓を経て,初現的な古墳用本古墳群が誕生して以後,古

墳時代の全期間にわたって継続的に 8支群77基の古墳が築造されている。30m級の用本支群 5基の

ほかは,大部分が径18m未満の小規模墳で,丘陵頂につくられた用本古墳を引き継ぐ首長墓として

は,少々物足りなさを感じるのである。

用木 103号墳につづく発展期古墳としては,丘陵頂に連らなる野山支群13基や,丘陵尾根突端

部等に立地する岩田 3号墳,用本 7号墳,用木 8号墳などがある。岩田 3号 墳は18m× 20mの方墳
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で,墳裾部に葺石と小形円筒埴輪をもつo埴輪片の中には家, きぬがき,短甲などの器材埴輪 も検

出される。墳頂の小竪穴式石室には,鏡 をはじめ鉄器類や多数の玉類を納め,小規模ながら首長墓

としての風格を備えているo

転換期古墳としては用本11号墳,四 辻 105号 墳,宮山4号墳などがあるo方墳が多く15m～18

m級の規模で,墳域を画する溝部に葺石をメ、き,小形円筒埴輪をたてているが,家や人物の器材埴

輪をもつ ものや,墳外供献の古い形式の須恵器 も発見されるo内部主体は若干の粘上を用いた粘土

床とか,基城内本格直葬が多く,副葬品 も少量の鉄器類や玉類が発見される程度で質素である。

後期になると横穴式石室が採用され群集化し,岩田 6号～14号 墳 9基等が丘陵傾 斜 面に群在 す

る。同一群集噴で も規模や築成年代に格差を示す。袖をもつものは 2基のみで,規模 もや や大 き

い。なかで も岩田14号 墳は現存石室長12m,玄室長 5m,玄 室巾 2,6m,玄室内高 2.7mの 規模を

もち,本格 9の ほか 200点 を越える土器類,馬具一式,環頭太刀 2を 含む直刀 7,石製紡錘車,多

数の玉類,金環15等豊富な副葬品が発見された。 6世紀後半の築成で世代を追った家父長家族の奥

津城である。これに対して袖を もたない ものは石室巾 も 1.3m以 下 と規模 も小さく築造 も7世 紀に

入るものが多いo

東高月丘陵で小規模な首長墓が継統的につ くられているころ,こ の南の平地に新らたに大形の前

方後円墳 5基の,首長墓の系列が展開されはじめるのである (図版 2-2)。

この大形墳の中で最 も古いのは小山古墳 (図 1-7)で ,4世紀末ないし5世紀初頭の築造であ

る。平地南縁の低丘上先端部に立地し,全長63mを測 り後円部頂に舟形石棺の残骸が露 呈 して い

るo5世紀前半には,平地中央の残丘上に全長65mの 廻 り山古墳 (図 1-14),引 き続いて平地南

縁の山裾に全長65mの朱千駄古墳 (図 1-5)が つ くられる。

朱千駄古墳は 2段築成で前方部はやや広が りをみせるが,かつて村人によって掘られ後円頂か ら

大形の長持形石棺と,尚 方作神人歌舞画像鏡をはじめ,多数の玉類や蛇行形鉄器などが発見 されて

いるo

両富山古墳 (図 1-16)は前方部の発達や造 り出しの位置などか ら, 5世紀後半の築造と考えら

れるo全長 192mは 吉備地方第 3位の規模を誇 り,水をたたえた周湿と均整のとれたその容姿は ,

ひときわ卓越して堂々たるものであるo周 浪外周長軸長 264m,周 庭帯外縁長軸長 342mを測るo

本古墳に先行する前述 3基 と比較しても,墳丘規模だけで 3倍を越えるのである。なお本古墳後円

部後方には,円墳茶日山古墳 (図 1-17)が 陪塚としてつくられている。

両宮山古墳の前方部正面,平地のなかに全長85mの帆立貝式前方後円墳の西 もり山古墳 (図 1-

15)がある。両宮山古墳を世代的に引き継ぐ時期と思われる。墳丘の周囲は削平されて水田となっ

ているが,周庭帯および周浬の面影をよくとどめている。周浪巾6m,周 庭帯巾平均25mを 測り,

葺石と埴輪の外部施設をもつ。円筒埴輪のなかには鹿の絵を描いた ものや須恵質の もの,ま た家 ,

きぬが さなどの器材埴輸片 も検出される。

本古墳群の南方,山 を一つへだてた 1.5mの瀬戸町観音寺には,全長 150mの 前方後円墳玉井丸

山古墳が所在し,両宮山古墳と近似する時代の築造である。

また本古墳群の西方約 3.5kllに は,巨大な横穴式石室を内蔵する岡山市牟佐 大 塚 古 墳 (図 1-
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A)が ある。旭川を臨む山裾につくられたこの古墳の石室は,現存長18m,玄室長 6m,玄 室 巾

2.8mを測り巨石で構築されている。玄室の中央には大形の割 り抜式家形石棺が置かれ, まさに大

首長の後継者の墓にふさわしいものである。

大形前方後円墳が集まる高月平地の周辺には,東高月丘陵を除いては,そ の母体となる初現的な

古墳は存在しない。山麓や小丘陵上に,横穴式石室墳が点在する程度である。したがって用本の尾

根に展開される小形首長墓群と,こ の平地の大形首長墓群とは,別個の共同体の所産 とみるべ きで

はなく,前者から後者が分出したと考えられる。弥生時代中期末に用木山集落等を発展的に終結し

て,平地縁辺部へ居を移したことと合せて, うなずけるのである。

世代を順次追うようにして継起的につくられたこの大形首長墓の系列は,いずれ も在地性の強い

ものであるoその中において両宮山古墳のみが,吉備地方 3位の規模をもって,よ り卓越した存在

として君臨するのである。岡山市造山古墳,総社市作山古墳,両宮山古墳の系譜のなかか ら,在地

における卓越した規模と,三者が次々と継起的に築造されていることか ら,古代国家の前段階であ

る部族連合の一つとして,吉備全域に君臨したという説 もある。いずれにしても両宮山古 墳 の主

は,こ の山陽町の平地を支配しただけにとどまらなず,広い範囲,少なくとも東吉備一帯に君臨し

た工であったと推定できるのである。

平地北部

町内北西部西山から赤坂町窪田にかけての低丘上に,墳丘規模は小 さいが 7基の前方後円墳を含

む古墳群があるoこ こは埋積平地の北半を占める場所にあた り,さ らにこの古墳群をとりかこむよ

うに,平地北縁の山塊や山麓にい くつかの支群に分れて,計 120基の古墳が群在してい る の で あ

るo

7基の前方後円墳は吉原 6号墳 (図 1-150)が 全長45m,鳥取高塚古墳 (図 1-C)75m,小

天満池古墳30m,沼 田内古墳 (図 1-D)32m,二 塚 l号墳39m,二塚 2号墳 (図 1-163・ 164)

40m,石相 l号墳推長40mで ぁる。鳥取高塚を除いては,30mな いし45mと 規模はかな り小 さい。

しかし吉原 6号墳は上方作鳥獣鏡 と方格規矩鏡を伴出し,また鳥取高塚は現存石室長15m,玄室長

7.8m,奥壁部巾 つ。7mの 巨大横穴式石室を もつo5世紀代か ら6世紀代をとおしての,継起的築

造の系譜がたどれるのである。

さらにこの前方後円墳群の後背地にあたる上仁保障屋山一帯の,約40基か らなる古墳群は陣屋 l

号墳 (図 1-137),吉 原 405号 墳 (図 1-148・ 149)な どの前半期古墳か ら,宮池山古墳群

に代表 される横穴式石室を内蔵する小門墳群にいたるまでの,小規模首長墓の系譜 もたどれるので

ある。したがって墳形 も方墳や円墳,内部主体 も土壊 ,粘土榔 ,土器棺,箱式石棺,横 穴式石室 ,

また陶棺 も土師質,須恵質とバラエテイに富んでいるo

高月地区のそれと比較して格段の差はあるけれども, 120基 を数える古墳群の中核的存在 として

のこの前方後円墳 7基の系列は,小規模首長に支えられた在地首長 として,埋積平地北半を掌握し

なが ら,高月地区との部族的連合を構成していたと考えられるのであるo巨大横穴式石室を持つ鳥

取高塚の存在は,そのことを裏付ける有力なてがかりとなるのである。
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高陽地域

砂川東岸の高陽地域には約40基の小形古墳が存在するが,前 2地域のような大形首長の系列を伴

わない。この地域は丘陵が発達して支谷を多く分岐し,かつ谷の奥行も深く地形を分断しているた

めか,全体としてのまとまりをもたず,古墳は小谷単位の数基程度の支群を構成しながら分散して

いる。

この地域での前方後円墳は,全長33mの中島2号墳 (図 1-220)1基 のみである。その他前期

的様相をもつ古襲として,片井池古墳 (図 1-175),中 島 5号墳 (図 1-204)な どがあるが ,

数も少なく点在的である。また別所古墳群 (図 1-207)の ように転換lUlに なって,は じめて古墳

をつくりだしたところも見受けられるのである。そして大半は,後期横穴式石室墳であるoな おこ

の地には 6世紀中葉を限って須恵器生産がされたと思われる別所窯跡 (図 1-206)があるo

こうした分布の状況と古墳規模からみて,こ の地域は高月地域など,よ り強大な首長層に従属し

た地域と推察されるのである。

6. 奈良・平安時代

理積平地の南西部,両宮山古墳の西側に接するようにして並らぶ備前国分寺址 (図 1-10)があ

る。当地の大部分は水田となって今日にまでおよんでいたが,近年になって寺域内に住宅建設が計

画されたのを機会に,保存を目的とした寺域確認のための緊急発掘調査が実施された。その結果 ,

方 600尺の寺域と南北長軸線上に直列状に建てられた南門,中間,金堂,講堂,そ れに中門束の塔

などの遺構と推定できる主要伽藍,な らびに僧房の配置や規模構造をほぼ確認できた。昭和50年春

国指定史跡となり,現状保存されることとなった。国分寺の南約 200mの 仁王堂池に,かつて備前

国分尼寺(図 1-11)が建立されていたと伝えられ,今 も池の中に礎石が残り瓦片が散見される。

ここは,束の珂磨駅から高 月駅を経て西の津高に至る旧 山陽道の宿駅にあたり, 平 地西 端部

の岡山市に通 じる狭隧な谷あいに高 月馬屋の地名が残 り, 交通の要衝でもあったのである。 また

この埋積平地全域にわたって条里が敷かれ,現在 も整然とした地割 りのようすをよくと どめ て い

る。

曲陽団地内の埋蔵文化財の発掘調査においても,門前池西方遺跡の調査に際して池の西方の谷部

で平安期の巨大建物群,堤防北東部の谷口で奈良期の瓦が発見され ,富衛址および寺院址の存在が

問題 となった。また三蔵畑遺跡においては,平安期の土師器を製作 した古窯ItlLを 含む工房が発見 さ

■たが,いずれ も開発事業によって削平埋没したのは惜しまれるのである。

さらにこの埋積平地南縁から丘陵一つを越えた約 2 kmの南には,岡 山市草か部から瀬戸町観音寺

こまたがる,大廻り山・小廻り山の山城の遺跡が存在する。この城の築造年代はまだ不 明で あ る

,ゞ山 の上腹に底辺のrII約 4m,高 さ約 1.2～ 3mの土塁で東西約 8001n,南 北約 500mの規模で

1り かこみ,北と西側の谷を渡る部分には,長 さ25mγ35mの石塁を築いている。石材は割り石で

等み方も粗雑であるが,九州や山口県でみられる神籠石によく似ているのである。

砂川流域にひらけた埋積平地を中心として成立するこの山陽町の単位地域内において,細文時代
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か ら歴史時代に至るまでの,各時代の資料を見聞できるのである。弥生時代の多くの遺跡や用木古

墳群などを母体として,両宮山古墳や備前国分寺に代表される,東吉備における政治的,経済的な

中心地となった地域なのであるo

第 3章 用地内の埋蔵文化財

当該地内における理蔵文化財の質と量は,当初の予想をはるかに上まわるものであることは,す

でに繰 り返し述べてきた。そして最終的には用地内遺跡分布図 (図 2)と ,用地内遺跡一覧表 (表

12)に示すごとく集落遺跡 7,土渡墓・ 台状墓 6,古墳77の 総計90遺跡となったのである。

集落遺跡は当初開墾されたり道路となって地肌や断面が露呈している場所における,遺構や遺物

の採集によって,そ の地点ごとを遺跡として登録したが,調査の結果おたがいに関連を もって,本

来同一遺跡と考えられるものは整理統合を行なった。したがってすでに報告した第 2集および第 3

集 よりも,遺跡数が減じたの もそのためである。

用本山遺跡 (Y8),惣 図遺跡 (Y7)の ように標高90mか ら60mの丘陵尾根および斜面に所在

す る集落址は,弥生時代中期中葉から後期初頭までと,比較的短期間の一時期を限っての集落であ

る。これに対して岩田大池遺跡 (Yl),門 前池西方遺跡 (Y2・ 3)の丘陵裾や谷「Elの 埋積平地

との接点に立地する集落址は,主として弥生後期か ら始まり,後の古墳・奈良・平安時代へ と引き

続いて集落が営なまれ,遺跡範囲 も大きくなっている。今次の発掘調査では総計約 350棟の竪穴式

住居址 と,ピ ット約80穴 を発掘したことになるo

土城墓を中心とした墳墓遺跡は,標高89mの丘陵頂にある71土壊, 3土器棺で構成される弥生時

代中期中葉から後期初頭の四辻土墳墓遺跡 (F8),約 300土墳で構成 される弥生中期末の愛宕山

土墳遺跡 (Y85)を はじめ,富 山方形台状墓 (B4)は 弥生時代後期初頭 ,便木山方形台状墓 (G

12)は 同後期末,便木山遺跡 (G10)は 41土壊, 6土器棺で構成される酒津併行期,愛宕山方形台

状墓群は高島王泊 5層併行期など,各時期にわたる墳墓遺跡であり,定形化した初期の古墳用本支

群への橋渡しとなるものである。

古墳の分布は門前池および中池を含む谷水田を抱 きかかえるようにのびる,丘陵尾根陵線に集中

す る。門前池の東にある宮山商墳群 6基 ,愛宕山古墳群 9基 ,用木古墳群16基 ,野山古墳群13基 ,

四辻古墳群 7基 ,便木山古墳群10基がそれである。この他,用木山南斜面の横穴式石室墳 9基 と,

そこか ら南と東にのびる丘陵支脈に所在するさくら山古墳群 2基,岩田古墳群 5基の計77基が所在

す る。これらの古墳は用木古墳群に代表され るように,前期古墳の特徴を もつ ものが圧倒的に多 く

かつ盗掘被害を受けているもの も少なくて,保存度 も良好であったことが特筆 される。

その他集落上の調査等,丘陵表土を広範囲にわたって争」土調査を行なった関係か ら,古墳時代か

ら鎌倉期にかけての土壊墓や土器棺 (蔵骨器),平安時代の土師器窯や,鍛治炉llL等 も検出 されて

注 目されたのである。

過去 5年間にわたる発掘調査は,上記90遺跡の うち,実に59遺跡にのぼる。 と同時にまた, これ



らの費霊な遺跡が削平消滅 してい くことにつなが るのである。日の前で大型スクレーパ ー や ブ ル

ドーザが遺跡を百1り 消 して行 くのは,ま ことに堪えがたい ものである。千数百年の風雪に耐え,本∫

人たちに守 られて,今 日までその姿を保 ち続けで きた遺跡に,何故に今 自分たちが鍬を振 り降 さな

くてはな らないのか,そ の高藤に苦しみなが らの 5年 間であった o

l主

1) 南方前池遺跡調査団「岡山県山陽町南方前池遺動」私たちの考古学 7,1956年

2) 近藤義郎「備前赤磐郡西山村所在の二・三の宙墳についてJ瀬戸内海研究 4o5,1953年

3) 西川宏・則武忠直「備前山陽町吉原古墳群の陶l・E」 古代吉備第1集 1958年

4) 1960年 ,岡山大学調査

3) 昭和48・ 49年,神原英醜・則武忠直分布調査を実施              、

6) 瀬戸町文化財専門委員土井秋夫氏の教示による。

7) 熊山町教育委員会編「熊山町遺跡地図」1973年              |  
｀

8) 昭和49年度・ 岡山県埋蔵‐文化財分布調‐査第 4年次調査による。則武,神原参加 、 _:
9)註 1に おなじ                            ′- 1

10) 西川宏「岡山県山陽町上仁保出上の石棒」私たちの考古学15 1957年

11)鎌本義圏。江坂進「岡山県御津町原遺跡」瀬戸内考吉学 2 1958年

12) 西川宏「吉備の国J学生社 1975年

13) 神原英朗「岡山県用本山遺跡」考古学年報24,1974年

14) 神原英朗「四辻t壊墓遺跡」岡山県営山陽新住宅市街地開発事業用地内埋蔵文化財発掘調査概報(91973年

15) 報告書未干」,山陽則地発掘調査概報(5)に集録近干」の予定

16) 神原英朗「便木山遺跡発掘調査報告」山陽団地発掘調査報告(2)1971年

17) 神原英朗「富山方形台状墓」山陽団地発掘調査報告(01973年

18) 神原英朗「便木山方形台状墓」山陽団地発掘調査報告(01973年

19) 神原英麟「用本古墳群発掘調査概報」1971年 ,および用木古墳群に関しては本書集録

20)報告書未刊,山陽団地発掘調査報告6)に集録予定

21) 近藤義郎・鎌木義昌「備前車塚古墳」考古学研究56,1968年

22)iF」藤義郎・春成秀爾「埴輸の起源J考古学研究51,1966年

23)水内昌康「岡山市津島都月坂1号 Jriの 発掘J私たちの考古学14,1959年

24)註 22に同じ

25)西川宏「苦備の国」学生社 1976年

26)現在は,岡山県立博物館に展示されている。

27) 梅原末治「岡山県下の古墳発見め古鏡J吉備考古85,1952年

器) 春成秀爾・ 出宮徳尚・近藤久美子「岡山市牟佐大塚古墳」古代吉備7,1971年
29)註 12に 同じ

30) 神原英朗・則武忠直「山陽町吉原古墳群の盗掘被害について」岡山県文化財報告2,1972年

31) 備前国分寺緊急発掘調査団「備前国分寺緊急発掘調査中間報告」岡山県教育委員会,教育時報3月号,1975年
32) 荒木誠一「赤磐郡誌」1940年
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森

両

茶

備

月 /1｀

源 泄

笹

屋

千

7也

山

の 階

の 階

通

の

尾

り

前国分尼寺

―
剰
珊
―
―
―
‐
‐
網
綱
「
―
―
酬
「
―
―
洲
州
‐
―
―
酬
厠
「
―

　
‐端
　
　
裾

　

陵
根
　
　
　
　
　
　
　
上
　
陵
地
　
　
地

″　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″　
　
　
　
　
陵
　
丘
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
″
　
　
　
　
″
　
　
　
　
″

山
　
　
　
　
　
　
山
尾
　
　
　
谷
　
　
　
山
　
　
　
丘
尾
　
　
　
丘
　
　
　
山
　
　
丘
尾
　
　
　
　
　
　
　
丘
　
低
平
　
　
平

墨貰許]ナ鍵蒼菫査議F義者暑

肥擁孫纂醤8憂盤ι倦峯縮票研

量婁JttY農慣客i各 考ヽ彎7
1.3π

慇非晏描
走索百て言里棄告蓼毅

Ⅲ需【曇肯Jこ量格墨艦な景輩
いるがほぼ原形をとどめる

塁糖姦籐想詈恭亘農じ≧栗撃「
封土もかなり荒れているが墳域
は明瞭

馨蔦管晏う碁繕曇菫露農鷺
書夏

円墳 (径約 7 πttl π)開墾地
に隣接して一部破壊されている
詳細不明

円墳 (径約■Om高 177b)と推定
される詳細不明

円墳 (径約10π高 177b)と推定
される詳細不明

習崎』纂椙翠継彊造絡を記讐
定

弥生～奈良土器片散布,大正14

年石斧採集が伝えられる

螢貫轟案
残丘上を多数の上器片

前方後円墳 (全長約65π)全面
開畑となり墳形はかなり変容し
ている,埴輪片散見

前方後円墳 (全長約 85れ 高 9

基准雪蓄議彎番黒喬蓮まり堪需
多数出土全開畑

署看堡

'E爵

倉彙豪誓碁堡]]
未掘墳

易続ξ籍磐

"維

扉最8婆彩電宅
いる,墳頂部は開墾され畑とな
っている

仁の堂の地名,礎石,瓦出土及

暑3重機身曇露讐繕量唇葉撃雰

幕群石
棺埴

明不

弥生～平安土
器片石鏃

長持形石棺鏡
玉類 鉄器類

竺嚢葎斧(伝)

弥生～古墳
土器片

円筒埴 輪片

円筒埴輸片多数

礎石,瓦片

半

一部破壊

一部破壊

全
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可 Ъ∪蹴 名称 1所在j也

1地
目

1平響

公

[雷争宿書含曇霊借北楯藷薔籍

暑,書排量犠番継i籍:罷看毒っている

信厭営登傑客喜i橿彎[]李
麗

霧労ざ篠羹綻興表砦菫盛量
土は

雷聖警楼寛苦最乞条箋窪満譲
類

署貫聯堡係碧曇そ董ちこ挙生機
壺棺検出

菫縦J:樹撃書蔀星募蓋維む菌
不明

蘇「』曇6務書[署膚警:ヂf
昭和45年調査

黒雰轟塞憎役亨瑞卓1潟警量羅
末掘詳細不明

在鶏砦l署¥英雇遺績維準符響
る竪穴石室 (内法長 2.87π 巾
0。 74π深0.8π)箱形

封土完全流失横穴式石室奥壁部
一部のみ残存南に開口

封土完全流失,墳形不明南に開

暮著皇雙灸脊萄需11需舒纂恐
し

i:富言[言IIゝI(I蟹:

:書鵞書栞奮≒露揚署辱鸞晏業

者曇誉葦重言黒』著堡量勢巻婆

馨菫霙書]奔骨『‖署鷹鼻騎奎

】i景][貫暑言[1:iF2

礎石,瓦片多数 |一部破壊

弥生式土 器 1全  壊

条里遺

)前 古

)る 遺

ll号

7号

8号

馬屋～
河

水 田

″さくら
山

和田東山

畑 1山

″ |ニ

婁締秦警
黒蓼

 1膳

和

`製

４６
滅

和照
消

玉
　
埴

・
，

管
撼

０鉄器
，

玉
ガ
４０

勾
２
１
，輸

不 明 |一部破壊

不    明 |一部破壊

木棺用釘8本
 1帽

和
《装

昭 和 44
7肖    滅

藷】儡桑
 1猾

和
1銀

得驀誌4然器
 |  

〃

¨
須恵器

，
釘
，嚇

　
¨
¨

片
　

須恵陶棺．
，須恵器６０

，
玉

薇
錨

丘
斜

田
保

４６
滅
　
　
４７
滅

和

　

　

和

　

　

　

″
　
　
　
　

″

昭
消
　
　
昭
消

出 土 品 1現 状



文化財名称 1所在地 出 土 品 1現 状

古墳 1岩 田 ■3号 本野

″ 1岩 田 14号 ″愛宕山| 〃

″
1用 木 ■ 号 ″野 山| ″

″
1用 木 2号

木 3号 墳|″ ″

丘
斜山林 契表署窒勢炎壁耽雪展暮皐鮪1 鉄 釘 2

不 能

木 4号

木 5号

木 6号

″ 囲 木 7号

木 8号

″ 1用 木 9号

″ 1用 木 ■4号

″ 1用 木 ■5号

″ 囲 木 ■0号 墳|″  ″

″ 1用 木 ■l号

木 ■2号

″ 1用 木 ■3号

勢 輪 麟 霧 製 職 霊ぞ
石室床面ほぼ完存木棺 9を確認
(石室全長12.5鶴玄室巾2.6筋)

丘陵頂に立地する円墳載頭円錐

静」機な菫景3磐し栞鱈籠嵩班

室][を筆億ド脅[髯菫婁孝尋
前方後方墳(全長42π高577b)

認菫會「盤艦[讐堂塩需製皇稼

暑量[i堕機誓1繁層γ11藤内に4体埋葬例あり

予聰l掏瘍磐
前方後円墳 (全長37鶴高 4m)
墳丘保存状況良未掘墳詳細不明

電機」高還状継嘉オ選段≧薯響
もつ内部主体土墳 (長 3.3π巾
55cπ)他土壌 6

製警 6籍倍果藉書葬Th徐汗磐
裾 4土壊

省曇撃[重機等里繰襲I竜農絶
9号墳と隣接同墳同大尾根に直
交する礫床土壊 l検出

有警だ最警場Z醤濃渓渉膏遺愛

翌撃藉皇理灘青
体箱形木棺直葬

8』∫量磐ド量幡酷讐境]!聾

]重拿i見夕裸堂猾∫醤易[与
封土全くなし小規模な円墳か?
尾根に直交する小土壊 3検出

まi15言IEl膚
堂篇言η置

棺器上
分

面
体

２
個

鏡
３

ｌ
体

剣
箇

鉄
５

，片
類
器
他

玉
土
分

須恵器,土師
器約 200,金
鎧,馬具,鍛
頭太刀

尚方作鏡,銅

警男t贅製鼻
2鈍 ■

画文帯四獣鏡
■,鉄斧 3,
やりがんな l
鉄鏃

土器棺鼓形器
台槍玉類

槍 小 鉄 器

義纂奪毅贅
鎌

ガラス玉 1,
鉄鎌 ■

ガラス小玉 l
管玉 l鉄鎌 1

鉄鎌,刀子な
ど鉄器 6

警響ネ,土器

土器小片若干

内行花文鏡 l

な

教材公園
として保
存

“
滅

和昭
消

４８
滅

和昭
消

４７
滅

和昭
消

４８
滅

和昭
消

園
保
　
　
３０
滅

蛭
吹
　
　
和

歴
と
存
　
昭
消

４７
滅
　
　
５０
滅

和

　

　

和

昭
消
　
　
昭
消
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施目 1立地 |~ 遺  跡  概  況  1 出 上  品種 類1 文化財名称 1暫奮挫

古墳 山林木 16号

山 l号

山 2号

河本野山

″愛宕山

山 l号 ″ 宮

宮 山 2号

繁i倉裏綿皇i艦1せ
婦禽説F

置l聯帯獅雉蟄%程

看1li馨墨嘉纂暑脅IL驚考
嶺髪新Lモ鰹諺黎昂兵ig里源量

在警斬t響菫穆黎要請奨難准骨
部主体土壊2を検出

を確fキ雅惨接酷更熙継L撃豊
体 l土境がある

電T:聟二百暮で世裕異轟肥籍
土椰の上城 1がある

:[露I罵塩ル重器;環芸警激

I協[:里塩僧馨襟首靴呈漂f

量協彙営詈F鼻基馨首能:堡:

需i」奎撃曹撃熟景』』維弘業

昇獣糖堡博靴墨li業鼻業覇要

思撃J重援菫景書重像を喜馨艦

f撃嘗[:粉置縦:葛想像

'讐

石埴輪検出
曇場を三獣墓斃姦慕魔21ゞ認塗
土壌墓の可能性もある

勇督豊鍮鰹轟襲幕患2ダ課塗i
壊基の可能性もある

円墳 (径■Oπtt l。 277b)尾根斜

浮賃築艦襲舜裏え蕪2:業晟保

人骨 2体小鉄
器片

人 ′胃'鉄 器

玉 類,人 骨

愛宕 山 3号

山 4号

愛宕山 5号

山 6号 1

宕山 7号 1

山 8号 !

愛宕山 9号

明不

山 3号

官 山 4号

官 山 5号

山 6号

山 ■号

山 2号

形
Ｄ
体

家
む
個

＜
含
２

片
を
器

輪
輪
恵

埴
埴
須

明不

推
部
原

と
内
複

＞

，存
伽融餓

１
で
遺

高
事
基

％
工
２

・４
路
棺

約
道
石

径
る
式

ぐ
れ
箱

墳
さ
体
存

円
定
主
保

和国野
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復原保存

５０
滅

和昭
消

４７
滅

和昭
消

一部破壊

一部破壊



文化財名称 1所在地 1地目 1立地 1  遺  跡  概  況
番号1種

 類1 文
化財名称 1所在地 1地 目 1立地 1  遺  跡  概  況  1 出 土  品 1現 状

齢菫粽[暮彙塁詭感舞温儒義萬

暑董鴻[暮彙塁結感舞為犠義|
親去脅戯ヒ轟蛭髪藤翌争響結要

円墳(径10m高90m)尾根上に
爺晋懸房皇皐T覗なら靴重崎婚いる

古墳 山 3号 1

山 4号 墳

山 5号

山 6号

山 7号 墳

山 8号

山 9号 1

山 10号

山 11号

山 12号

山 13号

辻 l号

辻 2号

辻 3号

辻 4号

辻 5号

円墳 (径15π ttl π)流上が著
しく低平な墳丘,墳裾部は砂防
工事で削られているが未掘墳で
ある

円墳 (径14m高 2π)墳裾部を
砂防工事で削られているが保存
良好,未掘墳で外部施設内部と
も不明

円墳 (径17π高 ■.8π)墳神1部

磁路漁霧貫押え靴泥装禽釜奎保
とも不詳

馨修訴霊彗磐騎オ膚讐l、 管禁業
掘墳で保存良好外部施設内部主
体とも不詳

ワ箇 LC懲ぜ蠍嘉弁後L義偲野籠
性もある。未掘墳で保存良好

円墳 (長径15π短径10m高 1.1
π)低平な長楕円形を呈し方墳
の可能性もある未掘墳で保存良
好

四辻方形台状墓と同一立地に複

彙落魯菫撃」
「 讐署織爆壁派稚

円墳 (径 9 πttl π)内部主体
はすでに消滅周辺から剣■鉄鏃
2検出もとシストか?

暴籍蚕箸是難璽募笙進線習嵯饗
周辺部で石鏃5採集

署鱚[冬驚濶樅

lili』誓[[:膚屹詈静

和国野 | 山林

平
事
い

低
工
て

に
路
れ

上
道
ら

根
る
取

尾
れ
り

＞
ら
削

π
め
は

１１
認
分

約
が
半

径
り
南

＜

ま

り

血塾
尚
よ

円
な
に
る

和国別所

巌

- 61 -

直刀1,埴輪
片 (家形を含
む)多数

明不

不

勾 玉,管 玉
鉄器

管「1為 '1召重
l,ガ ラス玉28

鉄剣1,鉄鏃
2

石  鏃  5

復原保存

一部破壊

一部破壊

４７
滅

昭
消

ぉ
滅
　
　
　
４７
滅

″
　

　

和

　

　

　

和

昭
消
　
　
　
昭
消

明不



木山11号

土 壊墓

験恭ヂ歯墨F

蓼裁書森菅,
甕 l

栞義籍杢馨[震畜嵩握倉基
雷調

習菫藤賃遁緩サ菫派采繕湛葬F
む

理暴」篠浮貞絆菓島磐濠省醤管て保存

現貰懸集揺磐哀歯ft≧襟奪
状

層縁五黛醤基最蓋i費t讚きF
円墳 (径 8π高80cm)保存良好
勾玉 1を表採未掘墳公園として
保存

侯続I簿業描裏基昌L甘寺襟葎
円墳 (径 8.4π 高80m)封土保

存
状況良好未掘墳公園として保

]〔[lil康
景業醤兼惨獄[

菜籍蚕l課重織氏晋秩墓あ苛湛
性もある公園として保存

累楯J俳整埜曇墨首キ籠檻貫
換

封土完全流失南に開口する横穴

講暮
室残骸1961年高陽中学清掃

装、島お壁牙畢鱈爺継裾績惜借

警芳ル暑模皇思軍意惜鮨霧貪諾
3)羅震警乳習圭機≦轟土器棺

箸彬授基鳥七重猥裏轟遭捺温麟

ら,1響磐温3圭襟rJ至象繕言寝

〔‡i常3』[:ij懲
禁骨ワ

釧t  食J  ■

失斧1,刀子 l

勾  玉  l

埴輪片多 数

弥生式上器片

土 器片 48点
釘  8 本

石鏃 4,石槍 l

黛稽ナ碧隷鳥
Ю玉類約30

現 状

４７
滅

和昭
消

一部破壊

現状保存

昭 和 47
消  滅

帥
減

和昭
消

棋
減

和昭
消

ぽ
滅

和昭
消

編
滅

和昭
消

地目 1立地 1  遺  跡  概  況  1 出 土  品文化財名称 1所在地

本野山

9

山方形台状

- 62-



静響1種
 類 文化財名称 1所在地 1地 目 立地 遺 跡 概 況 1出 土 品 1現 状

基
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
址
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
址
　
　
　
址
　
　
　
　
　
　
　
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
墳

城
　
　

　

″
　

　

　

″
　

　

　

落

　
　

　

″
　

　

　

″
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
″
　
　

　

　

　
　

　

　

落

　
　
　

″
　

　

布

　
　
　

″
　

　

　

″
　
　
　
″

土
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窯
　
　
　
集

　

　

　

　

　

　

散
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古

・０４

・０５

邸

・０７

硼

・０９

Ю

　

・１

　

・２

・・３

・・４

・・５

・６

・７

Ｂ

・９

林
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
畑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

さ
台
　
　
　
さ
　
　
　
愛
　
　
　
　
山石
　
　
　
さ
　
　
　
惣
　
　
　
　
用
　
　
　
　
　
立

頂
　
　
　
陵
根
　
　
　
　
　
　
　
　
麓
　
　
　
陵
面
　
　
尾
　
面
　
　
頂
面
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陵
面
　
　
上
頭
　
　
　
頭
　
　
眸

‐

‐

丘陵
‐

Ｆ

‐

″‐

―
山

」

Ｐ

貯

Ｆ

鵬

―

―

″
―

魔

Ｌ

ド

ー

谷 …
Ｌ

４９
滅

和
　
　
　
″

昭
消

献

，鏃

鋤
鮮
　
棺
，

供

，
玉類

器
，

石

齢
槍
，
　

螺
燃
搬

iを

'檎

事J::暑ffI]踏

塁菫詈幕:暑I歪
発窮ヂ主爺赤

軍重纂墓遭鰍声撃ズ翌漂|:藉表

2島
鰐董書僣参纂曇皇撃雌

員きこ摯鵞罰署孟i保夏鋒展堡

:曇
昴堡l黒微畢房曇』撃重警

i螢
買窪魯1群暴百鼻豊r』荻

蜃
爆士役享婆壽機菫品筆集麟袋

震票警票褒囁腔喜警擦遭誅集蹴
る

開墾された畑表面に弥生土器片

難号寄籠置粟
に包含層露塁集落

台地状の丘陵上平坦部一帯は開

雫群著董讐
是震聖

:伴
I琴害十

壁崎撃褒主革β響賞藁馨亜垢寄能性大

署伴量喜霊馨奪量艦美拳嘉彫義

黒植腫篠島磯房ら
π)封上の二

魯髪り製鏡
1 1鷹 和綴

纂俸
棄ナ重諦

 1埋
土保存

蓼毅式上器片 1嘱
和翻

，師
多

器
土
類

土

，器

式
器
石

生
恵

，

弥
須
器
数

る
″
期

が
００
各

広

，
０
安

に
∞
平

帯
て

。

一
せ
墳

陵
合
古

丘
と

。

低
池
生
出

ら
ケ
弥
検

か
ヤ
ぶ
物

田
址
よ
築

欲
螺
囀
崚

４７
滅

和昭
消

弥生式上器片
石器類多数

４９
滅

和昭
消

器
石

土

，

式
器
数

生
恵
多

弥
須
類

５。
滅

和昭
消

，師
数

燃

，
上

影

式
器
器

生
恵
石

弥
須
器

５。
滅
　
　
４８
滅

和
　
　
　
和翻

昭
消

　

　

昭

一

蛮舗棄斉夢毅

姓難耕
1播品揉

一部破壊不

η
ｌ
「
国
判
Ｊ
例
刷

豫上
　
　
　
　
　
　
　
山
台
　
　
山
　
　
丘
尾

一Ｉ
●
Ｆ
鵜
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一部破壊

不

現
消

在
滅

壊全

一部破壊

1喪

全

半

由冗

一部破壌
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瞬模LC循綿暑碁旱飾b盟警爛写いる

激竺爺鱈援1薯憎』求集猟載未
?3～ 6号尾根上直列

円1費 (径約10π高■77b)低平な
小古墳

円墳 (径 8π高80m)低平な小
古墳

円墳 (径約 8π高80671)低平な
小古墳

麗等だ管ユ第薦を雅h塁高基だ
より消滅

骨蓼要雷壁笹膝身百駒普チ者鱗
中保管

暑褒娼装碧籍晶量
高50m)組合

偉榊I【撃纂讐俳黛]う言‖季
消滅

量綺群奏意職II輩堂り啓[ラ
消滅

黒癌認t磐杏捲奈読覆需益
破一

讐をI発会
覺ふF銃金登場轟釜

懲圭』金姥吉磐与童讐僑機票蒻

曇螢霊[豊撃摯:番蒙暑ヒ特分

佑軍僑「お異よ碁菫懲髯J後諄

号場111肯美繁馨専殺套畢阜や持送り

言[lii:奮奮[楡善儀i輩
鯖抵1%2熱議 難珊 円

lil[」驚骨i勒異置

明不

不明 (須恵器
出土と伝えら
れる)

弥生式上器片

陶棺 1須恵器
数点

須恵 器数 点

不

不

文化財名称 1所在地 1地
目 1立響 |__遺 _跡 _概 _況 _|_出 _土 _品_1現 状

底

Ｆ

Ｉ
″

Ｌ

ｌ

ｒ

Ｐ

Ｌ

Ｉ

卜

Ｌ

Ｆ

」

―
山

‐

卜

‐

卜

‐

―

Ｉ

Ｌ

Ｔ

Ｌ

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

谷
―

‐
山

‐

・‐．ド

本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林

‐
．
　
　
　
　
　
　
　

″
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
施
畑
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
〃

宅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

号

号

号

号

号

古

遺

古

号

　

号

号

号

号

古

叫

鳩

　

姑

叫

鳩

雌
　
雌

雌

雌

雌

郷
　
郷

山
　
鷹
　
脚
　
卿

卿
　
郷
上

山

山

　

郎

屋

屋

一



文化財名称 1所在地 地 目 立地 遺  跡 概

思壌が締翼写菅ξ菜描独封
土は

習慧蒼賃誉
π高2.5鶴 )未掘墳

姜讐昴基‖禽蓋鵞百じ蟹雫舞義
ワ模お発倉埜島黒弄鰻覧な高ま

累峯偽晨ざ管l?承裏上2ゝ菫義

出 土  品 現 状

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

遺

号

号

号

号

推
存

と
残

墳
部

円

一
，
の

明
棺

不
石

形
式

墳
箱，式

失
合

流
組

土

，呈

封
定
露

陶棺1,須恵
器数点

一部破壊

一部破壊

一部破壊

明

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

吉 原

吉 原

吉 原

吉 原

吉 原

吉 原

原

宮池 山

宮池山

中
里
代

の
露
古

畑
で
ィに

墾
態
告

開
状
報

明
の
査

菫糞揮1』讐

“

謬鷺麗続夫装署

計菫貫希』備讐早懸λ響鵞fi

m鼈褥珈刈

量暢詰檜曹;里
爵黙承洋季覧埋

腎『檜暑峯[誓話機誓l讐霧馨

li撃倉〕墨う言
寒膏芝慮農諒

同上,現在確認できず

喜麗募皇裏堡黛弾グ幾義狸
表上

封上流失,円墳と推定横穴式石
室残骸露呈現在床面 (長 2.4π
巾1.0477t奥 壁高9r.cm)奥壁 3段
積み

山嶺肩部傾斜面にかかるところ
に横穴式石室残骸の一部露呈,

封上は流失もと円墳と推定計測
不能

電増為封善鰹籠ご予管篠髪異暮
室,右袖玄室 (長 3.6π 巾 1.55
m)天丼石現存

暑曇た董菖電竜J][脅翠黎曇
長3.5π ,玄室羨道段差1.3π )

陶棺1,鉄釘等

人骨 1体分,食 1

明

・玉類

明

散布

鏡
５０

銅
約

片器

″　
　
通

群
牲

不

不古 墳

封上流失 墳
に横穴式石室
■956年西川宏
吉備 l〕

丘陵

池 山
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″安　　　晒
陽冊「　　棚
　　　　″堂　　　　″　　　　津
　　　　′

‐し』『‐‐」̈「‐‐‐卍「Ｆ‐」̈到‐‐‐こ」‐‐‐‐「臓一‐‐‐‐語）‐
墳
　
　
陽
構
　
　
墳
　
　
　
墳
　
　
　
墳
　
　
　
墳
　
　
　
墳

号
　
　
　
　
号
　
　
　
　
号
　
　
　
古
　
　
高
遺
　
　
古
　
　
　
古
　
　
　
機晴

号

号

号

号

古

古

号

―

　

号

号

号

号

古

‥
螢

貯

古

聟

号

号

号
　
　
　
号
　
　
　
　
口荀
　

　

　

［蜀
　
　
　
古
　
　
高
遺
　
　
古

５

―̈

占

・

２

　

１

　

２

岨

　

　

上

神

１

２

１

２

岡

　

　

池

酬
闘
　
　
湘
皿
　
　
岡
硼
　
　
秘
Ⅸ
　
　
移
　
　
　
　
動
　
　
　
　
″　
　
劃
悧
　
雌
　
輝
　
　
利
　
　
　
口
　
　
　
　
　
　
　
幅
　
　
　
″　
　
】

女

　

　

彗

　

野
ぼ
　

　

コ

　

　

　

菫

石
６
　
　
石
　

　

　

一
一　
　
　
　
　
　
　
ケ
‘
　

―上
　
水

　

力

　

　

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　

ドヽ
　
　
　
″
　
　
　
″
　
　
　
″

立地 1  遺  跡  概  況 1出 土 品

丘陵

盤椛姦努詈懲墓袈糸撃温実委砦室墳か?

里模災袋暑螢裏縫糟籠璽躍hお
殆んど全壊

署菫話量嚢遥靴屋農後≧贅奄発
π巾1.7筋

罹整が笑親艦暮せ猪後を摺嬰識
呈,円筒埴輪片散見

炎装吾‐皇理禽嫌塁漂倉子を占蟻
か

]「[:1li[言#illi
(一部赤坂町)

響有等涸管覆有難葎企鬼洗贅警
主体は未発掘

尖藉装晉籍ll稚嘉撃岡L奨拿晶
査

西山・高陽地区一帯の水田は整
然とした条里遺構をよく残して
いる

脅:闇籍響生妥吾鬱奇疑嘉房篠
管)

暑磐婚賃晶懲高熙壁渫管モ与駅
た開墾により破壊

客暑言笙嚇重碁灘董
習ぜ要穐褻

円墳,畑開墾等により封上流失
計測不能南に開口する横穴式石
室の一部埋没残存

[[撃幸植え管飛菅蘇翁霧羅皐

鳥機
I管揺f写菅と礫騒賛葉

[量
び籍髪fZ菅環浮盗賛葉続

】警E先基盤奇毯蔓蓄底兜晋乳

製憲ぢ奈島

`用

島亀蒸撃肴響
掘

直刀・刀子・
須恵器

円筒埴輸 片
直刀

円筒埴輪 片

円筒埴輪 片

人 骨 l体

類1 文化財名称 1所在地 1地甲

EEI

=- 66-―

現 状

一部破壊

全  壊

一部破壊

全  壊

一部脚表

半  壊

埋戻保存

7肖 滅 か

一部破壌

現在未職
認

半  壊



文化財名称 1所在地
1地

目
1立地

|

出 土 品 1現 状

1761古墳 |三井大池■号墳 暴諾」賃1委警量翼量整籍楠渾
[曇落黛』膚繁暑き描濃警羅容

暑サ孫賃援稚雇オil穐素型森架

I量
」【澪警F:「舞像露曇桑

昴婁」:誓菫晟彙酪猫十糞倉盪
円墳,開墾によりかなり削平さ

鰍F嵩象釜深奪榮翁約
12π高80

暑器」桁言l晨を1は椅編警暑

塁せ宅ヌ死管慧難玩2慕易雀権認できず

圏埜雀展覧奮婿芝れ
て直刀2本

肥籍暮箸異籍夏岩膚像L墳頂部

]操静締菫苫昴菫礫を言秦i終
黒警」籍奨1高線皇線れ競未号

黒幡馨署:賃聯』猿僣機曇響済

景婁巣岱縮磐訳民覇施婆封轟雲

蘇孟堂薫書馨普嚢唇発斎燿謙愛

暴県」1長 1弓

=環

品L雰憑轟

澤賞が集楯箸高■5の 封土保

塁擬3離詳靴1称雛

暑i増器ド磐豪鱈嘉
鶉準謀圭公

雰菫霧辰押
体
 |_部破壊

1771 ″ |三井大池 2号墳

1781 ″ |三井大池 3号

1791 ″ 1正 崎 1号

1801 ″ 1正 崎 2号 墳

1811 ″ 1正 崎 3号 墳 滅

1821  ″ 崎 4号

崎 5号

″山王
|1果

・
壊

1831  ″ 丘 陵
尾 根

直  刀

不

消 滅 か

1841  ″ 崎 6号 墳|″ 浦

1851  ″ 屋l号 墳
1曹曇

・
明 |一部破壊

1861 ″ 1高 屋 2号 墳

1871  ″ 屋 3号

屋 4号

屋 5号

半

1881 ″

1891  ″ 一部破壊

1901包含層1山陽4ヽ学校遺 弥 生土器 片 1埋没保存

1911古 墳1岩 鼻 ■号 山

山

不    明 |一部破壊

1921″ 階 鼻 2号 墳

1981″ 1日 古木 1号 滅

1941″ 1日 古木 2号
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出 土 品 1現 塔

３

４

５

６

・

２

３

４

５

社

山

山

１

２

３

４

１

２

３

に

日

Ｐ

Ｐ

Ｐ

レ

け

貯

ド

レ

脚

池

池

所

所

所

所

”Ｉ

‥

田

墳

″

″

″

″

″

″

″

　

″

布 地

‐

八

―

小

―

″

‐

男‐

中

中

″

‐

斉

十

呻

散

　

　

古

　

　

空
¨
　

　

古

・９５
‐
古‐

「

「

副

‐
・９９
‐

日

目

目

園

目

Ⅳ

附

計

計

日

１２０９‐

‐
２．。
‐

‐
２．．
‐

囲

‐
２．３
‐

畑L嵐署嘗1籍需解fitち貰r穐 明 1消  滅

滅 )

林1丘陵裾|を喜壌金議百種寛官期を管轟墓 未 確 認
未確認

畑 膳 署憾謙脅∫聾修】霧茶筆盟臀角

罰を[漸1[ti3,111磯 |こ品を|とを
内部主体不詳

塁贅藤案堀黎舜皐化峯樹爺堡藤
とも不詳

剪有後圏鮒薔會屏,3繰簿畏賞簿
未掘墳

円墳もと径10m前後の小円墳と
推定

塁続災管ぼZ曹丘段し等署ぢ牟
細不明

III』il[:[:i::誉

響畿賞警奄遥撮鮮語|と責ワ席干
50cmの包含層がある

円墳 (現存径1077b高 1.5m)横
穴式石室の一部残存埋没

[紫需]嘗誉揚I孝奮‖署塚賃
られる

最降骨婚
|,墓到お吾1秀

'佐

ぶ古

暑せざ繕習棒裏
"震

源彗士警査る程度

暑せざ衡奨磐慕璃ηゝ響差諺益る程度

暑‖J備』暑塁震
畷返謝暮控李

晶墓

`賃

瑶1募を子
し
籍よ着籍雪しい石材畑に一括残存

塁糖災讐詈電亘裏1モ禁調
部に

円墳 (径10π 高80m)未掘墳と
思われる

全

一部破壊

全

半 壊

″   |一 部破壊

ナ田 |』: 7[ 埴 輪 片 1全  壊

畑・, 縄畳
器・上師

|_部破壊

沼  田
小 池 山

不   明 1半  壊

″  ″
|lll 須恵器片多量 |一部破壊

″別所1 畑 1量 埴  1倫  片

明 1全 壊

須 恵 器 杯斉富″
1線

不    明 |一部破壊

難 財石蒜 1所在地 1地 目
1空型J
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響1 文化財名称 1所在地 地目 1立地
|

奥 遺
斉富～

1山  T貯 方有

屋 敷 古 lrl

門前奥池西

壺  古

南方前池遺 方前

方 西 遺

方 西 古 墳

裾

面

田 山 古 1

命 地

光

有 供 養

″鶴署壽

中島千

瀬戸町
玉

麓
端

丘
上
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第 2図 山陽団地用地内遺跡分布図
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用  木 古  墳

第 1,章 用木古墳群の立地

用木古墳群は,岡 山県赤磐郡山陽町河本字野山の,平地を臨む丘陵上に立地する16基か らなる古

墳群である。

本古墳群が立地し,住宅団地造成事業が施工 されているこの丘陵は,砂川流域にひ らけた埋積平

地の一角に,西から東に向けて張りだ した丘陵群である。すなわち,平地の西方にそび え る標 高

458.5π の高倉山塊の東急斜面が,山麓近 くの標高85π付近で鞍部をつ くり,そ こか ら眼前の埋積

平地に向けて,緩やかな起伏をもって扇状に広がる丘陵群を形成するのである。丘陵の広がりは東

西約 900π ,南北約 1,300π におよび, 4つ の谷水田とその支谷によって複雑に開析 され,枝状に

多くの支脈を分岐しなが ら広がっている。 したがって各丘陵支脈の尾根は,巾狭の馬の背尾根なが

ら比1交的に緩やかな起伏をもってなだ らかにのびるが,尾根突端部 と両斜面は侵触されて,おおむ

ね急傾斜面となっている (巻頭図版)。

この丘陵地一帯には本古墳群をは じめ,数多 くの古墳が所在する。一部用地外も合めて 9支群 ,

83舷 にもおよぶ。なかでも北東か ら丘陵中心部に大きく入 り込む F日 前池・中池を含む谷水田を抱き

かかえるように取りかこむ丘陵尾根に集中する。東谷口か ら西谷口にかけて右回りに宮山古墳群 6

基,愛宕山古墳群 9基,用木古墳群16基,野山古墳群13基,四辻古墳群 7基,便木山古墳群10基の

61基がそれである (図 3)。 各支群 ごとにまとまりをもちなが らも,巾約 200れ の谷水田をはさん

だ尾根上に馬踊形状に連 らなって群在 し,そ のほとんどが前期的な特徴を示す小規模墳である。

本古墳群は用地内のほぼ中央部で最高位でもある用木山 (標高92π )の山頂から,北束の門前池

谷口へ向けて延びる尾根主軸と,そ こから北へ分岐する 3小支脈上に立地する。すなわち用木山頂

に 1号墳,そ こから北東尾根主軸上に 2号墳, 3号墳, 4号墳,12号墳,13号墳, 5号 墳, 6号
墳,15号墳,16号墳が連なり,西の支脈上に 8号墳,14号墳, 9号墳,10号墳, 4号墳か ら分岐す

る支脈上に11号墳, 6号墳か ら分岐する支脈上に 7号墳が立地 している (図 3)。

これ らの古墳は尾根主軸に立地するものは当地方における初現的な様相を示し,尾根主軸突端部

および支脈に立地するものは前期後半の特徴を示す。また 1号墳 (円・31π), 2号墳 (不定形・

22π ), 3号墳 (前方後方・全42π), 4号墳 (不定形・25π ), 6号墳 (前方後円・全37π)の

5基は墳丘規模も大きく,眺望視野も極めて広い。本丘陵群に所在する全古墳群のなかで も,主墳

系列をなすものである。

第 2章 調 査 の 経 過

用木古墳群は,現状保存の第 6号墳を除 く15基が,岡 山県営山陽新住宅市街地開発事業にともな

う住宅団地造成工事のため,事前発掘調査の対象となった。発掘調査は山D」
・町教育委員会が岡山県
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第 3図 用 木 古 墳 群 周 辺 部 地 形 図



の委託を受けて,山 陽団地埋蔵文化財発掘調査委託契約のうち,第 102・ 11次契約にもとづいて

実施 した。

本古墳群は当初から,16基の古墳の存在が知られていたわけではない。第 1次委託契約が締結 さ

れた昭和44年 11月 の時点では,第 1号墳～第 6号墳の 6基が確認されていたのみである。発掘調査

の開始とほぼ前後 して始められた,用地内の樹木伐採作業によって丘陵が裸となり,見とおしがよ

くなった時点で第 7号墳,第 8号墳等が発見され,ま た発掘調査の一環として当丘陵尾根上に総延

長約 450π の トレンチ調査の結果,すでに封上が流失して外表観察では認知できなかった第 9号墳

第10号墳等が発見された。そして本古墳群の古墳総数が16基 となったのである。

岡山県土木部および岡山県教育委員会等の当事者間で,早 i菫新発見古ザ1の 取り扱いについて協議

が繰 り返された。その結果,新発見古墳のすべてが工事予定地にあり, しかも用地中心部の高所に

立地 しているため,技術的にも現状保存困難とされ「記録保存」と決定された。発掘調査遺跡の増

大は建設者にとっても,ま たわれわれ発掘調査担当者にとっても,今後のスケジュールに大きな影

響をおよぼすのである。新発見古墳の発掘調査は造成I事工程との関係から 2 11Jlに 分けられ,第 8

号墳～第14号墳の 7基 を第 2次委託契約として,第 1次委託契約と併行して実施することとし第 1

次委託契約の調査期間をそれに見合 うだけ繰り延べ変更 した。第 7号墳,第 15号墳,第 16号墳の発

掘調査については,そ の地点がlE事区となる昭和49年度契約 (第 11次 )と することになった。

第 1次および第 2次委託契約は,造成事業開始に約 1か年先行 しての調査のため,発掘終了後の

整理作業と発掘報告書作成期間をも合めた,かなりの余裕をもった一期完結型の言1・ 融|で あった。 し

かし現実には後の工事工程との競合から,極めてきびしいものとなった。用木古墳群発掘調査に関

する委託契約と,期間的に重複 した委託契約について,参考までに下記に表示する。

○第 1次委託契約

・契約年月日 昭和44年 11月 1日

・調 査 期 間 昭不日44年 11月 1日 ～昭和45年 9月 30日

(変更契約) 昭和44年 ll月 1日 ～昭和46年 3月 31日

0調 査 遺 跡 用木古墳群第 1号墳～第 5号墳の古墳 5基               |

O第 2次委託契約

・契約年月日 昭和45年 5月 1日

・調 査 期 間 昭和45年 3月 1日 ～昭和46年 1月 31日

・調 査 遺 跡 用木古墳群第 7号墳ん第14号墳の古墳 8基

○第 3次委託契約

・契約年月日 昭和45年 9月 1日

・訂調査 期 間 昭和45年 9月 1日 ～昭和45年 11日 30日

・調 査 遺 跡 ヤケ池遺跡 (「 1前池西方遺跡の一部)の 予備調査

○第 4次委託契約

0契約年月日 昭和45年 10月 1日

・調 査 期 間 1召 和45年 10月 1日 ～昭和46年 7月 31日
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・調 査 遺 跡 便木山10号墓,岩 田古墳群第3,5,6,7号墳

○第 5次委託契約

・契約年月日 昭和46年 2月 1日

・調 査 期 間 昭和46年 2月 1日 ～昭和46年 3月 20日

・調 査 遺 跡 四辻古墳群第 1号墳～第 3号墳の古墳 3基

〇第11次委託契約

・契約年月日 昭和49年 4月 1日

・調 査 期 間 昭和49年 4月 1日 ～昭和50年 3月 31日

・調 査 遺 跡 用木古墳群第7.15。 16号墳の古墳 3基

愛宕山古墳群第 3号墳～第 9号墳の古墳 7基

愛宕山遺跡第 2地点,愛宕山土壊墓遺跡第 2地点

三蔵畑遺跡,新宅山遺跡

現状保存古墳29基の現況外形測量

第 1次・第 2次委託契約による発掘調査は昭和44年 12月 1日 ,第 3号墳から着手 した。続いて第

4号墳,第 12・ 13号墳,第 1号墳,第 2号墳,第 8014号墳,第 9010号墳,第 5号墳,第 11号墳

と順次実施して昭和45年 9月 4日 ,現場における発掘調査を終了した。古墳立地が近接 して連 らな

っていることもあって,調査効率の関係から, 1般の掘りあげが終ると実測班だけを残 して本隊は

次の古墳発掘にとりかかるというふうに,流れ作業的な調査となり常に2ないし3基 の調査が同時

に併行する形となった。

第11次委託契約の7・ 15e16号墳の発掘調査は,昭和49年 6月 18日 から第7号墳の調査に着手 ,

第15号墳,第16号墳の順に進めて,昭和49年 8月 6日 に終了した。ただしこの調査は,同一立地に

複合して所在する弥生時代集落址・新宅山遺跡との併行発掘調査となった。

発掘調査は当初の計画のとおりには実行できなかった。最初の発掘開始すらも契約とは 1か月運

れての出発となった。それは当該地の用地買収が土地だけを買いあげ,立木は旧地権者が一定期限

内に処分して明け渡す契約のため,樹木の伐採が終るのを待たなくてはならなかったのである。

また,発掘調査開始後 1か月日にはヤケ池遺跡の予備調査を要請され,結局は用木古墳群の調査

を一時中断して昭和45年 1月 と2月 の 2か月間を,委託契約締結に先行して,それに従事せざるを

得なかった。

昭不口45年 10月 には,住宅団地の造成工事も着工された。工事工程との競合から用木古墳群の掘り

あげを待ち兼ねるようにして,昭和45年 10月 1日 付で第 4次委託契約,n7g和46年 2月 1日 付で第 5

次委託契約と,矢継ぎばやに重複契約が結ばれた。しかも実際には用木古墳群の発掘が終った翌 日

の9月 5日 には,契約締結に先行して便木山遺跡の発掘調査に取りかかったのである。

用木古墳群の整理作業と発掘調査報告書の作成期間は空文化し,それを犠牲にして発掘調査にの

み専念する毎日となったのである。 したがって用木古墳群の発掘調査報告書は,掘 りあげ時点での

略報しか発表できなかったのである。また古墳番号も第 7号墳以下は,発見順に記命 したため,入

り乱れて不統一となった。しかし既に略報等で公表している関係もあって,こ こで整理 して変更す
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るとより混乱を招くおそれもあるので,旧番号のままで取り扱った。見苦 しい点について御了承賜

わりたい。

個々の古墳の発掘調査経過については,本書のスペースの関係もあって省略する。各古墳の調査

を行なった期日を一覧表に示したが,前述もしたとおり常に 2・ 3基の古墳調査を複合 して併行調

査したこともあって,各古墳の調査期間が,実際の所要日数とはかなりの長期間となっている点を

御了承いただきたい。

。用木第 1・ 2号墳 昭和45年 4月 8日 ～昭和45年 7月 28日   ‐

。用木第 3・ 4号墳 昭和44年12月 1日 ～昭和45年 12月 28日

昭和45年 3月 1日 ～昭和45年 4月 20日

(ヤ ケ池遺跡予備調査)昭和45年 1月 5日 ～昭和45年 2月 28日

。用 木 第 5号 墳 昭和45年 3月 31日 ～昭和45年 4月 4日

昭和45年 8月 19日 ～昭和45年 9月 2日

。用 木 第 7号 墳 昭和49年 6月 18日 ～昭和49年 7月 31日

。用 木 第 8号 墳 1召和45年 7月 22日 ～昭和45年 9月 3日

。用木第 9・ 10号墳 昭和45年 7月 23日 ～昭和45年 8月 4日

。用 木 第 ll号 墳 昭和45年 8月 8日 ～昭和45年 9月 4日

。用木第12・ 13号墳 昭和45年 3月 3日 ～昭和45年 4月 8日

・ 用 木 第 14号 墳 昭和45年 8月 5日 ～昭和45年 8月 10日

。用木第15016号 墳 昭和49年 7月 22日 ～昭和49年 8月 16日

用木古墳群の発掘調査の結果, この古墳群は古墳の発生から発展への問題を解明するうえで,貴

重な好資料であることがわかった。さらに先に報告した四辻土壊墓遺跡や,便木山遺跡などの弥生

墳墓との関連から,当地方における前期古墳の出現と展開の歴史的過程を,一つの地域 内にお い

て,一貫してとらえ得る遺跡群の一部を構成するのである。

山陽町教育委員会では,遺跡の重要性にかんがみ現状保存すべきであると考え,発掘調査終了後

ただちに県教委文化課と協議のうえ,施工主体者である県土本部に対 してその旨を要請した。県土

本部はこれを受けて本古墳の立地する丘陵を一時凍結して,保存を前提としての検討が 重ね られ

た。協議は県土本部,県教委文化課,町教委の三者間にとどまらず,岡山県議会文教委員会でも取

りあげられた。さらには岡山県遺跡保護調査団,岡山の文化財を守る会などからも文書による保存

要請もいただいた。しかし保存協議が長びけば長びくほど,古墳は風雨にさらされて痛みが著しく

また周辺の住宅団地造成工事が当初の計画どおり押 し進められ,古墳は孤立しそれに立ちはだかる

ような形となってますます保存を困難とするのである。

結果的には,用 木 l号墳はその直下から丘陵東南斜面一帯に広がる弥生集落址=用木山遺跡の発

掘調査のため,昭和47年 1月 10日 私たち自身の手で掘り崩 した。第 2号墳は,農業用雨水集水路建

設のために昭和48年 1月 23日 ,第 304号墳は,すでに入居が始まった住宅団地の児童が通学する

山陽西小学校建設のために昭和48年 8月 27日 と,な しくずし的に消滅 していったのである。千数百

年の風雪に耐え村人たちによつて守られてきた用木古墳群も,発掘調査終了後,長いものでも僅か

盤
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3か年の延命となったのみであった。

多くの支脈を分岐して広がる,緑豊かなこの丘陵のいただきに君臨していた用木古墳群も,山を

削り谷を埋め尽す宅地造成工事の犠1生 となって,標高92πから60筋へとひと思いに削りおろされた

のである。今は階段状に造りだされた中心施設や山陽西小学校,そ の他宅地などとなり行政番地も

割り変えられて,か っての丘や谷の姿はもう眼前には浮びあがってこないのである。
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用 木 古 墳 群 第 1号 墳

第 1章 序 説

用木古墳群第 1号墳 (略記号Al)は ,岡山県赤磐郡山陽町河本字野山65番地の丘陵頂に,第 2

号墳 と隣接 して所在する円墳である。共に岡山県営山陽新住宅市街地開発事業にともな う事前発掘

調査の対象となり,山陽町教育委員会が岡山県の委託を受けて実施 した。発掘調査は第 2号墳の調

査 と同時に併行 して行なわれ,昭和45年 4月 8日 に開始 し昭和45年 7月 28日 に終了した。

昭和46年 3月ち 本古墳群調査終了時点での調査略報を刊行 したが,そ の後昭和50年 3月 までの 5

か年間は当山陽住宅造成工事との競合から,現場をあけるための発掘作業にのみ専念せざるを得な

くな り,出 土遺物等の整理が遅延 していた。そのためここにようや く本報告書の刊行ができるはこ

びとなったのである。

第 1号墳の発掘調査によって,本古墳と同一立地に複合する竪穴式住居l■や墳外丘陵上に土装墓

等が発見され,後に用木山一帯に広がる弥生時代集落址の用木山遺跡,横穴式石室を主体とする後

期古墳群,奈良・平安時代の墓等長期にわたる多種多様の遺跡が,同一立地に集中して複合するこ

とを知るきっかけとなった。また本古墳の発掘調査の結果,第 1号墳および第 2号墳は共に当地域

における初現的な古墳であり, しかも世代的に引き継 ぐ形で築造され,古墳の出現と展開の歴史的

過程を追求するうえで貴重な資料と確認された。

山陽町教育委員会では本古墳の重要性に加えて,集落遺跡との複合もあって,当該遺跡の現状保

存を発掘調査後ただちに工事主体者である岡山県土木部に要請した。しかし協議の結果は,住宅地

造成計画上現状保存は技術的に困難であると結論され,結局は用木山遺跡の発掘調査によって,昭

和47年 1月 10日 本古墳は掘 り崩され消滅 した。今は基盤である丘陵もろとも約25れ も削 りお ろ さ

れ,住宅団地中心施設用地となっているのである。

本古墳と複合する用木山遺跡等の報告は,編集の都合上用木山遺跡を第 4集,後期古墳群等を第

6集に集録する予定である。 したがって本書においては,用木古墳群に限定 して取り扱 った。その

ため先に報告した用木古墳群発掘調査略報で,本古墳と一括 して記載 した土壊等についても整理 し

て,明 らかに本古墳と時代的に異なるものは大 々の関連遺跡と合せて報告することとした。上装番

号等の一部が先の略報との間で差異を生 じる結果となったが,御了承賜わりたい。

第 2章 立 地

用木古墳群第 1号墳は当該丘陵群のほぼ中央にあって,最高位でもある標高92πの用木山の頂き

に,第 2号墳と近接して立地している (図 4,図版 2,)。

用木山は亀甲状に隆起しているものの,おおむね平坦地となり巾約23れ ,長 さ約 100η′の広がり

をもち,尾根主軸の方位は北東を示す。丘陵頂平坦部の両端を夫 起々点とする各 2条の尾根支脈が
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第 4図 第 1号墳・第 2号墳周辺地形図

いずれも扇状に広がって分岐され,ち ょうど寄せ棟づくりの尾根のような形となっている。 したが

って各丘陵支脈の尾根は,比較的にゆるやかな起伏をもって下降しながらのびているが,そ の両斜

面は急傾斜となり丘陵頂西斜面で19分の5,東斜面で10分の4と なっている。

第 1号墳は用木山頂平坦部の北東端,すなわち北北西と東に向けて分出してのびる丘陵支脈の分

岐点に立地 している:第 2号墳以下用木古墳群16基は, |の 第 1号墳の立地点を起点として,北 JL

西から北東に湾曲してのびる丘陵尾根稜線上に分布しているのである。

当該丘陵群中最高部に立地するこの第 1号墳の上に立つと西方にそびえる高倉山を背おい,眼前

にはまわりを低い山々で囲まれ,砂川流域の広々とした平地を一望のもとに見わたせる立地を占め

ている。また当丘陵群中に所在する9支群82基の古墳をはじめ,ほ とんどの遺跡や丘陵内に深 く入

|
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りこんだ谷水田をも,丘陵尾根支脈ごしに眺望できる。まさに当地における主墳としての立地にふ

さわ しい位置を占めているのである。

第3章 調 査 前 の 概 況

第 1号墳の立地する用木山一帯は,発掘調査を開始する時点では自生による松林であった。第 2

号墳 と墳端を切り合う程に近接 しているため,当初の分布調査の段階では,あ るいは全長50π程度

の前方後円墳かとも考えられたが立木伐採の結果, この両者の間に墳域を画する溝が検出され,大

々が独立した古墳であることが確認できた。

第 1号墳周辺部は丘陵頂に位置していることもあって,開墾とか林道などの後世の人為的な手も

入 らず比較的によ く原況を保っていた。 しかし,第 1号墳墳頂中心部には国土地理院の二等三角点

が設置され,標高92.4れ のコンクリー ト標柱が埋設されていた。また尾根主軸に沿 って第 2号墳側

の北東方向の墳丘斜面から,墳頂中心部に向けて最大中 2π,長 さ3.6れ ,深さ現状で0。 8%の 盗掘

波が掘 られ,そ の排上が墳裾部に埋積 したり,本古墳の立地する丘陵斜面の急傾斜となる西および

南東部では,封上の一部流失が認められ,古墳外形測量図では等高線にかなりの乱れを生 じている

(図 5)。

本古墳は丘陵頂のY字状に尾根支脈を分岐する地点に立地 し, しかも各尾根支脈の比高にかなり

の高低差があるためその墳端部が明確ではない。丘陵頂の平坦部を基準とした計測値で,本古墳の

規模は径26れ,墳頂平坦部径 9れ ,墳丘の高さ約 2.5π のいわゆる薇頭円錐形の円墳と推定 した。

そ して発掘調査開始前の外表観察の段階では,葺石や埴輪等の外部施設についてはなにも検出され

なか った。

なお,本古墳の南西にあたる用木山頂の平坦部,および東にのびる丘陵尾根の本古墳との接地部

にあるテラス状平坦部は,と もに自然に形成されたとするよりも,人為的に削平整地された可能性

が強い。本古墳の葬送祭祀にともなう,何 らかの施設として設けられたのではないかと推 測 され

た。 しかし後の用木山遺跡の発掘調査によって,本古墳に先行する弥生時代中期の集落址が発見さ

れ,それにともなう造成整地面であるとの見解が有力となったのでここでは付記するにとどめた

い  。

第 4章 外形 と外部施設

本古墳の外形は,発掘調査前の外表観察のとおり円墳である。墳丘を十文字に切断するトレンチ

と墳丘の全面剥土調査の結果,本古墳を基点にY字状 3方向に分岐する丘陵尾根と,墳端が接する

部分にだけ墳域を画する溝と葺石をもつ他は,埴輪の囲続や墳形供献物等の外部施設は何も認めら

れない。

墳丘の規模にくらべて丘陵頂平坦部の幅員が狭く,尾根文脈の高低差も大きい。したがって墳丘

一豪
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第 5図 第 1号 墳 外 形 図



の築成は,いずれの方角か ら見ても均

整のとれた裁頭円錐形の古墳に見える

けれども,測量による平面プランでは

かなりの歪みをもった長楕円形を呈す

るのである (図 7)。 墳丘の築造は丘

陵頂の自然地形の高まりを利用 して18

π X19π の円形な水平整地面を削りだ

し,こ の面を基準にして上 方 は盛 り

上,下方は突出部を削りくぼ地は土を

盛って整形 したものである。そのため

墳丘の高 さも一定でな く,南丘頂平坦

部か ら 2.5れ,第 2号墳の境界でもあ

る北墳端溝底から2.98π ,地形の低い

東尾根墳端部から 6.6れ を測り葺石や

溝もその部分にだけ設けられているの

である。

墳域を画する溝および葺石は,前述

もしたとおり墳端部全域に施されたも

のではな く,丘陵尾根稜線と接する部

分にだけ直線的に設けられ, 3か所を

合せて累計 しても全体の 3分 の 1に満

たないのである。 しかも部位によって

かなりの高低差や施行方法などについ

ても,大 きな差異を示 している。

3遺構のなかで最も整然としている

のは,第 2号墳との境界にあたる北墳

端部である。元来第 2号墳の方が原地

形も高 く,築造も先行 し溝も掘 られて

いた。後に本古墳築造の際さらに拡張

したらしく,第 2号墳の墳端部をかな

り切 り込んだ形となっていた。溝は尾

根主軸に直交して掘 り込み上縁で巾 5

%,長 さは尾根巾いっぱいの16%に わ

たってほぼ直線的に掘 られ,その深さ

は最も深い尾根中心線で墳丘整地面よ

Л

′
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Ⅵ
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第 7図 第 1号 墳 発 掘 調 査 区

り 1.3れ を測る。横断面形はカーブの緩い上向き馳物線,溝底長軸はほぼ水平で発掘調査時の埋積

土は0.75πである。

北墳端部の葺石は溝内12れ に施設されていた。溝底部から葺かれ,最下段の石は角形に面取 りさ

れた40鋼 ×40cmほ どの大形で, しかも規格もほぼ揃らた石材を外ふ くらみの円弧状に整然と立て並

べ,そ の上にやや小形の石材を積みあげ,葺石というよりも石垣といったほうがよい くらいである

(図 8,図版 7)。 葺石基部が門弧状を示しそのカープから推定される直径は32.4れ となって,本

古墳の規模 と墳形を定める大きな手がかりとなった。葺石に用いられた石材は,本古墳が立地する

用木山を構成する花聞岩がほとんどであるが,な かに川原石が数個混在していた6ま た葺石の葺か

れている部分は地山を直接掘り込んだ生き土露呈面に限られ,墳丘盛り上面には及んでいない。 し

たがってよ り深 く掘りさげられた中心部で高さ 0:8纂,両端部の掘 り込みが浅 くなるにつれてその

高 さは減 じるのである。

本古墳南西の用木山頂平坦部と接する溝は,古墳周塵としては極めて不整形で,溝というよりも

長さ12π,最大巾 6.5れ,最深部 1.2れの規模で掘られた不定型な大きい穴である (図 10)。 溝の

- 84……
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長 1lL線は尾根主軸に直交 し尾根平坦部巾いっぱ

いに掘 られ,墳端部から溝底余1面一帯には転落

した茸石が長さ 6.5ηし,中 1～ 2れ にわたって

認められ, さらに東端にはこの葺石面を切って

壇外土城墓の第 2主体が埋葬されている。 した

がって,濃や溝としては不定J形ではあるが,中

心主体をつつむ化粧土等の採土地として,古撃l

築成と深いかかわり合いの過程で掘 られたもの

であろう。葺石石材はすべて花闘岩である。

地形の最も低い東丘陵支脈との1妾 点となる東

墳端部の溝は,あ まり判然としない。本古墳築

成の際尾根部をかなり削平 して整形 した ら し

く,墳端外月1は 周庭帯状の平坦部を形成 し墳端

に接 して長さ 3.4π ,中 1.8れ ,深 さ 0。 6π の

溝遺構が検出され,そ の周辺一帯に葺石と思わ

れる花聞岩の石材が転落 した形で長さ 8.8れ ,

中 2.5m～ 4π にわたって認められる。

葺石の配置や形状からみた本古厚tの外形は歪

みをもった多角形を示し,墳端高も一 定 で な

い。各墳端と墳頂との比高は北溝底で2。 9877L,

南墳部で5。 38π ,南西丘陵平坦部で3.05れ ,東

墳端茸石外縁で 6.6ηしを測る。これらは地形的

制約による歪みであって,本古遺の見せかけの

形状はどの方角から見てもほぼ均整のとれた円

墳を示 し,原況を最もよく遺存する北葺石基部 
｀

の円弧状カーブや,中 心主体の埋葬様式等から

推測 して平面プランは26π ×32れ の楕円形では

あるが,も とは円墳として設計され築造 したも

のと考えられる。

以上のことが らから本古墳の外形は,径 26π

X32れ ,墳頂平坦部径 9η ,高 さ平均 4.5π の

哉頭円錐形の円墳で,墳端部が丘陵尾根主 1噛 と

接する部分の 3か所にのみ,部分的にそれと直

交する溝と墳裾地山削平面に茸石を施 したものであ

第 5章 埋 葬

∂呂
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れぁ

1

甦_0

ギト膊γ
凝■ァ
第9図 第 1号墳東墳端葺石実測図
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本古墳の埋葬施設は,墳頂中央部の第 1主体のほか,墳外丘陵上の上族基 2主体の計 3主体と考

えられる。先に報告 した用木古墳群発掘調査Ⅲ各報では,墳丘直下の地山層に掘りこんだ土墳や,墳

外丘陵で発見したすべての土装墓等を加えて計 6主体として取り扱ったが,後の用木山遺跡の発掘

調査の結果,当該地が弥生時代集落址や後期古墳時代の上装墓遺跡等と同一立地に複合することが

明かとなり,本古墳と明かに年代を異にする土装墓については本報告から除外した。いずれ稿を改

めて,それぞれの関連遺跡の報告に合せて記述したい。またここで扱う墳外 2主体についても,本

古墳との直接的なかかわりは明確でない。原則的には本古墳は,第 1主体のみの1古墳 1主体の可

能性が強いのである。

第 1節 第 1主 体

1.調査の進め方

墳頂部における埋葬施設の調査は,北に向う丘陵尾根主軸,すなわち第 1号墳と第 2号墳の中心

部を結ぶ延長線を基軸に,第 1号墳の中心でそれと直交する中 lπ十字形の堤を設け,扇形平面発

掘を実施することとした。当初は主体確認のため,堤の西と南に沿って巾lれの トレンチによる試

掘を行なった。その結果現墳頂から約90Cm掘 りさげたところで,墳丘盛り上中に径約10π の平坦面

がつくられ,そ の中央に尾根主軸と直交する大形土壊の存在が確認されたのである。早速各扇形発

掘区を上墳掘り方上面まで掘りおろし,上墳上面を露呈させるとともに,上層部の断面観察と実測

を行なった。土墳が掘られた墳丘内平坦面上方には,土壊を掘るための切り込み線等は 認 め られ

ず,本主体の埋葬が墳丘築造過程の中で行なわれたことを物語っているのである (図 6)。

第10図 第 1号 墳 南 西 溝 及 葺 石 実 測 図
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表13 第 1号墳第 1主体計測値

670 Cm      1        260 cm

木 1棺
東 /1ヽ   口 請ドー枡―

―
一

―
一

‐

―

―

1   470釦
96 印

断面観察の後,上部の堤を除去して土嫉内の発掘調査を行なった。土墳内は有機物を含まない均

質の地山マサ上で埋められていたが,約 8帥掘りさげたところでその中央に長さ 4.7π,巾 0.8π

の長方形をした切り込み線が検出され,棺の構造を知ることができた。棺材はすでに腐朽消滅して

遺存しないが,埋上に残された圧痕と赤色顔料から,害」り竹形木棺であることが明確になった。主

体調査の後,主体および墳丘築成の断面観察を兼ねて,先に設営した トレンチを地山層に達するま

で掘りさげ,観察と検討を試みた。

2.規模と構造

第1主体は,Y字状 3方向に分岐する尾根主脈のうち,第 2号墳の立地する北に向う尾根主1噛 に

直交して,墳頂中央部の現墳頂下約90cmに 埋葬されている。主体長1嶋線はE7度 Nと ほぼ東西を示

し,木枯,土墳,墳丘横断中軸線のいずれもが共通している。土渡掘り込みのはじまる平坦面は,

ほとんど高低差のない水平面となっている。

木棺を納めた上抜は大形の隅丸長方形に掘られ長さ 6.7れ ,巾 2.6れ ,平均深 0.5れ を測る。土

壌底面はほぼ平らな面を保つが東から西へ断移的に低 くなり,両端部での比高差は16cmで ある。底

面の広さは長さ 5。 8纂,巾 2.2れ ,深さは東小口0.44π ,西 Jヽ 日0.57れ を測る。掘り込み壁面はい

ずれも上方に広がる外傾斜をみせている。

土城中央に納められた木棺は,先述もしたとおり,すでに腐朽消滅して全 く遺存しないが,埋土

と木l17外表との接触によって形成された曲面と,その面に付着する赤色顔料から割り竹形木棺であ

ることが明確になった。埋上に型として遺存する曲面は,下半部の約 4分の 1程度である。曲面は

完全な円弧を描かずやや不整である。木棺の腐朽にともなう陥没や上圧などによって多少の変形は

あるとしても,ほ ぼ棺の原外表の形を保っていると考えられる。棺型の残る上縁部での長さ4.ウ れ ,

平均巾76印を測ったが,東西両小田部での顕―y_な 巾差は認められない。曲面のカープがほぼ原状に

近いとみられる部分について,木棺外径を推測すると東小日付近96cm,中央部93卸 ,西小日付近90

6π となり,原木の巨大さと,棺の向きすなわち元部を東に,末口を西にして安置したことを示 して
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いる。また棺の両側線および底面長軸線

共かなりの歪みをみせ,原木の形態を表

わすものと理解 した。棺底も土娠底面同

様,東から西へ漸次低くなり,東西両端

部の比高は15cmを測った。土壊床面と木

棺底面との差は東小口12cm,西小口3 cm

である。

棺内の施設として,花商岩礫 2個を用

いた枕石 l対が検出された。枕石の位置

は棺底東小日から 1.6れ ,同長軸中心線

よりやや北にずれてはいるが,後に述べ

る高1葬遺物の配置状況からも,ほぼ原位

置をとどめるものと理解した。木棺腐朽

にともなう陥没による影響も僅少であっ

たと思われる。なお本棺では当枕石のほ

かには,礫床,小日閉鎖,排水設備等の

諸施設については一切認められ な か っ

た。

赤色顔料は,棺側の曲面および底面の

ほとんど全面にわたって認められたが,

部分によってかなりの濃淡差がある。全

体としては側面にくらべて底面が濃く,

特に枕石を中心とした部分では,約 lπ の範囲にわたって水銀朱が検出され,その他の部分は酸化

鉄である。本棺自体がすでに消滅し, しかも圧痕の残存部も下半部のみでは,赤色顔料がもとどの

ような形で施されていたかは不明である。側曲面の上方にまで付着していることから,棺内法1/Dみ

でなく外表にも塗布されていたと推察されるていどである。

土壌内の埋土は木棺底部も含めて,有機物を含まない精選された地山マサ土 (花 闘岩蝶舌L土)が

用いられている。土墳の掘り込みのはじまる平坦部での1官 との間隔は,東小田部91cm,西 4、 田部57

cm,北側75cm,南 側97cmで ある。土墳を掘った際の平坦面で葬送がなされたとすれば,上機の深さ

に対 して木棺径の方がはるかに大きく,かなり上方にまで露呈する。上墳埋土とその上方∽封止と

が同質のマサ上で盛られていることから考えて,併行して施工されたとも推察できるのである。

3.副葬遣物の発見状況

本主体の副葬品の発見状況は図示したとおりである (図11,図版4)。 東小田部から順次その出
土状況について説明したい。

〔銅鏃〕

L_____1-… ……_一一―‐lm

第12図 第 1号墳第 1主体断面図
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木棺底面長軸線を中心と

して,東 4ヽ 日から94cmの と

・ ころに,西に矢尖を向けた

計 37本の銅鏃が一括 して高1

葬 されている。発見時の銅

鏃の広がりは横巾26cm,縦

20cmの 範囲を占め,そ のう

ち 7本が不規則に遊離 した

形をみせているほかは,整

然 と揃えて置かれている。

鋼鏃矢柄部には竹柄の一部

3が残存 し,そ の東側約50cm

の範囲には矢柄に塗布され

0                 1 0crrl
l_  l    l

第13図 第 1号墳第 1主体銅鏃出土状況

ていたと考え られる筒状となったウルシ膜と,赤色顔料および銅鏃に押えられて下方となった底面

の上が,有機物の影響によって黒色に変色 していることか ら,こ れ らの一括銅鏃は,も と矢筒に納

めて被葬者の頭位の東小日部に供献されていたものと推察される。数本の遊離銅倣は,棺の腐朽陥

没の際土圧によっての移動と理解 した。

〔貪J〕

木棺底面長軸線に直交して,東小日より 1.3れ のところに剣先を北に向けて鉄剣 3振 りが一括 し

て置かれている。銅鏃矢尖より35cm西にあたり,後述の銅鏡の西に近接している。剣の西方2.25π

には, これと同様の形状で鉄斧 2と 鈍 lが一括 して置かれ,こ の両者の間に枕石をはじめ,鏡 と直

刀が検出されることから,被葬者の安置される部分を区画する形となっているのである。

〔銅鏡〕

剣の切先に接するようにして,その西方に鏡面を上に向けて銅鏡 1面が置かれている。棺底東小

日より鏡の中心まで 1.4π ,棺長軸線より北に15cmか たよっている。そのため鏡は曲面部 に位 置

し,地 Jレの低い棺底中心部に向けてかなりの傾斜をみせ, しかも土圧によってその‐‐部を欠損して

いた。棺および遺体の陥没によって鏡面位置も移動するため,も とどのような形状で供献されてい

たかは不明であるが,西に隣接する枕石の位置等から類推 して,元被葬者の頭側または頭位の東に

供献されていたものと思われる。

〔直刀〕

棺底東小日より2.25πから2.3577b,長軸線の北側約17cmに それと平行して発見された。切先を頭

位のある東,匁部を北に向けているが銹化が著しく,刀身のみが数片に折損しての検出である。切

先の向きはともかく匁の向きは,陥没時の影響もあってもとの姿は定かではない。枕石から切先ま

での距離 lπ は,刀の向きと合せ考えて被葬者に着装したとするよりも,右体側の足部にそえて置

かれていたと考える方がより妥当のようである。

〔鉄斧・鈍〕
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第14図 第 1号 墳 第 2主 体 実 測 図

鉄斧 2と 鈍 1の計 3点を一括して先に述べた銅鏃同様,棺底部長軸線に直交した形で中央部に置

いている。まさに鉄剣と意識的に対称 した形となっている。この一括遺物が木棺内に遺存する西端

の遺物で,東小日から3.6れ ,西小日から1.1れの位置にある。

第 2節 第 2主 体
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墳丘南西の墳端部,崩れ落 ちた葺石下方に直接地山を掘り込んで構築した土城墓である。第 1号

墳の立地する尾根平坦部が南東面する斜面に臨むその肩部に位置している (図 14,図版11)。

第 2主体は,南西葺石の露呈作業中に葺石東端の一角に,土壌掘り込みの1喘椰が検出された。し

たがって土城埋土には葺石の石材が混在 して,本古墳築造後の埋葬を物語っいる。またここは丘陵

頂平坦部肩とはいえ,墳端と平坦地の境界に掘られた溝状遺構の東端部にもあたり,僅かに西に低

い傾斜地となっている。主体プランは不整形ではあるが,ほぽ長楕円形を塁し二重掘り方となって

いる。長軸中心線の方位はN45度Eを示 し,丘陵尾根主刺1と 平行している。

土城の掘 り込みは,現在確認することのできる地山生き土上面から約10cπ ～20帥掘りさげたとこ

ろで段をつ くり,さ らにその中ほどに細長い溝状の墓墳を掘っている。掘り込み壁面は上広がりに

外傾し,土壊底部は長1油 断面ではほぼ水平を保つものの,横断面は上向きのやや不整形な拠物線を

示す。床巾は地形の高い東部がやや広く最大中45cmを 測るが,地形の低い側の南西小口では20卸 と

狭 くなる。東端部底面にこぶ し人の山石 4個 を用いた枕石と,そ の周辺に赤色顔料の広がりが僅か

に認められるほかは,伴出遺物および施設は皆無である。

本主体の計測値は,最上部現地山上面での長さ248cm,最大中163cm, 2段 目掘り込み上面長 215

cm,最大巾80cれ ,平均巾70m,床面長 183cm,現地表から床面までの平均深約50cm,掘 り込みの確

認できる現地山生き土上面から床面までの深さは最大値45cm,最小値35cm,平均40cmで ある。

第 3節 第  3 主 体

第 2主体の南西 4.5π の丘陵頂平坦部東肩に所在する。本古墳からみれば完全に墳外丘陵上にあ

るが,そ の立地条件は前記第 2主体とほぼ同様である。現地表から約20cm掘 りさげたところで, ピ

ンポン玉大からこぶし大の円礫を敷きつめた隅丸長方形プランが発見され,本土族の存在を知るこ

とができたのである (図15, 図版ll)′ 。

この礫面は当初土壊の礫床かと考えられたが,調査の結果,上壊掘り込みの確認できる現地山生

き上上面の高さにだけ,ほぼ一枚並べに敷かれており,墓装はその面より下方に掘り込まれている

のである。当地が丘陵頂平坦部から斜面に向う肩部にあたり,流土も予想され,ま た墓壊が表上層

か ら掘り込まれている可能性もあるため一概には結論づけられないが,こ れらの礫は葬送祭祀にと

もなう棺埋上の過程で,何 らかの意図をもって棺直上に置かれた可能性が強いのである。

墓装はほぼ隅丸長方形に掘 られ,長軸中心線の方位はほぼ南北を示し丘陵尾根主軸に斜交する。

床面の両側に巾30m,深 さ15cm～ 20卸の溝をもち, もとこの溝に棺側板を立てて固定した組み合せ

式木棺による埋葬を想起させる。上城計測値は掘 り込みの確認できる地山上面で長さ 402cm,最大

巾138cm,平 均巾120m;床面長384cm,平均巾109cm,深 さは現地表から床面まで平均60卸,地山生

き上面から平均20cπ である。地形の低い南になるにつれて漸移的に中が狭くなり,床面も下傾して

いる。したがって北小日床面に対 して南小日床面は 8 cm低 くなっている。

第 4節 その他の埋葬施設
‐

本古墳周辺部には上記墳外 2主体のほか,墳丘直下の地山層に掘り込んだ土壊墓や丘陵傾斜面に
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6世紀土師器甕 2個を合せ口にした土器棺等も検出されている。その中で本古墳と同一立地に複合

す る土壊について,第 2号墳土壊との関連があるので簡単に記述 しておきたい。

本古墳の築造過程を考察するために,墳丘西南部を 4分 の 1全面カットした際,墳端近 くの封土

下 に地山を切り込んで構築された土壊 l処が確認された。形状は極めて不整形で,平面プランはほ

ぼ三角形を呈しているが450cz× 265cm,深 さ平均30cmと かなり大型の上壌である。本古墳築成前の

自然地形削平整地面の下にあたり,地山である花聞岩の岩盤を くりぬいて掘 られ,中 に幾つかの区

画が意識的につ くられている。本土壊の発掘に伴 う出土遺物は弥生時代中期後半の遊離土器片のみ

であり,同一平面に 2棟の弥生竪穴式住居址も発見されていること,および第 1号墳の封土盛り上

が本土壌上を一様に覆い,切 り込み線等をみせないことなどから,こ の上壊の構築は明らかに第 1

号墳の築造に先行するものである。 しかし,第 1号墳に先行 して築造された第 2号墳の調査におい

て も,第 2主体および第 3主体は,本土抜と共通性が強 く,特に第 3主体内から小形妨製斜行櫛歯

文内行花文鏡を伴出しているので,それ らとの関連性が強いと考えられるのである。

第 6章 出 土 遺 物

本古墳の葬送にともなう供献遺物は,第 1主体

発見の副葬品のみである。このほか墳丘南西溝底

の鋼帯 と,墳丘盛り上および墳丘下に複合する竪

穴式住居五L内等から遊離 した多量の弥生土器片や

石器類が発見されたが, これ らは別途稿を改めて

報告 したい。

1: 銅鏡 (図16,図版70)

三角縁の尚方作獣帯鏡である。直径16.3cmの 真

円で縁部の厚さ 0。 7cmを測る。鏡面を上に向けて

割 り竹形木棺の曲面部に位置しており,上圧によ

りその場で11片 に折損した状態で発見されたが,接合復元の結果ほぼ完形に回復することができた。

鏡面は全面黒色に変色 し,銹化が進んで青銹が吹き出して保存度はさして良好とはいえない。鏡

面の全域にわたって点々と水銀朱がついているほかは,付着遺物は何も認められなかった。鏡面は

健かにとつレンズ状を呈 し,その両端のそりは 0.2cmで ある。

鏡面の保存度が不良なのにくらべて,背面は棺底に敷かれた水銀朱に密着していたためか,そ の

保存度は良好で文様も鮮明である。鏡の下方部分にのみ若千の本質が遺存したが,木目が棺長軸に

‐
沿 って縦に走り,水銀朱が鏡と木質の間にかなりの層となって存在することから,棺材の遺存と推

定 した。

背面を飾る文様は,同心円によって10区 に分割され,外方より無文帯1‐ 外行鋸歯文帯,波文帯 ,

外行鋸歯文帯,直行櫛歯文帯,銘帯内区の獣帯,画来帯,珠来帯,そ して円座針となっている。

表14 第 1号墳第 1主体出土遺物一覧

一霧



縁部の企中 2.lcm,縁

端三角頂までの中は 1.9

cm,縁部全体で僅かに内

反 しながら盛りあがり,

厚さ 0。 7cれ の三角縁を形

成 している。いわゆる三

角縁と平縁の中間的な様

相を呈 している。縁部文

様帯は外縁の無文帯を含

めて 4帯 に分けられてい

る。外方の外行鋸歯文帯

は巾0.55cm 160歯 ,次の

波文帯は巾 0.4cmで波形

は小さく 238波,外区に

接する内側の外イI鋸歯文

帯は中0。 45cmで 147歯 を

数える。いずれも均整の

とれた等質の文様で整然

と描かれている。

縁部と外区は約0.15cm

の段差で区画され , 外区

直行櫛歯文帯は巾 0。 6ca   第16図 第 1主 体 出

に 250目 が刻まれているが,部分的には若干斜行するものも認められる。銘帯には「尚方作党真太

巧 上有仙人不知老 渇飲玉泉飢食棗 今」と記されている。

内区は四葉座子Lに よって 4等分され,各区に半身差で右廻りに走る2匹づつの獣が半肉彫手法で

描かれている。これら対となる獣は青龍,玄武,白虎,朱雀の 4種類計 8獣であるが,朱雀区に軸

みもうl獣の小動物が描かれている他は,そ の間隙を草文で飾っている。獣は半身差で後方を走轟

ものが手前に描かれ全身を描写されているが,朱雀を除いて他の 3獣は,左に描かれているもの1ま

後ろを振り返っている。乳は山葉座の中央にのる円錐形である。乳径0.8cm,乳高0.3cm,葉 先対角

線長1,75c聯 を測る。手L座は鉦子Lに対して平行および直交して辺をおく正方形の頂角に置かれ, 1選
長5。 3cm,対角線長7.4cm,内 区巾2.5c爾,内 区内円径5.2cπ である。

銀は何らの装飾をもたない半球形で円形鉦座にのっている1銀径2.8cれ ,高 さl.2cπ ,円 形錘座懸

3.75cπである。円形鉦座の外方に2圏を続らせ,内圏は珠文帯52珠 文,外圏は結櫛菱雲文で7分 さ

れている。紐とおしの孔縁形は左右で異なる。一方は台形状を塁し,・下底辺1.0卸,上底辺0.6c購 ,

高さ0.7cmで 下底辺は円形鍛座面より0.2cm上方にある。他の一方は不整円形で横直径 0.7cm,縦 蔽

径 0.6伽 を測る。

1 0cttn

土 鏡
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銅質,鋳造共に良好で文様構成も均整のとれた精巧なつ くりである。鋳型の損傷痕等も認められ

ず,鋳出し後の研磨もよくゆきとどいている。なお本銅鏡の同角関係について検討を試みたが,現

在までのところ不明である。

2.銅鏃 (図 17,図版70)

一括して置かれた37本 の銅鏃である。上方にあって直接陥没被土に接していた面は銹 化 が著 し

く,青銹が吹き出して双部などの薄い端部での欠損もかなりみられるが,下方にあって水銀朱に密

着しているものは保存度も良好で,全 く銹化もせず原況のしろがね色の光沢をそのまま保つものも

あった。

銅鏃の形態は基本的にはいずれも同様で,丸味をもった流線形の柳葉式銅鏃である。第17図 に示

したように,巾広で扁平な匁部の下方にやや短い茎が続 く式のもので健被をともなわない。鏃の匁

部は両面とも中軸に鏑をもち断面形は菱形を呈する。側下方から先端にいたるすべてにOiい 理がみ

がきだされているが,平面形において尖鋭とならず,緩やかな曲線をもって115° ～130° の鈍角を作

っている。茎の断面はほぼ円形で茎端になるにつれて漸移的に細まるが,厳密に観察すると縦方向

に稜をもち,八角ないし十角形となるものが多い。

銅鏃の個体別計測値は第15表に示したが, 1個体の重量16θ ～18θ ,全長6.5cm～ 7.Ocm,最広部

巾1.8cm～ 1,9c屁,最狭部巾1.5cm～ 1.66π ,鏑部厚0.55印 ,基部厚0。 7cm,茎長2.2cm～ 2.3cm,茎径0.5

cm前後のものを通常とするが,なお各部に多少の大小広狭の差が認められる。これは幾つかの鋳型

をもって鋳造したものを,さ らに部分的に磨きあげた結果によるものと考えられる。

茎部全体にわたって麻糸がまきつけられたいるが,こ れは矢柄に挿入する際のかための作用を果

したものであろう。矢柄は鏃身に接しているあたりはよく遺存しているが,・他は腐朽消失して 5 cm

ほどを残すものが残存最長である。矢柄は鏃基部に密着して,そ こから約 2 cmの 間は細い糸で隙間

なく緊縛され,ウ ルシがぬられていたようである。ウルシは筒状の皮膜となって,銅鏃の東方棺底

約50mぐ らいの範囲でかなり散見されたことから,矢柄全体に施されていたと推察される。矢柄の

大さは茎部残存の竹および筒状ウルシ皮膜から類推して,0。 7cm～ 0。 9mの径と考えられる。上端部

の茎挿入部は幾条か縦に割り目を入れ,さ らに外皮の側を斜めに削って細 くし,抵抗を少くなるよ

うに工夫されているらしく,緊縛部での径は0.6卸 ～0。 7cmに しぼられている:

3,剣  (図 18,図版72)

一括して置かれた鉄製の剣 3口 である。いずれも銹化が著しく,折損していて保存状況もあまり

良くない。おそらくは輸におさめた状態での副葬であったろうと思われるが,剣身部の み の 出土

で,それ らを物語る本質や金具等は何も発見できなかった。これらの剣は接合によって,ほ ぼ原形

を知ることができた。

剣1,全長29.4cm,ほ ぼ完存に近く本主体発見の中では最も保存状態が良い。刃部長19。 2cm,茎

部長10。 2cmを 測る。関部の刃巾0.3卸 ,茎部付根T132.Omで 関部端は明瞭に角度をもって茎部と区別

されている。刃部は背中心線から左右対称につくられている。中心線は鏑をもち,その横断面は扁

盤
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表15 第 1号墳出土銅鏃計測値一覧

23.5

21.0

22.5

23.5

5.0

5.0

5.0

5.0

5.5

5.0

6.0

5.5

5。 5

5.0

4.5

5.0

3.0

7.0

5,0

5.5

5.1

5.0

6.1

4.7

6.0

4.8

3.0

4.9

6.1

5.2

5.0

5.0

5.5

5.5

5.5

5.1

7.5

5.3

16.■

14.9

14.3

15,3

■6.1

15,0

15.5

15.3

24.0

14.8

15.5

14.0

15.5

24.5

21.8

26.l

25.0

25,0

19.0

24.5

21.5

21.8

26.8

(26.1)

23.4

27.0

(28.5)

25.5

23.2

24.7

27.3

23.1

24.1

24.5

24,0

26.0

24.0

22.0

22.5

23.3

43.2

44.6

43.9

46.2

42.9

42.5

44.3

43.9

43.6

43.2

43.8

42.■

45,0

43.8

42.6

44,1

43.7

45.0

42.4

44.3

44.5

42_2

44.3

41.8

6.8

7.9

7.8

7.5

7.8

6.5

7.5

8.1

8.0

7.1

7.5

7.0

7.5

7.0

7.0

7.0

7.5

15.5

15.1

15.7

15.0

16.0

15.5

15,■

15.5

16.0

15.0

5.2

5.3

5.9

5.6

5,5

5.7

茎部理

番 号 全 長
最広巾 最狭巾 1 最大厚 基部厚 長  さ

__20.5 1  44.1 1_ュ
脚

16.5 5.5

__67.21__』 .2_|_立優塑

66.11_型■ _|_1幽型

64.2 1  40.6_|ュ 17.2

66.4 42.6 18.5

65.8 43 . 6      1ュ

__鯉 _1 43.6L_盤上

15.5

15.0

5.8

5.0

3.5

5.5

5.5

5.5

5.8

5.5

5.7

6.0

5.2

5.2

5.0

6.0

5.1

5.5

6.1

5.5

5.5

5。 0

5.5

5.6

5.1

5,5

5.5

5,1

卿

7.0

6.5

7.0

7.1

8.0

7.5

7.5

8.0

8.1

25.5 18.0

18.0

17.0

18.0

16.0

18.0

17.0

19.0

18.0

20.0

18.0

16.5

16.0

18.0

67.6

69.8

■2 67.6

14

16[ 68上

17 63.9

_」堕___|¨ ___■0壬L

19。 4

19.8

19.5

19.3

)ネ(19.7

)F19。 9

19.3

18.8

19.0

18.6

19.2

):(19.8

)K18.9

19.0

18.7

>(19.3

19.7

18.8

19,6

19.1

18.6

19,1

■8。 9

18.9

19.9

.4

メ(19.8

18.6

15,0

19.5

16.0

18,0

14.0

16.5

16.5

17.0

17.5

18.3

17.3

65.6

士 [ュ
21 1  70■ _

66.8

24   1    70.2

26_|_壼塑L
27   1    66。 7_

28 67.0

29 1_ 67.9

_■ _|_67.5
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66.5

70.5

35  1   65.8
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19,0

16.5

17.0

18,6

■8.0
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16.0

17.0

67.1 19.2
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平な菱形となる。巾および厚さとも関部に近づ くにつれてその数値を漸増する。切先より 3 cmで の

刃巾2.8卸 ,鏑厚0.4卸 ,関部での刃巾3.3卸 ,鏑厚0.6cπ である。茎部は末端になるにつ れ て 細 ま

り,末端での中は1.2cπ ,断面形は長方形で厚さ0。 4cπ を測る。茎部に多 く見 られる目釘穴は存在 し

なかつたo

剣 2,1現存長29.8cm,刃 部長26.5cmを 測るが,茎部が関から 3.2cmの ところで欠損して い る た

め,全体の計測値は不明であるも刃部長が剣 1に くらべて約 6。 7cm長 いことから,おそらく仝長 35

cπ ～36cπ程度のものと推察される。つ くりは鍛造で剣 1と ほぼ同巧である。遺存度は不良のため正

確な計測値は得 られないが,刃 巾3.Ocπ ,厚さ0.5cれ を測る。茎部に糸を巻いたらしい痕跡が10段ば

かり認められたb目 釘穴の存在については不明である。

剣 3,1前 2者に くらべて現存長18.5cπ ,双部長14.6卸 ,茎長 3.9cmと 短か く短剣である。関部の

双巾2.65卸 ,鏑厚0。 45卸 とつ く|り の技法は前 2者 と同巧である。保存状況がきわめて悪 く正確な数

値は測定できない。     1

4.直刀 (図18,図版72)

銹化した刀身部のみの出土で,それも数箇所において折損していたが,刀 そのものの保存は良好

である。刀身表面の銹部に絹布痕が認められ,も とは布に包んでの副葬と推察される。

細身の刀身で全長69cπ ,刀身長55.5m,茎長13.5cmを 測る。刀身は平造 りで鏑をもたず,刀背は

角背となり横断面は二等辺三角形を呈する。刀身部の中は切先に近い部分で 2.6cm,関 部に近い部

分で 2.8cm,背厚は平均0.65cπ を測る。刀関は銹化が著 しく明瞭でないが,匁関は直角の段,背関

はなく刀背とは直結となっているようである。茎は背部がやや厚 く,ス側の薄い横断面は台形をし

めす。茎巾2.2cm,茎背0。 7ёm,双側0。 5mを測る。茎部端から2.4cmの 中心線上に目釘穴があけられ

ている。位置的に端部に近 くもう1孔存在するものと思われるが,その部分は銹化が著しく検出不

能である。

5。 鉄斧 (図18,図版72)

短冊形鉄斧と袋柄鉄斧各 1点の出土である。後述の鈍とともに一括 して重なるように供献されて

いたため,銹化によってゆ着 してしまい分割が不可能で,細部にわたっての充分な観察ができなか

った。実測図に点線で示 した部分がそのゆ着部である。 しかし銹化のわりには保存度は良好であっ

た。

短冊形鉄斧は鍛造で,全長13.3cπ ,双部巾4。 lcπ ,頭部巾3.Ocm,厚 さ平均 0。 9cmを 測るやや小形

のものである。平面形は縦長の台形,測面形は延板状の双先が二等辺三角形,断面形はいずれをと

っても長方形を呈する。双部はとつ レンズ状にやや外ふ くらみのカーブをみせ,表裏両面から二等

辺三角形状に磨きだされているが,斜傾部と双先の距離は一方が1.7cπ ,上方が2.7cmと その角度も

異にしてぃる。匁の角度は環況で 27° を測りかなリシャープである。

袋柄鉄斧は頭部の一部を欠損しているが,ほぼ原形をとどめている。現存長 9。 3cπ ,匁部巾3.Ocm

頭部巾2.8cル ,頭部端最大中2.3卸 を測り,平面形は長方形,側面形は鋭角三角形を呈する。匁部は
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平匁であるが側面には匁をもたない。頭部は左右か ら鍛造によってつき合せて楕円形の書をつ くっ

ている。したがってその断面形は,匁部端の側から順次長方形→長楕円形→丸味をもった楕円形へ

と移行する。務部の着柄穴は上端部で内径 1.6cm× 2.2cmの楕円形で,桁門錘形の袋穴は深 さ約 4cm

に達するが,銹化が著しく着柄状況共詳細については不りlで ある。

6.金色(図 18,図 1阪 72)

断面長方形の細長い1奉状鉄器である。鉄斧とともに棺主刺|に 直交して供献され,発見時には長さ

30cll程度の一本の棒鉄として検出された。銹化著しくそのうえ土肛による影響か,一部が大き く折

れ曲ったり,9片に折損しての発見である。 1妾合によって 実測図に示 した ように現存長 19.8cmと

9.3cmの 2本となったが,端部が欠損しているためこの両者が同一個体かそれとも別個体かは 不 明

である。ただ出土状況から推察して同一個体としての可能性が強いのである。

1個体として考えた場合,現存長29.2cmと なるがもとは全長30cれ ないし32cm程 度のものと推察さ

れる。最も中の狭い基部端は原況を保つと考えられ巾0.8cm,同 厚0.4cm,先端部中1.0卸 ,同厚0.4

cπ を測る。ほとんど直線状の棒鉄であるが,現存先端から約 3 cmの ところで僅かにそりあがり巾も

広がっていることから,本鉄器は刃先部を欠損してはいるが,錐の鉄身部と推定 した。

7.その他の遺物

上記第 1主体出土の百1葬品のほかに,南西墳端溝底において遊離発見 された鋼帯 1と ,墳丘盛 り

上および墳丘下竪穴式住居址出上の多数の弥生時代中期の上器片と石器類がある。弥生 時 代 石 器

は,サ ヌカイ ト製の打製石鏃64,石槍 1,石キ リ2,蛤匁石斧 1,石庖丁 1お よび多量のサヌカイ

ト砕片である。弥生遺物については,別冊「用木山遺跡」において稿を改めて報告するのでここで

は割愛し,鋼帯についてのみ説明 したい。

鋼帯は前述もしたように,南西溝底近 くの埋土中遊離検出である。第17図 に図示した よ う に横

2.6cm,縦 2.4cπ ,高 さ 0.5cπ の平面形は正方形に近い長方形,側面形は台形のものである。 したが

って上面では横2.5卸,縦 2.2印 を測る。厚さ0.2師 の銅板でつ くられているため,内 面は透 し彫 り

のように空洞化し,上面の一辺に接して平行する貫孔があけられている。貫孔部の長さ1.8卸 XO.4

印で,銅帯上辺との間隔は 0.2mである。単品の遊離出上のため, 具体的な使途および年代につい

ては不明である。

第 7章 墳 丘 の 築 成

本古墳の築造は,丘陵頂の自然地形の高まりをかなり利用しているが,計画性をもって封土を盛

って築成されている (図 6,図版 8)。 墳丘断面図等の検討か ら,本古墳の築造の過程を考察する

と次のようになる。

まず最初に必要なのは築造位置の選定である。本古墳に先行 して築造 された第 2号墳 との関係か

ら,強 く位置選定は規制されたと思われるが,第 2号墳の南に隣接 してY字状に 3方向へ尾根支脈

一 103-



を分岐する丘陵頂の隆起部の,それも尾根幅員の広い当該地を適地として選定 している。

築造位置が決定されたら,ついでにそこへ封土を盛るのではな くて,丘陵頂を一度削 平 整 地 し

て,径約20πの平坦面を円形につ くっている。この削平整地はかなり大がかりのものである。同一

立地に複合 して所在する弥生時代竪穴式住居址のうち,原地形の高い丘陵頂に立地 して い る も の

は,柱穴底が僅か数cm残 る程度にまで削 りおろされていることからもうかがえるのである。またこ

の削平整地面と墳丘盛 り上の境界部には,木炭を含む灰層がかなり広い面にわたって認められた。

以上のことが らから,本古墳築成に先立 ってこの時点において,古墳築造の基本設計や丁張り,お

よび葬送祭祀的な何 らかの行事が行なわれたものと考えられる。

墳丘の築造は,こ の平坦整地を基準に行なわれている。すなわち平坦面上方に封土を盛 り上げ,

平坦面下方の突出部は削平,凹地は張り土によって整形しているのである。特に尾根支脈頂が低い

東部では,平坦部肩に立地 していた竪穴住居tlLを 半裁 して,掘 り方上面下 2π も切りおとしていた

り,岩盤の露呈する北西墳斜面はその岩盤を掘りうがっての大規模な作業を施している。また封土

盛 りあげも,丘陵表土層および複合立地する有機上を多量に含む弥生包含層を,墳丘表面に露呈 し

ないように,盛り上中心内部に包みこむように施工 している。これは当初周辺表土層から採土運搬

するため, 自然にそうなったというよりも意識的なものとして理解した。

墳丘の盛りあげは,当 初の削平整地面より高さ約 2πのところで一応とめられ,上方に平坦部を

つ くりだし,そ こから掘りこまれた土墳内割 り竹形木棺の埋葬が行なわれている。土墳掘り込みの

確認される平坦面より上方においては,土装を掘るための切り込み線は認められず,均質に一度に

盛 られた土層を示すのである。すなわち本古墳の墳丘築造完成後に改めて墳頂部から土 墳 を 掘 っ

て,葬送が行なわれたのではな くて,墳丘築成の過程において一時中断されて葬送祭祀がなされて

いるのである。そして埋葬後再び墳丘は整地面上高さ 2.7π まで盛りあげられ,同時に墳形そのも

のも整形し,葺石を葺いて完了しているのである。

木棺安置後の土墳内埋土およびその上方封土は,すべて有機物を含まない地山の深い生き土 (花

同岩媒乱土)が用いられ,墳斜面全域をも包んでいるのである。葺石が地山を直接削りこんだその

露呈部にのみ施されていることと考え合せて,聖なる土としての意識的な思考が考えられるのであ

る。

第 8章 築 成 年 代

本古墳の築造された年代および各主体間の関連等については,それを知る有力な手がかりとなる

伴出土器が検出されないこともあって,明確にすることができない。本古墳に先行する便 木 山 遺

跡,愛宕山方形台状墓群,お よび当該用木古墳群などの周辺遺跡との関連等と合せて検討する必要

もあるので,稿を改めて考察 したい。ここでは,隣接する第 2号墳が本古遺に先行 して築造され ,

墳形が未だ定形化していないこと,本古墳の立地および第 1主体の出土遺物および構造などから推

察 して,前期前半の所産としたい。
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第 9章 ま と め

1.本古墳は標高92れ ,眼下の水田との比高約65mの ,眺望視野の広い丘陵頂に立地する径31れ ,

高さ約 4π の裁頭円錐形の円墳である。

2.外部施設は,分岐する尾根支脈面にのみ墳端部に部分的に溝と茸石をもつほかは,埴輸の囲続

および墳外供献物等はもっていない。

3.内部主体は墳頂中心部に尾根主軸と直交して埋葬された,大形土壊内害1り 竹形木棺の第 1主体

と,墳外丘陵上で発見された土壊墓 2主体の計 3主体である。このうち供献遺物をともなうもの

は第 1主体のみで,尚方作獣帯鏡 1,柳葉式鋼鏃37,鉄製剣 3,直刀 1,鉄斧 2,鈍 1である。

4。 当該東高月丘陵群に所在する9支群83基の古墳群のうち,最高位に立地し壇丘規模も最大クラ

スである。また構造および形式から推して,当地域において最も古い定形化した古墳の一つであ
′
る。副葬品の内容等からみても,眼下の埋積盆地の豊かな耕地を掌握した首長墓としてふさわし

いものである。
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用 木 古 墳 群 第 2号 墳

第 1章 立地と調査前の概況

用木古墳群第 2号墳 (略記号A2)は ,岡 山県赤磐郡山陽町河本字野山65番地の丘陵頂に,第 1

号墳の北側に墳端を接 して所在する,未だ定形化していない古墳である。山陽住宅団地開発事業に

ともなう発掘調査対象となり,山陽町教育委員会が昭和45年 4月 8日 から同年 7月 28日 までをかけ

て,発掘調査を実施した。

本古墳は東高月丘陵群のほぼ中央にあって,最高位でもある用木山頂平坦地の北のはずれ,尾根

主脈が下降傾斜をはじめようとする肩部に立地する。そこは第 1号墳の立地点から北に向けて分出

する丘陵尾根上で,僅かではあるが地形が隆起 したところである。隣接する第 1号墳とは,墳域を

画する溝状遺構を共有する形をみせ,眺望視野もきわめて広 く,眼下の埋積平地一帯に開けた広々

とした耕地を,一望することができる立地を占めている。第 2号墳およびその周辺一帯は,発掘調

査が開始される前は松林であった。昭和のはじめ植林事業のため砂防段が切 られ,図版12に も示し

たように,本古墳の墳丘を含めて階段状に造成され,墳外表はかなり損なわれて,外形測量の等高

線も乱れをみせている (図 18)。 そのため発掘調査前の外表観察では,墳形をはじめ墳端部も第 1

号墳と接する部分の溝を除いては判然としなかった。墳頂中央に径 1.2π の小盗掘装があったが,

地元住民の話では,前記砂防工事の際に若い者たちが興味半分で掘ってみたが, 2尺ばかり掘って

も何も出てこないので途中止めして埋め戻 したとのことである。本古墳は以上の盗掘痕および砂防

段のほかには,人手は加えられていない模様で,内部主体は原況を保つと推定された。隣接する第

1号墳が均整のとれた高塚の容姿を保つのにくらべて,本古墳はあまりにも扁平であり, しかも不

定形である。立地および地形的条件を考慮 して,一応径20%前後,高さ2π程度の円墳と予測して

発掘調査を開始した。なお本古墳には,埴輪および葺石等の外部施設は,第 1号墳との間の溝状遺

構のほかは何も認められなかった。

第 2章 外 形 と外 部施 設

本古墳の外形は発掘調査の後も判然としなかった。墳域を示す有力な手がかりとなる溝も,第 1

号墳との間にのみしか認められず,葺石や埴輪等の外部施設も全 くもたないのである。 しかも墳丘

盛 り上をもたず, 自然地形の高まりをそのまま利用して,若千の削平整形を施した程度で,発掘調

査時の現墳表土が直接地山生き上であった。そのため表土層を清掃する段階ですでに中心主体の墓

墳が検出される状況である。丘陵頂に立地するため長年の風雨による流土や,砂防工事による表土

層の移動等考えられるとしても,同 じ地形的条件で隣接する第 1号墳の封上が,ほ ぼ原況を保って

整然としていることから,元来本古墳は封土を持たない構造であったと思われる。

本古墳が丘陵頂平坦部の北のはずれの,巾狭な尾根上に立地 しているため,地形の高い南側の尾
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根を,それに直交して溝を掘れば,

そのまま墳丘の高まりと幅員ならび

に墳域までも画することになる。そ

のために他の部分における墳端 も判

然としないし,墳形も明確でないの

である。そのうえ本古墳の発掘調査

の結果,中心主体のほかに墳域内お

よび墳外丘陵上に土器棺 3を含む土

墳墓 8基が発見され,後述の第 4号

墳と類似して注目された。 しかしこ

れ ら各土墳墓は伴出遺物 (土器棺も

含む)か らみて時代差もみられ,一

概に本古墳の築成および埋葬との直

接的な結びつきは明確ではないが,

当地域における弥生時代中期後半以

来の伝統的な墓制としての,土墳墓

埋葬の系譜を引くものである。

墳域を画する溝は,墳丘南債1の尾

根稜線部のみに尾根に直交 して掘 ら

れ,隣接する第 1号墳と共有する形

となっていた。 しかし溝底東端部に

位置する第 3主体の墓墳は,第 1号

墳の築造によってその掘 り込みを約

20cπ 削平され,その上層に葺石が葺

かれていることから,第 1号墳の築

造の際にこの溝が拡張された可能性

が強 く,本古墳築造当時の原況は明

確でない。現況での溝長は16π ,巾

5m,現 墳頂と溝底との比高1.67π

を測る。

以上を総合すると,本古墳の外形

はもともと円墳とか方墳とかにはこ

だわらず,丘陵頂の自然地形の高、ま

りを利用して,若千の整形を施して

見た目の高塚をつ くりだ した もの
第20図 第 2号墳墳丘断面図

で,墳形そのものも定形化していないと考えざるを得ない。当地域において古墳が定形化する直前
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第21図 第 2号 墳 発 掘 調 査 区

の,初現的不定形古墳として理解 した。強いて現況から墳形を定めるとすれば,円 墳の類形のなか

にはいると思われる。本古墳の規模は,溝底中心部を基準にすれば墳高 1.7π ,溝底と対応する高

位での径18π ,見た目の墳端径22π,高さ3.6π となる。

第 3章 埋 葬 施 設

本古墳の埋葬施設は,墳頂中央にある中心主体 (第 1主体)の ほか墳丘内 2主体,南東墳端部 1

主体,墳外北方尾根上 5主体の計 9主体が発見された。土器棺 3を含む土墳墓である。土器棺のう

ち第 4主体は弥生時代中期の所産であり,年代的にもかなりばらつきがあって同一年代同一単位の

埋葬とはいえないが,伴出遺物のないものが多 く,個 々の土墳の年代別分類も明確にで きな い た

め,こ こでは発見 したすべての土墳について,一括 して取 りあげ記述することとした。



表16第 2号 墳 内 部 主 体 ァ 覧

主体番号 ` 主 体 種 別 平 面 形
墓墳上端計測値 床面計 測 値

長 さ 1巾

(単位ca)

長 さ 1巾

1

2

3

4

5

6

7

8

9

平 底 木 棺

土 墳 墓

土 墳 墓

土 器 棺

土 墳 墓

土 器 棺

土 器 棺

土 壊 墓

土 墳 墓

墳 頂 中 央

墳 斜 面

墳 端 溝

墳 端 部

墳 外 尾 根

墳 外 尾 根

墳 外 尾 根

墳 外 尾 根

墳 斜 面

長 方 形

不 整 形

不 整 形

楕 円 形

長 方 形

楕 円 形

楕 円 形

隅丸長方形

不 整 形

358

422

420

78

227

92

40

127

189

168

165

207

67

123

73

30

90

99

245

(310)

410

76

151

110

(112)

71

(140)

190

100

74

80

９６

２７

５７

・５

２２

３．

１５

・１

２５

・０７

５５

・

２８

４３

５４

３２

・８

３６

1.第 1主体 (図 22,図版■3)

墳丘中央の地山層に尾根主軸に直交 して掘 られた土墳墓である。封上がほとんど存在せず,そ の

掘り込み上端プランが現地表に露呈する状況であっだ。発掘調査前に検出された盗掘穴 も,発掘調

査の結果内部主体中心から北にはずれていて,本墓墳の北側壁の一部を少し切 り込む程度で,調査

にほとんど支障とならず幸いであった。

本主体は長方形箱形の墓墳中央に,箱形に組み合せた木棺を置き,棺側の高さまで精選された地

山マサ土をもって埋め,葬送祭祀の後墓墳埋土を行なったものである。 したがって発掘調査の際に

は,'大形墓墳の床面から32cm上方に,巾 20むπの段をめぐらす二重掘り方の形態を示 していた。当山

陽住宅団地内所在の,便木山方形台状墓の墳外第 1主体ときわめて類似している。

墓墳は整然とした長方形箱形に掘 られ,床面も水平な面を保つ。長軸中心線は東2° 北を示 し,尾

根主軸に直交してほとんど東西である。墓墳掘り込みのわかる現地山生き土上面での長さ 358cπ ,

同巾168cπ ,床面までの現存深96cπ ,床面長245cm,同 巾71cπ を測る。現墳頂表面において掘 り込み

線が確認されたことは,本墓墳の規模が今少 しより広 く深かったと考えられる。

墓墳内に納められた棺はすでに腐朽消滅 しているが,床面の赤色顔料の広がりや棺側埋上の痕跡

から,箱形に組み合せた木棺と考えられる。棺側上端部の外法長257cπ 。同巾84cm,棺底外法長249

cπ,同 巾66cm,棺側高32cmを 測る。棺床面のまわりには,棺板を立てた埋め溝 らしいものが長方形

に認められ,そ の部分には赤色顔料も検出されなかった。また西小日の床面および棺側埋土にH字

形の圧痕が検出され,棺の構造 と規模を知ることができた。長側板が長 く小口板をその間に立てた

ものである。板材の厚さは 9 cm～ 12cmと 推定され,溝底内法を棺内法とすれば棺内法長 21lcm,東

小口巾61cm,西小□巾57cm,平均巾61cmと なり東小日の方がやや広いつ くりである。さらに墓墳床

面と木棺床面の間は,約 7 cmの埋土が認められる。

棺床面において実測図にも示 したように,本人の花自岩礫 5個 と,墓墳埋土中にも遊離 した状態

で数個が検出されたが,当 地が花同岩を基盤とした地質であり,ま たその出土状況から意識的に用

計測数値はすべて現存部での数値 ( )内 は推定値である。
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′ヽられたものかどうかは不明である。

本主体の高1葬 迪物は,棺床面上において発見された径 9.7cmの 方1各 規矩鏡 l llliの みである。棺側

里土内側の床百i東小日から83c“,JL側壁から29cmに鏡の中心をおき,鏡面を上に向けてほぼ水平の

状態で発見 された。ほぼ原位置に近いと考えられるが,棺材および遺体がすでに腐朽消滅している

ので,具体的にもとどのような形で埋納されていたかは不明である。棺巾が東小日に広 く,赤色顔

料の遺存も鏡出土周辺が特に鮮明であることなどから,お そらく被葬者の頭位の近 くに供献されて

いたものと推察できる程度である。

2.第 2主体 (図 23,図 版14)

第 1主体南西の墳斜面に,地山岩盤を掘 り込んだ第 2主体が所在する。平面および断面とも不整

形な土装墓であるが,強 いていえば歪みをもった隅丸長方形の基城である。上壊長軸は北 30° 東を

示 し,尾根主軸に斜交し墳丘等高線に対しては直交する。第 1主体長軸延長線とは 58° で交わる。

両主体の掘 り込み上端肩部での最短距離は90cmで ある。

本墓装の規模は,掘 り込み上端のわかる地山上 lfliで の長さ422cm,最大巾165cm,最 小巾 125clll,

深さは床面が一定でないため不規則であるが,現地表からの平均深で約55cmを 測る。地山ガ独であ

る花同岩風化層を掘 っているため,5rlli形 および断面ともに一定でなく不規則である。床面に間仕

切状に岩脈を残 したり,花同岩礫を並 らべたような形跡 も一部において見 ら̀れ ,あ るいは複数埋葬

の可能性も考えられたが確証は得 られなかった。床 lltiは 全体的にみて,地形の底い南西部に不規則

であるが漸次低まる傾向をみせ,両小田部での床面比高は34cmを 測る。

本土壌は伴出遺物をもたないため,年代をはじめ本古墳との直接的なつながりは不明である。上

娘掘 り込みの形状は第 3主体,第 9主体,第 1号墳丘下の上壊と共通点が多い。本土壊が第 2号墳

牲 形後に生 じた墳丘斜面に掘られていること,溝底所在の第 3主体が,第 2号墳と第 1号墳の築造

される間に掘 られ,小形佛製鏡を出土することなどから,第 1主体と比較 して,土旗形状に大きな

隔た りはあるとしても,共通の墓域内にそれも近い年代のうちに埋葬されたという,つ ながりは認

められるのである。

3.第 3主体 (図 24,図版15)

本古墳の南東墳端部外方,墳域を画する溝状遺構の東のはずれに掘 られた墓城である。溝に直交

して しかもその溝底に位置する大形墓墳のため,本古墳ならびに隣接する第 1号墳の両墳裾部にま

たがって切 り込んだ形状を呈しているが,第 1号墳の墳丘盛 り上がその上部を覆い,そ の上に葺石

が築かれていることから,第 1号墳の築造に先行しての埋葬 と推定される。

墓壊は花岡岩の岩盤を直接掘り込んだ,やや不整形な長方 J移のプランを示すが,墓墳内は,そ い

上方に葺かれていた葺石の崩落と,墓壊自体が岩盤を切 っている関係から,準大から児頭人の山l灘

が充満し,そ の検出は困難であった:中にいくつかの間仕切的な小プロックの痕跡 も認められ,薬

墳規模の大 きさからも複数埋葬の可能性も強いのである。

墓壊の規模は,掘 り込みの上端がわかる現地山上面で長さ420cm,平均中207昴 ,床面は一定でな

一-112-―
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第23図 第 2号 墳 第 2主 体 実 測 図

いが全長410cm,平 均巾190cm,深 さは地形の高い第 1号墳側の東南小口で,現地山生き土 か ら74

cll,平均57卸 を測る。墓壊内間仕切りでブロックの一例をあげると長さ 180cm,中 70cm,岩盤を掘

り残したり割り石を並べて垣状に置き,その内側を掘りくばめて平らな床をつくりだしている。墓

墳長軸線は東30°北を示 し,尾根主軸に対 してほぼ平行である。

副葬品として,径5.5卸 の小形傍製鏡 1面が発見された。墓壊東小口から244卸 ,北側壁にほとん

ど接して,鏡背を内部に向けてもたせるようにしての出上である。墓装床底より約 8 cm上方に浮い

て,有機上層中に若千の赤色顔料の広がりとともに検出されたがた詳細は不明である。

― ■13-一
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第24図 第 2号 墳 第 3主 体 実 測 図
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4。 第4主体 (図25,図版17)

第 2号墳の北墳端部に掘り込まれた,土器棺を内蔵する小土壊墓である。第 1主体の北 6.7π ,

丘陵尾根主

1咄 の東約 4

πの,北東

に向けて下

降する傾斜

面に所在す

る.砂防工

事の際に土

器棺も含め

てその上方

を削平され

原況の下半

部約 3分 2

の遺存であ

る。

墓墳は棺

に利用 した

土器 (甕 )

第25図 第 2号 墳 第 4主 体 実

の形状と大きさに合せて楕円形に掘られ,現存で掘り込みのわかる地山上端面長径78cm,短径67cm

を測る。墓墳長軸は南42° 東を示し,尾根主軸に斜交するが,当該地での等高線に平行である。墓

壌縦断面形は土器棺底部の置かれた西南小口を深 く,その床面はfLI斜 している。床面長76cm,両小

口床比高12卸,傾斜角10° である。等高線に直交する横断面形は,本来上向馳物線状に掘られてい

たと思われるが,地形の低い北西部は砂防工事および流上のために,ほ とんど掘り込みの深さが認

められない状況である。掘り込みの深さは最大30cπ ,最小15m,平均22cmを測る。

土器棺の口縁部は葬送の際の打ち欠き,胴部上半も削平されて欠損し身部下半のみの検 出で あ

る。弥生時代中期終末ないし後期初頭の甕である。墓装長軸線に合せて横臥した形で納 めて い る

が,日縁部のある南東部をやや上位にした斜傾である。斜傾角度は24° を測る。上器の形状および

圧痕から,棺としての有効規模は長さ52cm,最大中約40m程度であったと考えられる。

5。 第5主体 (図 26,図版16)

第 2号墳北方の墳外丘陵尾根に所在する上壊墓である。北にのびる尾根主軸線をはさんで東に本

主体,西に第 6主体,第 7主体が等高線に沿って巾6%の範囲に群在する。尾根主軸の東 0.5れ に

その西小口をおき,尾根に直交,等高線に平行した素掘りの上渡である。長軸線は東20° 北を示し

第 1主体の北9.2π ,第 4主体の北西3.4%,第 6主体の東 1.3れ に位置する。

司

、

卜
舞

舞

肝

卜

獅

肝

絆

射

昴

鋏

――l13-一



卜

Ｐ

第26図 第 2号 墳 第 5主 体 実 測 図

もとは隅丸長方形に掘られた墓波と推定されるが現状では,流上が著しく床面をかろうじて遺存

する程度である。床面も現表土面下平均20cmと 浅く,草木根の侵蝕や風化作用によって不整形とな

っている。現況での基族掘り込みのわかる地山上面長227cm,中 123cmを 測る。床面近 くで遊離した

小鉄器片 1点を発見したが,本主体副葬品と思われる。

6.第 6主体 (図27,図版17)

第 5主体の西方約 1.3れ に所在する土器棺を内蔵した小土壊墓である。尾根主軸稜線を対称軸に

して,第 5主体と対応する北北西に下降する傾斜面に立地している。

長径92cm,短径73cm,深 さ33cmの楕円形小墓墳の中に,土器片を利用して箱形の棺身を組み,大

形壺を縦に半裁した胴部をかぶせて蓋とした土器棺を置いていた。棺身部は,底および側面を上器

片内面を内側に向けて長方形箱型に組み,三味線胴に似た形状子示す。長さ51m,巾 36cm,深 さ15

cれ の規模である。調査終了後土器片を整理したが,計 4個体分の上器片を利用しているものの:完

形に復元できるものは皆無であった。埋葬時に完形土器をわざわざ壊して用いたものか, あるいは

すでに壊れていた土器を利用したのかは不明である。検出された土器はいずれも当地高島王泊第 5

層の土器に併行する時期の古式上師器で,用木第12号墳,愛宕山方形台状墓群出上の上器と類似す

る。本主体調査では,上器棺に利用された土器片のほかは,何も検出されなからた。

本主体の長軸中心線は東25'北 を示し,尾根主軸に斜交するが等高線に対しては平行である。な

お本主体に接して 3個の上披状の掘り込みが検出され,あ るいは墓装の可能性もあるが,出土遺物

も存在しないためその詳細については不明である。第27図 に示すにとどめたい。

―‐116-一
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7.第 7主体 (図版16)                   ・

第 6主体の南西約 2れ の丘陵尾根北西傾斜面に所在する小墓験である。風化にともなう表土層の

流失が著し'く ,や っと墓装の痕跡をとどめる程度の遺存である。掘り込みの上端がわかる現地山生

き土上面での長径40cπ ,短径30mの楕円形,縦横断面形共上向拠物線を呈する。深さは最も深いと

ころで 8師の残存である。墓壊底に同一個体土器片が数片検出され, しかも第 6主体土器棺と同形

式であることから,土器棺を主体とする小埋葬施設と推定した。墓壊長軸線は北28° 東を示し,尾

根主軸に斜交,等高線に対して平行である。

3.第 8主体 (図 29,図版■6)

第 6主体の北方約12.5%の ,墳外丘陵尾根突端部に所在する素掘りの上墳墓である。第 1主体か

らの距離は23.5%を 測る。丘陵尾根稜線上にはぼそれと直交して位置するが流上が著しく,かろう

第27図 第 2号 墳 第 6主 体 実 測 図
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司

Ｎ
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じて床面を残す程度である。発掘調

査の際も,床面に僅かに遺存する赤

色顔料とガラス製小玉 1点 の検出に

よって,や っとその存在を知り得た

状況である。現存掘 り方上面での長

径 127cπ ,短径90cπ ,床面長径 110

cm,短径74cπ ,現存最大深 7 cmを 測

り平面は小判形,床面はほぼ水平面

を保つが,も とは今少し規模の大き

いしっかりとした墓墳であったと思

われる。土墳長軸中心線は東25° 北

を示す。

9。 第9土墳 (図 30)

第 2号墳の南東墳端部,第 3主体

の北約 lπ に所在する。地山岩盤を 第29図 第 2号墳第 3主体実測図

―-118-一
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第30図 第 2号 墳 第 9主 体 実 測 図

掘 りぬいた不整形な土壊墓である。第 1主体の市東 6れ にあたる。第 2主体および第 3主体 と共通

した掘 り方を示し,掘 り込みの平面形は歪みのある長方形を呈 し長 さ 189cm,巾 99cmを 測る。墓族

内には不規則に花商岩礫が混在し,床面も不整形で一定 しない。 したがって墓族の深さも計測点で

まちまちとなる。最大深37cm,平均深25c71を 測る。長軸方位は北15° 東を示 し,尾根主軸および等

高線に対してほぼ平行である。出土遺物および土墳以外の埋葬施設はなにも検出されなかった。

第 4章 出 土 遺 物

第 2号墳出上の高1葬遺物は,棺 として用いた.土器を含めても表示のとおり少数である。

1.方格規矩鏡 (図31,図 版71)

平縁の方格規矩鏡で直径9,8cπ ,縁端厚0。 45

cm,重 さ 177.5夕 の小形品である。第 1主体

床面から鏡面を上にして出上 した。

鏡面は縁端の一部に緑銹の吹きだ しがある

ものの,大部分は黒色の銹皮膜に覆われて艶

のある光沢と滑らかな面を保ち,今でもおぼ

ろにではあるが鏡としての機能を果すほどで

出 二 遺 物
1数

出 土 主 体

方 格 規 矩 鏡

小形内行 花文 鏡

鉄  器   片

ガ ラ ス製 小 玉

土     器

l

l

l

■

6

第  ■

第  3

自雪   5

第  8

第 4

主 体

主 体

主 体

主 体

6主 体

表 17 第 2号墳出土遺物―覧
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第31図  第 2号墳出土鏡 (左第 1主体,右第 3主体)

ある。鏡面は僅かに凸 レンズ状を呈し,両端部でのそりは 0.lcm弱 である。縁端は丸味をもった断

面半円形に仕上げている。

鏡背の保存度は表面にくらべてやや劣る。緑銹の吹きだしと鉄銹の付着が多く,全体的には灰色

がかった薄黄緑色を呈している。内部主体発掘に際して当鏡のほかは何も検出されなかったが,鉄

銹の付着から鉄器百1葬の可能性も考えられるのである。背面を飾る文様は,外区の鋸歯文帯を除い

てはほとんど浮き沈みがなく平滑で,鋳造後に彫金または象眼によって描かれた感じで判然としな

い。光線に反射させてやっと識別できる状態である。

中約1.55mの 平縁部は同心円によって 3等分され,僅かに凹線帯となる中央区画に外行二等辺三

角形の連続文と,外方谷部に 1点づつの珠文を配している。三角形は底辺0。 9卸,高さ0.5cm,線 中

0.2卸で描かれ34個が連らなって続る。一見して鋸歯文または複線波文の形状を呈する。縁に接す

る外区は巾 0,3cmの同心円で区画され,斜行鋸歯文帯となっているが,鋸歯文は歯目の小さく鋭い

竹挽用鋸歯を思わせるものである。

内区は鉦を続る 1辺約 3卸の方形格と,方形格の四隅に向かう外区内線からの4V字形ならびに

四辺中央に向か う4L字形が配されているが,T字形およびその他の文様は施されていない。銀子L

の方向は方形格の辺に平行である。

鍋は径 1.8cπ の円形で径2.2ocmの 円形銀座にのっているが,銀孔底部を残すのみで上半は欠損し

ている。元の鉦子Lに対 して斜行する鉦孔をあけようと2度ばかり試みた痕跡を残すが,いずれも失
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敗に終っている。現存金11の Jじ状から, この釧は使lll中 の破損

とするよりも,鋳造時の鋳崩れと思われる。 lllの 鋳造に失敗

しているものの,銅質および鋳造とも良好でおそらく舶 1裁 の

鏡と考えられる。

2.小形内行花文鏡 (図 31,図版71)

径 6.Ocmの小形平緑斜行櫛歯文帯内行花文鏡である。第 3

主体土壊外壁に立てかけた状態で検出され,下方になってい

た縁部はすでに腐朽 して欠損消失していた。銅質および保存

度ともにやや不良で,緑銹 も全面におよび薄い青灰色となり

きわめて脆 くなっている。発見時には 'f寸着物は何も認められ

なかった。

◎

ｍ

-3u‖

-0
縁は平縁で巾約 0.4cm,緑 厚0.22cれ ,Wi llliすじはかまぼこ状

を呈する。縁の内側に一般下 った巾 0。 3cnの 外区があり,斜   第32図  小鉄器・ガラス小玉

行櫛歯文 1け となっている。絆[曲文の制 りつけは精密ではな く,曲 |卜 およびJil度 ともやや不捕1い であ

る。

内区は外区内緑 に接 して陽出した 9弁α)内 行花文を配 しているが,そ のほかは無文で平|け な出iで

ある。花文の大きさ形状とも不揃いで,イ littt/D人 小だiは 1.3cm～ 1.6cmと かなりの開 きがある。11は

やや不整円形の素 lllinで ある。径約 1.3c凛 ,場↓11110.21cmを 測るがil剛i部 を入 1は している。 当初の

釘l子しに対 して,それに直交する御1丁Lの あけLlし を試みているが人 l撫 している。鋳造時・・D鋳赫1れか後

の使用中の破損にともなう改造かは現状では不り1で ある。

鏡面は僅かに置1レ ンズ状となっているが,鏡 llli自 体に歪みがあ り,そ りの計測は不台ヒである。文

様はきわめて略式かつ不1ltい であり,鋳造等 も精riで ない小 |じ品であることか ら,佑製鏡 と判脚iさ

れる。

3.ガ ラス製小玉 (図 32)

第 8主体床面出上のガラス製小玉 1点である。りJる く半透 llllな 青色を墨する。径0.31cm～ 0.36c凛

とやや歪みをもった円形,厚 さ0。 2cmの小粒のものである。子Lは径約 0。 lcmで 中央にはぼ垂 lliに あけ

られ,側面形態は柑門J杉 である。

4,鉄器片 (ぽ 132)

第 5主体床面出上の小鉄器片である。銹化が絆 しくそれも一部分υDみ の検出のため,詳オ1]は 不りl

である。平面J杉および閣i血iJじ とも長方形を里 し現存長5,75cm,|111.5c餞 ,∫ 1ヽさ 0.62●晟輔鍛遺 |:llで iも

る。フJ子等の茎または鈍の柄の一部とも考えられるが実際については不り1で ある。

5.土器 (図 33,図版77)

本古墳出上の上器は,すべて止 ||や棺に利用されたもののみである。弊送に際 しての供南RJl榊|は ,
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♀ ::l PCm
第33図 第 2号 墳 出 土 土 器 実 測 図 ・

全 く検出されなかった。

〔第 4主体甕形土器〕

第 4主体土器棺に使用されていた甕形土器 (図 33-1)でぁる。後の土圧や砂防工事による破砕

欠損が著 しく,胴部片のみの検出である。出土形態や若千の復元観察から,胴部最大径がかなり上

位にあってやや肩の張った器胴に,口 縁端が拡張されて くの字形の口縁がつ く甕と思われる。底は

平底であるが,外ふ くらみとなって安定が悪い。現存最大高35cπ ,底部径14cmを 測るが,出 土時の

形態からくびれ部までの器高約25cm,器胴最大径約40cmほ どのものと推定される。

器胴は内外面ともへ ら削りで整形後,器表胴部下半は下から上へ連続するへ ら磨き,肩部は横方

向,それより上はへ らの動きは乱れるが刷毛目調整がなされ,肩部上方に相対 して方形押型文が 4
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か所施されている。内面の下半は指圧,上部は横方向へのなでによる調整である。全体的にり1る い

赤褐色をしているが,胴下半部に黒斑が見 られ,胎上に lπ屁～ 3m大 の砂粒を多 く含む。焼成は良

好で堅微である。器形や調整の手法ならびに当該地における類似遺物等の対比から,弥生時代中期

末ないし後期初頭の所産と考えられる。

〔第 6主体の壷形土器〕

第 6主体土器棺に使用された壷形土器 5個体分である.土器片でもって箱形に組んだ もの の た

め,完形に復元できたものはなか ったが, 3個 体は接合によってほぼ原形の概要を知ることができ

た。

(2り は口縁と底を欠失しているが,立 ちあがった短い口縁部に横張りの強い器胴部をもつ無頸

壺形土器と推察される。最大径59.6cm,現存高42cmと 大形の壷である.暗黄褐色を呈し胎上に砂粒

を多 く含む。焼成はあまり良好ではない。器表面はほとんど象1脱 して調整技法は不明であるが,肩

部 に横一列の刺突文が続 らされている。愛宕山方形台状墓周辺部出上の上器棺と類似する。 (3)

は器胴最大径がやや上にあらて, 口縁部が急に大きく外山してついている。□縁端は僅かに拡張さ

れ上下に稜をもつ。底は平底であるが,外方にふ くらみ一見丸底に近い。器表胴部は横方向への荒

い 111き 日,内 面はへ ら削りの後刷毛目調整がされている。推定高276π ,胴部最大 径 28cm,底 部 径

6.4cm, 日縁径15cm～ 16.3cmと やや歪みをみせる。灰褐色を呈し部分的に黒斑がある。胎上に lm

～ 6 mπ 人の砂粒を多 く含む。 (4)はやや横張りの強い球形丸底の器胴に,大 きく外偲iし た口縁部

を もつ明赤褐色の壷形土器である。器表はへ ら磨き,内 面はへ ら削り後なでによる調整,日縁端は

指でつまんで仕上げている。器高30.3cπ ,胴部最大径33.2cm,日 縁径16.8cm, くびれ部径14.2caを

測 る。 (5),(6)は ともに口縁部に近い部分のみの検出であるが,同巧同大の壷である。球形

に近い器胴から外曲した直口縁をもつ。器表は刷毛目,内面はへ ら削り後のなでによる調整,暗灰

褐色を呈 し砂粒を多 く含む。

第 5章 築 成 年 代

第 2号墳の築造された年代については,それを知る手がかりとなる伴出遺物がきわめて少なく,

また各主体間にもかなりの時代的な巾もあるようで明確にできなかった。

第 4主体土器棺は弥生時代中期末,第 6主体土器棺は酒津式併行期をやや降る要素をもつなど,

上器棺埋葬においても年代差を示す。また第 2・ 3・ 9主体はともに地山岩盤を直接掘り込んだ不

整形土填という共通点をもち,第 3主体は斜行櫛歯文帯内行花文の小形傍製鏡を伴出する。さらに

は当該地周辺には弥生時代中期末を中心として集落址・lll木 山遺跡と同一立地に複合す る ことな

ど,各埋葬主体の実年代を明らかにすることは困難である。

しかし,墳形が未だ定形化せず封土を高 く盛っていないとはいえ,丘陵頂の眺望視野の広い立地

を選定し,見た日の高塚をつ くりだして,その中央に中心主体である第 1主体を埋葬しているので

ある。隣接する第 1号墳の墳端および墳域を画する溝が,本古墳端部を切っていることから,本古

墳の築造は明らかに第 1号墳に先行する。また長方形箱形の墓躾内に平底組み合せ木棺を埋葬する
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形態は,当地域において使木山方形台状墓の墳外第 1主体ときわめてよく類似する。使木山方形台

状墓は伴出する土器の年代観か
を
,弥生時代後期末と推定される。さらには,後述の用木古墳群第

3・ 4号墳,愛宕山方形台状墓群等周辺の類似遺跡との比較検討などから総合して推察すると,本

古墳の築成年代は,弥生時代終末期から当地域における定形化された古墳出現までの間の所産とい

ぅことになり,今一歩思い切った推論が許されるならば,第 6主体土器棺の埋葬に近い高島王泊IJr

5層の時期前後と考えられるのである。

第 6

1.本古墳は隣接する第1号墳とともに丘陵頂に立地するが,い まだ墳形が定形化せず自然地形の

高まりを利用して肖1平整形した程度で,封土盛り上をもたない当地域における初現的な古墳であ

る。墳域が判然としないため正確な計測値は得 られないが,見せかけの径約22π ,高さ約 2πの

円墳である。

2.外部施設は地形の高い尾根稜線の南墳端部に,墳域を画し整」移する中約 5π ,深 さ約 1.377Lの

溝を掘っているほかは葺石,埴輸などは全く施されていない。

3.内部主体は墳丘中央に尾根に直交して埋葬された木棺直葬の上壊墓のほか,墳域内に 3土墳,

墳外丘陵上に5土壊の計9主体が確認された。 しかし上器棺などの検討からも各主体間に年代差

が見られるものもあって,すべての墓壊が本古墳にともなう埋葬施設とはいい難い。弥生時代中

期末の墓壊と同一立地に複合するのである。

4,副葬遺物はいずれもきわめて簡素である。第 1主体方格規矩鏡,第 3主体斜行櫛歯文帯内行花

文鏡,第 5主体小鉄器片1,第 8主体ガラス製小玉 1の計 4点がすべてである。しかし,第 1・

3主体出上の鏡は他の供献物がないだけにより注目された。

5。 本古墳の築成年代は,手がかりとなる伴出遺物が少なく明確でないが,立地,構造および周辺

遺跡等の対比などから,当地域における定形化した古墳が出現する直前の,いわゆる初現的古境

として理解した。

註

1)神原英朗「便木山方形台状墓J岡山県営山陽新住宅市街地開発事業用地内埋蔵文化財発掘調査

概報 (3)1973年

2)註 1に同じ

3)報告書未完,第 5集 に集録の予定

章 めとま
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用 木 古 墳 群 第 3号 墳

第 1章 序

用木古墳群第 3号墳 (略 記号A3)は ,岡 山県赤磐郡山陽町河本字野山65番地の丘陵尾根稜線上

に,後述の第 4号墳,第 12号墳 とともに直列状に隣接して所在する,全長約4277bの 前方後方墳であ

る。岡山県営山陽新住宅市街地開発事業施工にともない,用木古墳群15基 とともに発掘調査の対象

となり,山陽町教育委員会が岡山県の委託を受けて発掘調査を実施した。

本古墳の発掘調査は,山陽団地埋蔵文化財発掘調査第 1次契約に基づ く最初の調査遺跡として ,

昭和44年 12月 1日 に開始 した。 しかし途中昭和45年 1月 6日 から同年 2月 末 日までの 2か月間は ,

当該事業地内に所在する弥生Π寺代集落遺跡のヤケ池遺跡予備調査を,事業主体者である岡山県土木

部か ら要請され,本古墳の調査を一時中断してそれに出向せざるを得なかった。 3月 1日 か ら本古

墳の発掘調査は再開されたが,調査期間の遅れの関係もあって隣接する第 4号墳,第 12号墳の発掘

調査を流れ作業式に同時に併行する結果となった。そのため本古墳の発掘調査終了は,第 4号墳 と

同様昭和45年 4月 18日 までと,古墳規模の割にはかなりの長期におよんだのである。

発掘調査の結果,こ れ らの古墳は継起的に築造され, しかも第 4号墳は墳形も未だ定形化しない初

り1的 な古墳であるのに対 して,隣接する第 3号墳は前方後方墳 としての墳形を整えている。前述の

第 2号墳および第 1号墳とともに,当地域における古墳の出現を究明するうえで貴重な遺跡である

ことが明らかとなった。そのため山陽町教育委員会は,発掘調査終了後直ちに本古墳群の現状保存

を事業主体者に要請 した。古墳は調査終了時の現況で凍結され,保存のための協議が繰 り返 さ れ

た。 しか し古墳の周辺部は墳端部ぎりぎりまで,当初計画のとおり工事は進められ,古墳は高さ20

πの絶壁の上に取り残された形となって,造成地内に孤立するのである。また一方では保存協議が

長びけば長び くほど,古墳は風雨にさらされていたみが激 しく現状保存をますます困難 とする。そ

して最終的には造成技術上現状保存困難 と結論づけられ,団地内学校建設用地として造成 され,昭

和48年 1月 23日 に第 4号墳などとともに削平消滅 した。発掘調査終了後僅か 2年 9か月の延命とな

ったのみである。   
・

第 2章 立地と調査前の概況

用木古墳群第 1号墳が立地し,ま た東高月丘陵群の最高地でもある,標高92れ の用木山頂から谷

水田の南縁に沿って,北北西から北東へと大きく湾曲して下降しながらのびる,全長約 400ればか

りの丘陵主脈が形成されている。この尾根支脈は当初はかなりの下降傾斜をみせるが,標高80π付

近でその傾斜を緩め,あ とはなだらかな起伏をもった中狭の馬の背尾根となり,途中で北方の谷水

田に向けて分岐する3小尾根支脈を,約 100π の間隔をもって分出している。記述の都合上この小

支脈を西から第 1支脈,第 2支脈,第 3支脈と仮称する。用木古墳群16基は,こ の丘陵尾根および
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支ヽ脈稜線上に集中して所

Eす るのである (図 3,図

貶1)

第 3号墳は,第 1尾根支

辰と第 2尾根支脈の分岐点

Э中間にあたる,尾根主軸

.Lに立地する。第 2支脈分

皮点に所在する第 4号墳の

判西に密接 して築造されて

,ヽ るのである。そこは用木

占壇群のほぼ中央にもあた

り,第 2号墳 との直線距離

|ま 65πを測る。当該地での

曜根主軸の方位 は東 35度

iヒ ,墳頂部の標高は81.2れ

である。尾根稜線は巾狭な

がら後方部頂へ向けてやや

墜起するなだらかな傾斜を

示すが,谷に面した両供1斜

面は急峻で,そ の平均斜度

は北西斜面24度 ,南東斜面

26度 である。本古墳からの

リヒ望視野は広 く,眼下にひ

らけた埋積平地一帯に広が

る耕地を一望できる立地を

占める。

本古墳および周辺部一帯

は,発掘調査が開始される

前までは自生の松林であっ

た。古墳の立地する尾根稜

嬢巾がきわめて狭 く, しか

も谷に臨む斜面が急峻なた

らか,流土や埋上によって

罰地形はかな り損なわれ ,

}布調査の段階では本古墳

バ前方後方墳であることに 第 34図 第 3
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気づかなか ったほどである。隣接す

る第 4号墳 とともに,尾根上に墳丘

を思わせる高まりが直列状に接して

並んでいるのが検出されたが,いず

れ も墳形および墳端ともに判然とせ

ず,果して古墳であるのかそれとも

単なる自然地形の隆i出部であるのか

も明確でなかった。とりあえず 2基

の円墳として登録 し,発掘調査によ

って確認することとしたのである。

その時点での本古墳の計測値は尾根

主軸に沿 った長径21れ ,それに直交

する短径 15ηし,高さ約 2.5π ,第 4

号墳の径約20π ,高 さ約 2 ηιで あ

る。両古墳の墳頂部比高は地形の高

い本古墳が1.75ηし高 く,見ようによ

っては両者で 1施の前方後円墳とな

る可能性 も考えられたほどである6

その後,発掘調査に先だつ立木の

伐採と地形測量によって,墳丘の南

西尾根に前方部 らしい削平整地部が

検出され,本古墳の外形は,丘陵頂

の自然地形を利用 して築成された全

長約40れ の前方後方墳と判明したの

である。 また墳丘南束の一段と低い

斜面に,造 り出し状の小平坦面が形

成されているが,現墳頂 よ り比 高

5,6れ と高低差 も大きく墳外となる

ため,果 して本古墳に付帯する構造

物かどうかは不明で,調査の結果に

1ク だねることとした。    .

本古墳 の外表は,墳頂中央部に径

lπ ばか りの盗掘痕と思われる浅い

窪みと,北西斜面がなだれによって

損なわれているほかは,ほぼ原況を

保 っていると見 うけられた。しかし

卜
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第36図
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第37図 第 3号 境 発 掘 調 査 区 X印 は葺石を示す。

前述もしたとお りの立地条件のため,長年の風化作用の影響を受けて流土や埋土が著しく墳形およ

び稜線などは整然とはしていなかった。また葺石および埴輸等の外部施設についても,外表観察の

段階では認知できなかった。

第 3章 外形と外部施設

本古墳の発掘調査は墳頂部における内部主体の探査と合せて,隣接する第 4号墳との関連および

墳域確認のために第37図 に示 したように,両古墳の墳頂中心を結ぶ延長線と,古墳の載る尾根主軸

線およびそれに直交する3本の lπ 中の トレンチ調査を併行実施した。その結果墳裾部に続 らされ

た巾 1,577b～ 2れ の鉢巻状の葺石の存在が検出され,引 き続いての墳丘全面剥土調査によって,本

古墳の外形は前方後方であることが明確となったのである (図35,図版19)

本古墳の外形は全長42π の前方後方墳である。墳丘の築成は自然地形の高まりを最大限に利用し

て,削平整形を施している。尾根稜線にあたる前方部前面および後方部墳端は,尾根主軸に直交す

る直線的な深い攘を掘りさげ,墳丘をより高 くみせかけると同時にその幅員を拡げさせている。盛

り上は少な く後方部頂に約 lπ の盛りあげがあるのみで,他はほとんど地山を削り整形 して造り出

したものである。したがって前方部は全 くといっていいほど封土は盛 られず,現墳表面がほとんど

地山生き土面であった。
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墳端部に巾1.5れ ～2.0れ で鉢巻状の葺石が続らされている。石材は周辺の山醜に産する児頭人の

花同岩の山石である。地山を掘り込んだ尾根部の溝状遺構部ではぼ原状を保っているものの,急斜

面に臨む側方部では大 きな流失と乱れをみせている。また削平整形を施したとき地山岩盤の露頭し

ている部分では葺石を省略した形跡も見受けられる。葺石の葺き方そのものには,こ れといった法

則的なものは認 められない。葺石の他は埴1倫 の囲続等の外部施設は一切認められなかった。内部主

体土渡直上部の埋土中および葺石の間等から,若千の上師器片が検出されたが,いずれも遊離した

小破片であり, また本古墳が第 4号墳の墳端部を切って築成されていることもあって詳細について

は不明であった。

本古墳の各部位の計測値は全長42π ,後方部長2677b, くびれ部巾約 8π,前方部前面巾約10π
,

後方部頂と前方部最高位との比高2.15π ,後方部高は見る方位によって異なるが,前方部前面溝底

より3.977b,後 方部溝底より 3.5π ,南東墳端より約4.5π である。古墳の長軸中心線の方位は尾根

主軸と一致 して東35度北を指し,前方部は南西方向に張り出している。中狭の丘陵尾根を利用して

築成されているためか,総体的に細長い感じが強く,後方部も尾根主軸線に沿って縦長の長方形プ

ランを示 し,前方部 も前方部前面がやや拡大されてはいるものの全体的にみて,低平で細長いつく

りである (図 37)。 後方部頂平坦部および各稜線とも,流上の影響のためか判然としないc後述の

内部主体の構造等から推察して元は載頭角錘型の墳頂平坦部を有していたと考えられる。

なお今まであまりふれなかったが,本古墳後方部南束の墳外にあたる丘陵斜面に,造 り出し状の

方形テラスが造成 され,土城埋葬が行なわれていた。現墳頂とこの平坦部上面の比高は 5.6π と高

低差も大きく,墳端茸石よりもさらに外方に位置するため,あ るいは別個の独立した埋葬施設とも

考えられるが,現地において地形的に見た限りでは,本古墳に対しての付帯施設,すなわち造り出

しとみるのが妥当のようである。これを造り出しとするならば平坦部前面巾 6.2π ,造 り出し長約

5.577b,前面底辺巾8π,同長さ7.4れ ,平均高 1.5れ を測る。盛り上はほとんど施さず,地山を削

平整形して造 り出されたものである。

以上を総合すると,本古墳は丘陵尾根の自然地形を利用して肖1平整形を施すことによって築成さ

れた全長42れ の前方後方墳で,墳端部に鉢巻状の茸石を続らせ,さ らに南東墳外斜面に造 り出しを

有する古墳である。

第 4章 埋 葬 施 設

本古墳の埋葬施設は計 3主体である。後方部墳中央の第 1主体のほか,南東造り出しに 第 2主

体,同南東墳端葺石下方に第 3主体が検出された。いずれも基本的には墓装内木棺埋葬と考えられ

る。

1.第 1主体 (図38,図版21)

第 1主体は,後方部頂のほぼ中央に古墳長軸線に対 して直交 して掘られた,大形土娘内に平底木

棺を安置 した粘 土榔である。
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底木棺(粘土榔)

土 城 基 1墳 端 部

墓壊上端計測値 1 床面計 測値

巾 1長 さ 1巾

糧
肝

静

蒙

非

舞

顆

絋

鋏

表18第 3号 境 内 部 主 体 一 覧 (単位m)

現墳頂下約 lπ の高さに地山を肖J平整地した1lπ × 8.577bの平坦面が造成され,そ こから掘り込

まれた大形墓城である。墓壊は隅丸長方形の平面形をもって箱形に掘られ,掘 り込みのはじまる上

面での長さ570cπ ,中 230cm,墓壊床面長465cm,同 巾140伽 ,深さ90cπ ,墓壊長軸中心線の方位は北

30度西を指し,尾根主軸と85度で交わり,ほ ぼ直交する。墓壊壁面はやや外傾し縦横断面とも上広

がりの台形で,底面は水平な面を保つ。

墓壊内は粘土榔に用いられた粘上が不規則に崩落して,そ の主体構造の検出は困難を きわめ た

」L雰Ⅱ[[」 i「量[挙亀[illi機 [[遭[:[横彙Flli彙 :li彙阜[L[1螢 i「‖爺
cmの長方形を呈し,元平底箱形に組んだ木棺の使用が想定される。北小口部側壁粘上がずれ込んで

いるため,それを復元 して棺の規模を推定す ると長さ480cm,巾 50m,棺 tllll高 30cmと なる。

粘土椰として用いられた粘土は青白色を呈するものであるが,棺の上下には用いられておらず ,

棺側 と墓装の間およびその上方の壁を包む形態を示 し,通常見 られる粘土榔とはその趣きを異にす

る。棺と墓墳壁面の間は棺側の高さまで粘上を充填し,その中は約40cm～50cmを測るが,上方にな

るにつれて厚さを減じ,断面形は三角形を呈する。粘上の積みあげは二気に行なわれるの で な く

て,途中 2回 の中断がある。第 1回 は棺側の高さまで,第 2回 はその上方約30m,そ して最後に掘

り込み上端まで積みあげられている。このことは,粘土断面に縞日となって地山マサ上が崩れて堆

積 した形で,層序をなしていることからも知 られ,特に棺側高部では層序の厚さは 3 cmを 越える部

分 もあり,こ の時点で何 らかの葬送祭祀が行なわれたのではないかと想起されるのであるぅ粘土は

下方 に用いられたものほど良質で精選され,上方になるにつれて地山マサ土等の混合も日立ち粗雑

になる。 このことは採集した粘土を本古墳築成場所へ運び,保管場所および保管方法と大きな関係

があると考えられる。粘
―L椰の表面はさして整形を施された跡もなく,不規則な凹凸面となってい

る。

第 1主体の冨1葬遺物は,傍製波文帯四獣鏡 1,鉄斧 3,鈍 1の 計 5点である。鏡は棺北小日から

148cm西側壁から8 cmの 床面に鏡背を上に向けてほぼ水平位を保って発見された。緑青銹の吹き出

しが著しく,銹面に布目が型となって残り絹布に包んでの供献が想定された。鏡の上下に密着して

木質が遺存していたが,そ の形状から木棺木質の残痕と推察される。鉄斧は棺北小日から20m,鏡

か ら北に 125cmの床面に3本が一括して置かれていた。銹表面に布目が付着し部分によっては 4重

まで検出され,鏡 と同様布に包んでの供献と思われる:その置かれた形状から柄をはずしての斧頭
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第38図 第 3号 墳 第 1主 体 実 測 図



のみの供献であろう。鈍

は鉄斧と対象的に南小口

に近い35cm,東側壁近 く

の床面に 3片 に折損して

発見された。

遺物の配置か ら考える

と,被葬者は北に頭位を

置いて埋葬された可能性

が強いが,南小日から約

150cπ の床面中央に拳大

の花同岩山石 2個 を使 っ

た枕石 1対が検出され ,

あるいは複数埋葬の可能

性も考えられる。

2.第 2主体 (図 40,図 版

24)

後方部の南 東 墳 裾 部

に,地山を削平整地 した

造り出し状の方形平坦部

があり,そ こに第 2主体

が存在する。平坦部のほ

ぼ中央に,墳頂中心と結

ぶ線に直交する形で,直

接地山面に大きく掘 り込

まれた土墳墓である。墓

墳は長方形箱形に整然と

掘られ,掘 り込みのわかる現地山上面での長さ370m,巾 179cm,床面長335cπ ,巾 137cπ,深さ平均

70cmを測り,長軸中心線の方位は北35度東を示す。床面は水平な面を保ち,両端に各 1対 の枕石を

検出した。枕石間の距離は170cmで ,本主体も複数埋葬の可能性が強いのである。

北枕石は墓墳床面北小口から70cm,西側壁から中心まで40cπ のところに, 3個 の花同岩山石を用

いて置き,その周辺部一帯に30cπ ×45cmの 範囲で赤色顔料の広がりと,枕石の東に接 して鉄斧 1お

よび小鉄器片 lが供献されていた。南枕石は墓墳床面南小日から80cπ ,西側壁から35cπ に前者と同

じく花同岩山石 4個 を並べて枕石 としている。後述の第 4号墳の側からすれば,こ の 4個 の枕 石

は,並列して埋葬された 2体分 とも考えられるのである。枕石の南約20cmの 床面に小鉄器 1点が供

献されている。 この枕石はいずれも墓墳長軸中心線から,かなり西にずれていることが 注 目 され

m

第39図 第 3号 墳 第 1主 体 断 面 図
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第40図 第 3号 墳 第 2主 体 実 測 図

た。棺はすでに腐朽消失して遺存しないため,墓旗内にどのような形で埋納されていたのかは不り]

である。またこの枕石が果して被葬者の頭位を固定するために用いられた枕であるのか,棺台的な

目的で用いられたものであるのか問題となったが,後述の第 4号墳の調査において,実際に遺体頭

骸がこの枕石に載っている例が 8例検出されたことから,枕石としたのである。

副葬遺物は床面検出の鉄器のほか,図にも示 したとおり,北小田部に遊離した形で数点検出さオЪ
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第41図 第 3号 墳 第 3主 体 実 測 図

た。これ らは棺外埋葬として棺小口直上かあるいは棺埋上の上に供献されものが,棺の腐朽陥没に

ともな って墓装内に崩れ落ちた形状を示していた。

なお本主体の位置する造り出し状部は現墳頂との比高 5.6π ,葺石末端よりもかなり低 くいわゆ

る墳外とみなされるところに所在 し,あ るいは本古墳とは切り離れた別個の独立墳の可能性もある

が,見た目では明らかに本古墳の一部として構成され,同時性も強いのでここでは同一墳として取

り扱か った。また本墓旗の形態は,当 住宅団地内に所在するさくち山2号墓,愛宕山方形台状墓群

便木山方形台状墓墳外第 2主体ときわめてよく類似するものである。

3.第 3主体 (図 41)

第 2主体の南西約10π ,前方部とのくびれ部付近の墳端部,葺石下端に掘 られた上壊墓である。

形状は前記 2主体にくらべると不整形かつ小形である。やや歪みをもった小半」形で床面も整然とし

ていない。掘り込み上端の長 さ194cm,床面長184cm,巾 60cm,現 存深平均49cm,長軸中心線の方位

は東19度北を指し,等高線に平行する。床面西北隅に枕石状の山石 4 flllllを 検出するも確実性に乏し

い。冨1葬遺物は何も認められない。本古墳築成後に掘 られ,そ の後葺石が転落して上方に載ってい

ることから,本古墳築成 と一連の埋葬と考えられる。

第 5章 出 土 遺 物

本古墳の出上遺物は,表 19に示 した第 1主体に冨1葬 されたもののほか,後方部墳丘盛り上中や葺

石の間などで散見される遊離土師器片若干である。
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.第 1主体副葬品

〔波文帯四獣鏡〕 (図 42,図 版71)

平縁の波文帯四獣鏡で直径 15.3cm, 縁 端 厚

).45cmで ある。背面を上にして発見されたが,

表背両面とも全体にわたって緑背銹の吹き出し

が著しく,厚い銹皮膜に覆われ文様構成もほと

んどわからないほどであった。銹皮膜 lfliに は赤

色顔料の付着のほか布日痕が型となって多く遺

存し,部分によっては 3重ないし4重 にもなっ

ていた。織布に包んでの供献と考えられる。鏡質は脆 くなり発見時には20数片の破片と多 くのひび

害」れが目立った。しかしその後の接合複元および清掃によって,ほ ぼその大要を知るこ とが で き

た。

鏡縁部は無文で僅かに内湾してそりあがり,縁端は0.45cmの 厚さとなり上下にり]瞭 な稜線を有す

る。平縁部中は 1・ 2cmを 測る。外区は同心円によって 4区分され,外方より外行鋸歯文帯,複線波

文帯,外行鋸歯文帯,一段下って直行櫛歯文帯となり,外区巾は 2.lcmを測る。

内区は 4個 の円座手Lに よって 4等分され,各区とも同巧同人の文様構成で,陽鋳出しの半肉彫り

手法による2頭の獣が描かれている。獣形は抽象化されてはいるが獅子である。外区内縁に沿って

右向きに走る (あ るいは寝そべる)俯轍図と,そ の胴部上方の平L座を結ぶ線上に顔部正 面 図 を 配

し,空間は流水文状の線刻を施している。したがって内区獣形は走獣 4頭 ,獣顔 4頭 の計 8頭とな

る。平Lは 円錐形で平L座径1:2帥 ,7L底辺径 0。 75cm,、 乳高0.41cmを測る。乳頭を結ぶ線はほぼ正方J浮

に近いが若千の歪みをみせ,Cll子しの向きも乳頭を結ぶ辺に対 して約10度で余1交する。

飢は無文の半球形を呈する有圏円座11で ある。外圏円径3.6cm,円座径 3.3cm,01径2.7cm,御 lII

l.05clllを 測る。紐を通す飢孔は円¢1座 に若十喰い込む形で台形状に貫子Lさ れ,底部巾 0.5c凛 ,了L高

0.4cmで ある。

鏡面の銹化も著しく,場所によっては 0.3cmぐ らいの厚さの銹皮膜になっているが,銹の象J脱 じ

た部分では,鋼色の光沢と滑らかな面を保つところもある。鋭面は僅かに凸 レンズ状を呈 し,両端

のそりは0.25cmで ある。

〔鉄斧〕 (図 43,図版73)

床面北小田部で一括発見の短冊形鉄斧 1を含む 3点である。いずれも銹化が著 しいが,鍛造によ

る作りではぼ原形を保つ。

鉄斧(Jは,器を左右からつき合せて柄を抱かせる。断面楕円形となるものであるが,姿は袋にな

らず頭部で1.2cm,下部で3.ocmの 間隙を有する。平面形は刃中のやや広い台形,刃部は外ふ くらみ

の円弧状で片刃である。金長ll.4cm,刃 巾 5.55卸 ,頭部巾 5.05cm,頭部厚 2,7cm,斧 身部平均簿

1.1印 である6

鉄斧(2)は前者とはぼ同IFの 作りであるが,全長 7.8cmキ 短くそれに合せて縦部長も短い。刃部哺
=

表19 第 3号墳副葬遺物一覧
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第42図 第 1主 体 出 土 鏡 拓 影 ・ 実 測 図

5.6cm,頭部巾4.4cm,頭部厚2.25cm,斧身部平均厚0.8む屁を洪1る 。

鉄斧椰)は短冊形鉄斧で盤を有 しない。断面形は長方形に近いが,班部巾3.65cmに 対 して刃呵14.7

cmと 縦長台形を呈する。全長は 17.15cmで ある。刃部は僅かに外ふ くらみ円弧状の両刃である。側

方厚に くらべて中央部が くばみ,横断面は凹レンズ状を呈する。恨1縁平均厚1.Ocm,中 央部厚0.8cm

を測る。

〔鈍〕 (図 43,図版73)   「          ・

床面南小口近 くで 3片 に折損して発見された。いずれの折損部も接合できないが同一個体と思わ

れる。 しかし基部および双部が遺存することから鈍とわかった。柄部は断面長方形の棒 鉄 で, 中

0
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第44図

1.15clll,厚 さ 0.5 cmを 測

のであろう。

2.第 2主体冨1葬品 (図 44,

〔鉄斧〕

第 2主体床面北枕石の東に接して発見された小鉄斧 (図44-5)で ,第 1主体鉄斧とほぼ同巧の

ものである。断面形は長方」杉,匁 は片果で外ふくらみの円弧状を呈する。全長7.lcm, 刃部 巾4.5

cm,頭部巾3.7cm,頭 部最大厚2.3cm,斧身部平均推定厚0.8cmを測る。

〔刀子〕 (図44-1)

第 2主体北小日の墓壊埋上中に崩落した形で発見された。一括鉄器類の内の1点である。銹化が

著しく完形ではないが,そ の形態から刀子と考えられる。現存長 8.2cmを 測るが詳細については不

明である。

〔鉄鏃〕 (図 44-2～ 4)

,ツ

911

第 2主 体 出 土 鉄 器 実 測 図

る。刃部はややそりをもつ。現存全長13cmを測るが,原形は今少し長いも

図版73)

群
れ
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上記のフJ子 とともに発」lさ れた,尖根式鉄鏃片 3点で

ある。矢 じり部 2と 茎部 1で あるが,いずれも銹化が著

しく全形は不り1で ある。

〔飽〕 (図 44-6～ 9)

第 2主体発見の鈍は4点である。いずれも銹化が著し

く折損され完形のものは存在しなぃ。憾)は前記鉄斧と共

出であるが,柄部のみの発見である。(9)は 南枕石付近の

床面からの発見である。理先都を欠損するもほぼ原形を

とどめている。現存長13.3cm,柄部は断面長方形の棒鉄

で巾 1.Ocm,厚さ0。 4cmを 測る。匁部は若干のそりをみせ中央に鏑を有する。17)(釧はともに墓墳JL

小ロー括遊離検出のものである。け)は 双先部を外損するもほぼ原形に近 く,現存長ll.4cmを 測る。

(帥は匁先部のみの検出であるが,本主体発見の他の施にくらべて,匁 巾が1.45cmと やや広く薄いつ

くりである。理先尖部は僅かにそりをみせ,01利な及部を遺存している。

3.土器片

本古墳発見の上器は,い ずれも細片でそれも遊離検出である。墳頂部上寸上内および墳端葺石の間

などか ら多 く発見されたが,本古墳が隣接する第 4号墳の墳端部を切って遅れて築成 され,第 4号

墳北西テ ラス発見の月・塗り高不と同一個体片が,本墳丘盛 り土から発見されるなど,本古墳発見の

上器片が必ず しも本古墳葬送に,直接関係するとは断言できない状況である。 したが つて こ こで

は,第 ■主体直上の封土内発見の鼓形器台片について,参考として紹介するにとどめたい。

〔鼓形器台〕 (図 45)

完形品の約 8分の1人の破片 l片のみである。本古墳発見の上器片の中には同一個体片は検出で

きなかった。土器片の形状およびカーブから原形を推定すると,実測図のようになる。

中央 くびれ部の幅がせまく稜線をもち,上下台とも高杯状に滑らかに外反している。胎土に砂粒

を多く合み,色調は黄淡褐色,焼成は普通である。丹塗りは施されていない。脚部内面以外はへら

磨きされ,表面は滑らかである。脚部内面は横方向へのへ ら削り, くびれ部内面は指なでによる調

整がなされている。型式的には,後述の第 4号墳出上のものよりやや後出の特徴を示す。

第 6章 築 成 年 代

本占墳の築成年代を知るうえで大きな手がかりとなる伴出遺物,特に土器類の出上が少なく,そ

の年代を明確に規定することは困難である。本古墳の立地,外形,主体構造,副葬遺物等の総合的

検討から,前期前半の古墳としての特徴を示しているふしかし本古墳に隣1妾 する第 4号墳が,墳 Jじ

も未だ定形化せず,当地域において弥生時代に引き続 く土壊墓埋葬の形態を示す等,用木古墳群を

はじめ周辺の類似遺跡等との比較検討によって,今少しlJj確 にすることができると思われるが,そ

れについては用木古墳群個々の報告の後,稿を改めて考察 したい。

♀     1 _  1,Cm

第45図 第1主体直上鼓形器台
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第 7章 ま と め

1.本 古墳は,中 狭な丘陵尾根稜線上の自然地形の高まりを利用して築成された前方後方墳で,後

方部墳外斜面に造 り出しを有する古墳である。

2.本 古墳の築成は,尾根に直交する深い溝を掘 って,古墳の幅員と高まりをつ くりだし,墳丘盛

り土は後方部頂約 lπ のみである。

3.古 墳の規模は全長42π ,後方部長26れ,前方部前面巾10π ,後方部頂の高さ平均約 4π ,後方

部頂 と前方部頂の比高約 2れである。後方部に対 して前方部は低平で細い。そして前方部前面が

やや広がる形態を示す。造 り出しは,後方部頂 との比高 5.6π の低位につ くられた, 1辺約 7π

の方形テラスである。

4.外 部施設として墳端部に鉢巻状に続る葺石を存する。石材は周辺の山塊に産する花闇岩の山石

である。埴輸の囲続等のその他外部施設は伴なわない。

5.埋 葬施設は,後方部頂中心部に尾根主軸に直交する大形墓墳内木棺粘土榔の第 1主体のほか,

墳端外方造り出し部中央に上城埋葬の第 2主体, くびれ部南西墳端葺石下端部に木棺直葬の第 3

主体の計 3主体である。

6.副 葬遺物は第 1主体,平縁波文帯四獣鏡 1,鉄斧 3,鈍 1,第 2主体鉄斧 1,刀 子 1, 鉄 鏃

2,鈍 4の発見である。

7.隣 接する第 4号墳と世代を引き継 ぐようにして継起的に築成された本古墳は,当地域において

墳形が定形化された古墳としては最 も古い古墳のうちの一基である。立地や構造および出土遺物

等か ら, 4世紀末ないし5世紀初頭の築成と考えられるのである。

註)             。

1.報 告書未刊第 6集 に収録の予定

2.報 告書未刊第 5集 に収録の予定

3.本 調査概報第 3集 に収録 1973年
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用 木 古 墳 群 第 4号 墳

第 1章 序

用木古墳群第 4号墳 (略記号A4)は ,岡山県赤磐郡山陽町河本字野山65番地の丘陵尾根上に,前

述の第 3号墳 と隣接して立地する。墳形が定形化する直前の当地域における初現的な古墳である。

岡山県営山陽新住宅市街地開発事業にともない,用木古墳群15基 とともに発掘調査対象 とされ,

山陽町教育委員会が発掘調査を担当実施 した。発掘調査は隣接立地する第 3号墳および第12号墳と

流れ作業式に併行実施した。昭和44年 12月 21日 から同月26日 までを立木伐採および外形測量,昭和

45年 3月 3日 から発掘調査を開始,同年 4月 18日 に終了した。発掘調査終了後,第 1号墳～第 3号

墳 とともに現状保存の対象となったが,住宅団地造成上現状保存は技術的に困難と結論づけられ,

昭和48年 1月 23日 開発工事のため削平され消滅した。

第 2章 立地と調査前の概況

標高92π の用木山から北東に下降してのびる尾根主脈は,途中で北に向けて3本の小尾根支脈を

分岐している。第 1支脈を分岐する標高80れ 付近で一時下降傾斜をとめ,次の第 2支脈分岐点まで

の約100π間は,中狭ながらも平坦な馬の背尾根となり,そ こから北は再び下降傾斜を増 している。

本古墳はこの尾根平坦部北端の第 2支脈分岐点に立地する。そこはY字状に尾根支脈が分岐し,

尾根巾が広がり稜線もこんもりと隆起した地点で,眺望視野も広く眼下の水田との比高 も約6077bあ

って,古墳築造の場所としては好適地である。本古墳の南西尾根上には第 3号墳が本古墳の墳端の

一部を切って隣接し,一段降る北東尾根上に第12号墳,北に分岐する支脈上に第ll号墳が近接して

立地している。

本古墳および周辺一帯は,発掘調査開始までは松林であった。立木伐採後の地形測量時での観察

では,盗掘痕などの後世の人手は加えられておらず,自 然流失土は予想されるものの等高線の乱れ

もあまり認められなかった。墳丘は現地表がほとんど地山生き上で, しかも葺石や埴輪 も検出さ1■

ず,墳域および墳形とも判然としない。全体として漫然とした高まりをみせ,自然地形の隆起部に

近い形態を示す (図版26)が ,隣接する古墳群との関連から,方墳あるいは円墳と推定 した。第 3

号墳との間の溝底および北支脈墳端を基準として,強いて本古墳の墳形および規模を推定すれば,

尾根主軸に沿った長径約22π ,それと直交する短径17れ ,平均高約 3π の方形墳となる。

第 3章 外形と外部施設

発掘調査の結果,本古墳は墳形が定形化する直前の初現的古墳であった。丘陵尾根上の自然地鷺

の高まりをそのまま利用して,若千の削平整形を施した程度の築成である。墳丘の盛り上 を もた

-142-―
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第47図 第 4号 墳 墳 丘 断 面 図

……144-一



ず,現墳表土は直接地山生き上である。埴輪や葺石の外部施設をはじめ,墳域をwiす る施設は部分

的な溝状遺構のほかには施されていない。墳形および墳端は当初から明瞭でなかったと考えられる

(図 46)。

墓域を画する溝は墳端が丘陵尾根 と接する部分にのみ,尾根主軸と直交して掘られていた。いず

れ も発掘調査前には埋没してその存在は確認できなかったものである。しかしこれらの溝は隣接古

墳 との朕1連 もあって,すべてが本古墳築成に直接ともなうものかどうかは不明である。

第 3号墳との間にあって地形の高い南西尾根の溝は尾根主軸に直交するが,規在確認できる掘り

込みの長さll π,深 さ1.4π とかなり大規模で,現墳頂との比高2.3れ を測る。しかし,第 3号墳が

後出のためその1寺 掘 り直された可能性が強 く,原況は不明である。

第12号墳が立地する地形の低い東北尾根にも,第 12号墳と本古墳の間に尾根主軸に直交する長さ

6れ ,深さ1.3π の溝が検出されるが,本古墳 との比高7.677bは,第 12号墳の付帯施設と考えるべき

であろう。

北に分出する尾根支脈では,前二者とくらべて様相を異にする。尾根支脈に接する墳端部に尾根

主軸に直交する長さ 6π ,平均巾 0.8π ,深 さ0.15れ の浅い溝が掘られ,そ の中からは丹塗り高不

片および鼓形器台片など10数片の上師器片が検出された。溝の外方北側の尾根を方形に削平整地し

た,階段状の平坦部を 2段造 り出している。古墳に近い上段は巾約 8π ,長さ 5.5れ の長方形を呈

し,上器棺 1を含む 5土城墓が葬 られている。整地時に盛り上された地J形 の低い南東陣:は ,溝掘り

込みの外方上端縁に約 1.2π にわた って列石状に 8個の石材を並べていた (図版48)。 この夕J石 は

面を墳丘に向けて揃え,方形平坦部のために施設されたことを示している。下段平坦部は上段に対

して約2.5π 低 く巾 5π ,長さ推測約 4πを測り,3土城墓を検出した。しかし肩部がかなり流失し

第48図 第 4号 墳 北 墳 端 部 溝 実 図
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ていて判然としない。現墳頂と上段平坦部の比高は約 3.5π である。またこの溝遺構と同レベルで

東まわりに3土壊が直列状に続り注目された。そこは第12号墳に臨む斜面であるが,本来墳裾埴輸

列が囲続する場所にあたるところに葬られているのである。

これらの方形造り出し状部は,本古墳とは別個の独立した古墳とも考えられるが,時代的にもほ

ぼ同時性を示し,確実に分離できる積極的な理由もないので同一墓域として取り扱かった。

以上を総合して本古墳の墳形を考えると,類形化された古墳形式にはあてはまらないし,ま たい

わゆる方形台状墓でもない。丘陵尾根上の高所に立地し見た日は高塚の古墳であるが,埋葬様式lま

当地域における弥生時代から]|き 継がれた伝統的な土族墓である。墳形そのものは一応造り出しを

有する方墳状を呈するが,それも形式に従って意識的に築成したというよりも,地形的な制約の中

で自然と規制されたと考えられる。隣接する第 3号墳および前述の第 2号墳と第 1号墳 の関係か

ら,墳形が定形化する直前の,当地域における初現的な古墳として理解したのである。

第4章 埋 葬 施 設

本古墳の埋葬施設は前章においても若千ふれたように,造り出し状部等の埋葬施設をカロえると14

主体となる。すなわち,墳頂部 3主体,上段テラス 5主体,下段テラス3主体,北東斜面 3主体が

それである。土器棺 1を含むがいずれも土城墓埋葬である。なかでも第 4主体は被葬者 4体,第 5

表20第 4号 墳 内 部 主 体 計 測 値 一 覧 (単位cm)

墳 頂  部

墳 頂 肩 部

上段平坦部

墳 端 斜 面

下段平坦 部

尾根支脈斜面

上段造り出し

平 面 形

長 方 形

隅 丸 方 形

長 方 形

歪 楕 円形

長 方 形

不 整 形

長 方 形

隅丸長方形

楕 円 形

掘り方上端

長さ
1 

巾

155

■19

55

72

166

■■4

76

93

39

89

97

92

92

92

26

軸

位

の
　
さ

均平
　
深

面 1主主 体

番 号

1

2

3

3/

4

5

6

7

8

9

■0

11

12

13

■4

長 さ 方

363

350

92

131

324

288

121

140

238

261

247

264

266

191

43

89

64

31

64

102

71

62

53

24

32

56

55

60

75

75

34

42

14

103

42

24

46

31

24

20

27

16

39

12

292

268

61

(l10)

267

269

104

119

202

250

219

185

242

173

N65° W

N53° W

N83° E

N76° E

N64° E

N84° W

N75° E

N ll° W

N61° W

N56° W

N43° W

N89° E

N8■
° E

N81° E

N7° W

枕 石  2 対

枕 石 l対,飽

2′ 主 体 複 合 ?

枕石 4対,4遺 iよ

製が舞,3遺体
剣,玉類

枕 石 ■対 (?)

枕石 ■対,玉 類

枕 石  l 対

石 材 散 皿

土  器  構

――■46-―



第49図 第 1～ 第 3主 体 配 置 図

主体は 3体と多数埋葬が検出され注目された。個々の上装の計測値および主軸方位は,本書のスペ

ースの都合もあって計測値一覧表によって示し,主体状況の説明はその特徴のみ記すことにする。

1.第 1主体 (図 50,図版27)

墳頂のほぼ中央部に,丘陵尾根主軸と直交して平行に並ぶ 2基の土装墓が埋葬されている。南西

にあって墳頂中央部を占めるのが第 1主体,北東に位置するのが第 2主体である。現存墳頂表土が

直接地山マサ上のため,発掘前の清掃作業の過程ですでに墓壊掘り込みの線が検出される状況であ

った。

土墳の平面形は掘 り方および床面ともに隅丸長方形を呈し,断面形は縦横とも上広がりの台形を

示す。床面はほぼ水平な面を保ち,床東小口から約60mに準大の花岡岩割石4個を並べた枕石が整

然と置かれ,周辺に赤色顔料の広がりが認められた。この4個の石材は,床面の中95cmか ら推察し

て, 2個 で 1対 となる2人分のものと考えられる。副葬品は墓壊埋土中より遊離した状態で検出さ

れた,数片の上師器小片のほかは何も発見されなかった。

2.第 2主体 (図51,図版27)

第 1主体の北東にほぼ平行 して並ぶ,同巧の上墳である。墓壊中軸線の方位が第 1主体がN65°

Wであるのに対して,本主体はN53°Wと開き,ややハの字状を呈する。両主体の南東端距離は1・ 1

れ,北西端距離 1.8れ を測る。墓墳掘り込みのわかる地山生き土上端は現墳頂下32cmで あるが,実

際の掘り込みは現墳頂から始まり, したがって両主体の前後関係は不明である。第 1主体にくらべ
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第50図 第 4号 境 第 1主 体 実 測 図

てやや規模は小さいが,床面は水平な面を保ち,南東小日から約60mの 長軸中心線上に: 2個恥寸こ

調岩割り石を利用した枕石 l対 が置かれていた6枕石の南東中心線上約15mに鈍状小鉄器片 1と ,

究石 から北西床面中心部にかけて36卸 ×95卸 の範囲にわた って赤色顔料の広がりが認められ る:

.第 3主体 (図 52,図版33)

一 ■48-・
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第51図 第 4号 墳 第 2主 体 実 測 図

第 1主体の長軸中心線の延長線に直交するような形で,そ の北西約 1%の墳頂平坦部肩から墳斜

面にかけて営なまれた小土装墓である。二重の掘り方を有し,あ るいは 2主体複合の可 能 性 もあ

る。ともに隅丸長方形を呈する素掘りの墓波で,枕石および赤色顔料の施設とか,百1葬遺物などは

何 も検出されなかった。両墓壊の床面比高は36cπ を測り,規模の小さい墓壊は長径76卸 と,小児埋

0             1m
i   ,   I

第52図 第 4号 墳 第 3主 体 実
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葬を思わせる。

4。 第4主体 (図 54,図版29。 30)

北に分岐してのびる尾根小支脈と墳端との接地部に,尾根主軸に直交する細長い溝を掘 り,そ の

北方尾根を削平整地した方形平坦面に,一群の土墳墓埋葬が行なわれている。尾根主軸に直交して

その主軸線上に中心をおいて,平行に並ぶ第 405主 体,溝遺構の西小日外方の第 6主体,第 4主

体東小日外方の第 7主体,第 7主体の北東すなわち第 5主体東小日外方の第14主体 (土器棺)がそ

れである。これらの 5主体はまとまりをもった配置を示し,ま た地形の高い南側尾根に浅いながら

も溝を,他の 3面は台状に削平整地をして墓域を画するなど,独立した墳墓の可能性も強いのであ

る。

第53図 第 4号 墳 第 4～ 7主 体 配 置 図

司

、
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第4主体は,こ の造り出し状平坦部のほぼ中央に,尾根主軸に直交して墓城長刺1線をほぼ東西に

おいて掘られた大形土墳基である。現表上下約20cmに掘り込み上端を検出したが,掘 り方および床

面とも整然とした長方形箱形を塁する。床面長 267cm,同 巾102ca,平 均の深さ103cmは 本古墳14主

体中最大の規模をもつ。当該地と現墳頂との比高約3.8れ ,第 2主体との水平距離約9.3π ,溝状遺

構北上縁と76cπ ,第 5主体と28cm,第 7主体と28cmの 距離にある。

嗣

雛
罹 図測

ｄ

、

濶

号 墳 第 主
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床面は水平な面を保ち,そ の両小口に夫 々2対計 4組 の枕石が発見され,風化が著しいけれども被

葬者の頭骸 4個体が,それぞれの枕石に載 っていた。枕石およびその周辺部一帯の床面には,赤色

顔料が部分的に遺存 していた。東枕石は床面東小口より46cm,西枕石は床面西小口より55cm,東西

枕石間の距離は 165cmで ある。 4体の被葬者間の埋葬時差については明確にできなかった。墓墳埋

上の層序に乱れがないこと, 4体が整然と並ぶことなどから,同時埋葬の可能性も強い。

出土人骨については,京都大学理学部池田次郎教 1受 に御教示いただいた。調査事務所における外

見観察で,精密な分析鑑定ではないが,先生の快諾をいただいたので下記にその概要を列記する。

。東北遺体 後頭骸,左側頭骨,小日歯 1本である。人字縫合が癒着 し歯の咬耗が強いので熟年

以上,乳様突起が小さく骨がきゃしゃであるので女性の可能性が強い。

。東南遺体 左側頭骨,右頭頂骨,前頭骨下半分,媒形骨右大翼,右顎骨の頼骨よりの部分,右

頬骨からなる脳頭骨右半分,下顎頭その他頭骨の小破片,大臼歯 1本,小日歯の破片 1,肩 甲骨破

片等比1変 的多 くの部分が遺存する。頭骨の形状から男性,縫合歯の咬耗状態から壮年である。

。西北遺体 頭骨の破片若干である。性年令とも不明である。

。西南遺体 左側頭骨,左頭頂骨,後頭骨の左半分,大臼歯冠 1本である。人字縫合は離れてお

り,歯の咬耗状態から20才前後と思われる。

副葬遺物として,東北遺体の頭位北に沿 って剣 l振 りと,床面のほぼ中央に管玉 1が 発 見 され

た。また西小口掘り込みの壁に接して,床面より約39cπ 上方に刀子と古式土師器口縁部破片 1片が

発見された。

5.第 5主体 (図 55,図版29,30)

第 4主体の北倶1に 相接して平行する土墳墓である。長方形プランをもって掘り込まれているが,

地形の高い南側が 2段掘りとなり,巾 20cπ ほどの棚をもつ。したがって掘り込み上端巾は 112cπ ,

段部墓墳巾84cm,床面巾は60cmと なる。第 4主体との掘り込み上端巾は東小口で20cm,西小口で46

cm,床面比高は本主体が47cm上 位にある。

床面はほぼ水平な面を保ち,東小口に枕石 2対 ,西小口に 1対 の計 3組を置き,いずれの枕石に

も頭骸骨の一部が遺存していた。中でも東北遺体は遺存度が良好で,肩,腕,脚部などの遺骨 もか

なり明瞭に認められた。東枕石は床面東小日から約50cm,石材 3個 を用いて 2対 としているため,

中の石は 2体が共有 している形となり注目された。西枕石は床面西小口より約50cmに あるが,床面

長軸線より若干北にずれている。東西両枕石間の距離は 170cmを 測る。枕石周辺をはじめ床面全域

にわたって,薄 くはなっているが赤色顔料の残痕が点々と認められた。床中央部には,はたしてど

の遺体にともなうものかは不明であるが,大腿骨,歴骨,上腕骨などの骨片が遺存 し,ガ ラス小玉

等玉類 6個を検出した。副葬遺物としては,東北遺体の北側頭部に剣,鈍が供献されていた。人骨

については,前述の池田教授の教示によれば,

。東北遺体 本古墳出上の遺体のうちで最もよく遺存するものである。左倶1頭骨,後頭骨,左右

頭頂骨の後部,倶1頭骨錐体部,後頭骨底部,そ の他頭骨破片,下顎骨,第 1, 3, 4頸 椎,肩 甲骨

破片,歯は下顎は左右第 3大日歯は未前出,右 の第 1切歯以外は全部残存上顎の大臼歯 4本,小 日

―-152-
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第55図 第 4号 墳 第 5主 体 実 測 図
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第56図 第 4号 墳 第 6主 体 実 測 図



歯 1本の遺存である。骨が厚 く外後頭隆起が著しく強 く,ま た頑丈な下顎から男性,人字縫合は離

れ,歯の咬耗がやや弱いので壮年と考えられる。

。東南遺体 後頭骨破片若干,大臼歯 1本切歯 1本の検出である。性,年令不明。

。西遺体 下顎骨破片,大日歯 4本,小日歯 6本である。大臼歯の咬耗は中程度から弱壮年と思

われる。

。棺床中央部の遺体 大腿骨,歴骨,上腕骨など長骨の小破片若千,それぞれ遺存度 不 良 の た

め,どの遺体にともな うか不明。

6。 第6主体 (図 56,図版31)

溝状遺構の西方に,それと直列状に連 らなる形で掘 られた小土墳である。造 り出し部の南西隅に

位置し,やや不整の楕円形プランを示す。床面はほぼ水平で東北小口隅に 1対の枕石 と思われる石

材を検出するほかは,何 も発見されなかった。床面長 104cm,同 巾62cmは 小児用を思わせるが,横

臥屈葬とすれば大人でも埋葬可能である。

主

‐＞
′

図測実第57図 第 4号 墳 第 体
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7.第 7主体 (図 57,図版31)

第 4主体の東小田部東方34cmに 近接 して位置する小

土墳墓である。墓波長軸線は第 4主体のそれと直交す

る。比較的整然とした長方形箱形に掘 られ,床面 も水

平面を保つ。枕石および冨1葬遺物などは何 も検出され

なかった。

8.第 14主体 (図 58,図版34)

第 7主体の北東56cm,第 5主体東小日の東 133cπ に

位置する土器棺である。そこは造り出し状平坦部の東

端肩にあたる。土器棺は,上回i器壺の口縁を害1っ て棺

身 として立て,そ の上に鉢を蓋として載せたもので,

径約30cm,器高も40cπ 内外の規模と思われる。したが

って¥L嬰児の埋葬と推察される。墓壊は土器棺に合せ

て,楕円形の43cπ ×26cmの 小基壊で,そ の断面形は上

広が りのJ山 物線を呈する。供献遺物は何 も検出されなかった。

9。 第 8主体 (図59,図版31)

溝状遺構の東方からほぼそれと同 レベルで,第 4号墳の北東墳端斜面を鉢巻状に第 8主体から第

10主体までの, 3土墳墓が直列状に連 らなって埋葬されている。そこは第12号墳に面する丘陵尾根

主 体

―…155-一
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第58図  第14主体出土状況
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第60図 第 4号 墳 第 9主 体 実 測 図

ヒ___轟_____Jm

第 4号 墳 第 10主 体 実 測 図
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下降傾斜面でもあり,その傾斜度は22度 とかなり急で,地形の高い第 4号墳側の西掘り込みは明瞭

であるが,地形の低い側の東掘り込みは判然とせず,床面との比高が認められない状況となり,一

見墳斜面に設けられた階段のようにみえる。

第 8主体はこれら3主体のうちでは最も造り出し状部に近 く,溝状遺構の東端から90mに位置す

る。もとは長方形に掘 られた墓壊と思われるが,床面の一部も含めて地形の低い北側壁 部 は 流 失

し,現況は不整形な形状を呈する。墓装の長軸線は等高線に対 して平行で,枕石や供献遺物等は何

も認められなかった。

10。 第 9主体 (図60,図版32)

第 8主体の南に接して直列状に掘 られた土装墓でてる。両主体間の距離は lπ を測る。墳丘斜面

の傾斜が急のため,地形の低い東北側壁面はかなり流失し,床面との比高はあまりないが,床面は

ほぼ水平な面を保つ長方形プランを呈 し,枕石,赤色顔料および供献遺物等は何も認められなかっ

た。

11.第 10主体 (図61,図版32)

第 9主体の東60mに位置する土壊で,第 9主体とほぼ同巧同大のものである。地形の低い東北側

壁はほとんど流失して,床面もその影響によって若千下傾している。東北側壁に近い墓墳中央付近

の床面に,準大の山石 1個が検出されたが,遊離しているため本主体の埋葬に,直接関係あるかど

2m

第62図 第 4号 墳 第 11012主 体 配 置 図
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第63図 第 4号 墳 第 11主 体 実 測 図

うかは不 RJlで ある。枕石や供献遺物は何も認められない。

12.第 11主体 (図63,図版32)

第 4主体 などが位置する造 り出し状部のさらに北方尾根上を,若干削平整地 した下段平坦部が設

け られ,そ こに第11主体と第12主体が尾根主軸に直交 して平行に埋葬され,そ の東斜面に第13主 体

が位 置する。第 5主体と第11主体間の距離は6.9れ ,比高213れ を測る (図 47)。

第 11主体は現表上下14cm～ 33cllに その掘り1方上端を検出した。尾根主軸に墓墳中心を置いて, そ

れに直交して掘られた土壊墓である9掘 り方プランは隅丸長方形を呈し,地形の高い南側面は 2職

掘 り方とな っている。床面はほぼ水幸な面を保ぢ,,東床面小日から約25cmの 長軸中心線上に, 3憫

の山石を用いた枕石 1組が置かれ,被葬者の頭骸とその周辺部に勾玉 2,管玉 8,小玉 2の計12髄

の玉類 と,赤色顔料の広がりが認められた。なお本主体西小日に30cπ ×30cm× 15cm大 と20cm X 10錮

X10cm大 の 2個 の花闇岩割り石が,墓壊内に崩落したような形状で検出されたが,こ れは後世の頭4

林境界石などの施設と推察された。

発見された遺体は,池田教授の教示によれば,左右側頭骨錐体と下顎骨であるが,歯の第1大楓

歯が蒻出しはじめたところで, 5～ 6才の幼年とのことである。

13.第 12主体 (図64,図版32)

第 11主体 の北にはば平行 して立地する。第11主体とほぼ同巧同人のものである。両主体間の距 離

は平 均約20cm,床面比高は約30卸本主体が低い。墓壊は比較的整然とした長方形を呈 し,床面 もょ
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第64図 第 4号 墳 第 12主 体 実 測 図
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平な面を保つ。地形の低い北側が 2段掘り方となり,浅いが約32cm～ 37cmの 階段状平坦 面 を有 す

る。床面菓小口から約40m,床長軸中心線よりかなり北に片寄って枕石 1対が検出されたが,遺体

および嘉蝶 遺物は何 も発見されなかった。

14,第13主体 (図65,図版33)

第12主体の東約 3.5π 離れた,丘陵尾根支脈の東斜面にかかるところに位置する土壊墓である。

当該地の等高線に沿ってほぽ南北に長軸を置いた,墓壊らしい掘り込み線が切り合うような形で2

基検出され,準大から人頭大程度の花岡岩害」り石が,不規則に散乱していた。発掘の結果墓墳掘り

込みが確実に検出されたのは,地形の低い東側部分のみであるが,石材の散布状況からみて,ある

いは 2主体切り合いとなるかも知れない。墓装は隅丸長方形に近い形状を呈し,床面も不整然であ

る。石材は墓壊埋土中に不規員1に遊離した状態を示し,配石とか礫床とかの明瞭な施設 物 で はな

い。強いて可能性を考えれば,相を覆った埋土上に並べられたものが,棺の腐朽陥没にともなって

墓城内に崩落した感じである。いずれにしても当墓装掘り込み地には岩脈はなく,花岡岩媒乱土層

であるので,周辺から意識的に拾い集めて使用したものである。本古墳主体内で本主体のみに見ら

れる現象である。枕石,副葬遺物等については何も発見されなかった。

第 5章 出 上 の 遺 v物

表21第 4号 境 土 遣 物 一 覧

本古墳の葬送にともなう供献遺物は,きわめて簡素である。発見された遺物は表21に示したとお

りであるが,出土点数も少なく,また時代差もさして認められないので,こ こでは器種ごとにまと
めて記述する。

|.剣 (図66,図版74)
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第 4主体,第 5主体各 1の 出上である。ともに銹化が著 しく,特に第 4主体出上の剣は墓壊埋土

に鉄銹として痕跡をとどめる程度で図化もできないほどであるが,出土時の観察か ら第 5主体出土

の剣とほぼ同巧同人のつ くりと推測される。

第 5主体出上の剣も銹化による欠損と痩せが著 しく,細部にわたっての観察はできないが,ほ ぼ

その原形をとどめている。全長23.7卸 ,刃部長 1.45cm,茎長9。 2cm,関 部の刃巾2.5cれ,同鏑厚0.6

帥を測る。刃部は細身で短かく槍の穂先ともみられるほどである。刃部巾は関か ら約10mま では平

行,そ こから切先にかけては二等辺三角形状に狭まり,鋭 く薄い先尖となる。両面とも中央線に鏑

を有 し,そ の断面は菱形を呈する。関部は明瞭な段をもち茎巾1.2∽ ,同厚1.4cπ,断面長方形の基

に続 く。茎部全体にわたって縦 目の本質が銹着し,日 釘穴の存在は不明である。木質はその形状か

ら柄材と推察される。第 4主体出上の剣は,出土時の鉄銹の状況から全長34cm程度と推測される。

2.施 (図 66,図版74)

第 2主体,第 5主体各 1の 出上である。第 2主体出上のものは遺存状態が悪 く, 3片に折損 した

現存全長約 7帥の,断面長方形を呈する棒状の鉄器片で,そ の形状から鉄鏃あるいは鈍の柄 と思わ

れる。中0。 75伽,厚さ0.2卸 を測る。 ・

第 5主体出土のものは,銹化はしているものの遺存状況は良好で原形を保つ。全長21.5cmの つ く

りである。柄部は長さ18.7cm,基部巾0.8c71i同 厚0.3cm,刃部に近い柄部巾0.9cm2同 厚0.3cmの lF「

面長方形の棒鉄である。刃部は匙状にそりをもち,上面縦中央に鏑,裏面は透 しを有する両刃とな

っている。刃部最大巾1.2卸 ,そ りの高さは0。 7cmを 測る。

3.刀子 (図 66.図版74)

第 4主体墓波埋土中の西小口掘 り方壁に沿 って,陥没 した状態で発見 された小刀子片である。銹

化が著しく柄部端を欠損し,刃部もかなりの歪みをみせている。現存長10。 7m,刃部最大中1.477L,

同厚さ 0.3鋼 を測る。鍛造によるつくりで,刃部断面は二等辺三角形を呈するが,鏑や関部のつ く

り等の細部については不明である。茎は巾0.9cm,厚 さ0.3cmで断面長方形を呈するも詳細は不明で

ある。

4.玉類 (図 67,図版76)

玉類を副葬していた内部主体は,本古墳14主体中,第 4主体,第 5主体,第 11主体の 3主体のみ

である。各主体別の出土種別ならびに計測値は別表に示したとおりである。

〔勾玉〕 第11主体出上の勾玉 2点である。いずれも小形の勾玉である。(llは 乳青色の硬玉製で

光沢をもち,頭部.が大きく縦長の感じが強く,側面に平滑な面をもつ。高さ 1.92cm,中 1.lcm,厚

さは頭尾部とも 0.6印である。貫孔はC字形に置いて裏側の一方からなされ,孔径は大 き い方 で

0.45cπ ,小さい方で0.15m,孔 口にはかなりの磨耗痕が認められる。(2)は ;頭部に対 して尾部の大

きい扁平なつ くりの小形品である。黄緑色をした翡翠製である。高さ1。 08卸 ,中 0。 7cm,厚さ 0。 32

cmを 測る。頭部貫孔はC字形に置いて逆方向からなされ,大 きい方で径 0。 2卸,小さい方で 0.05蜘
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表22第 4号 墳 出 土 玉 類 計 測 値

種

別
主体 番 号 高 さ 胴部径

1孔

最大径

卜軍

4  1 ■ 14.8 長 方 形
|

長 方 形

長 方 形

長 方 形

長 方 形

長 方 形

長 方 形

乳 白 色

乳 青 色

灰 白 色

背   色

濃 緑 色

灰 白 色

灰 由 色

2

3

4

5

6

7

17.0

11.5

10.2

10.0

(10.0)

(6.8)

4.9

4.0

5.8

3.2

4,0

3.8

1.5

1.1

2.0

1.0

■.0

1.5

玉

玉

玉

玉

玉

玉

形

形

形

形

形

形

円

円

円

円

円

円

碧

碧

碧

碧

碧

碧

(単位πm)

2.2

2.8

3.0

3.7

■.0

■.5

色

色

( )内 数字は折損品現存長

3

4

5

6

7

8

で ある。

〔管玉〕 第4主体1,第 11主体6の計7点である。細形のものが多い。第4主体管玉は半透明

の乳白色を呈し光沢をもつが,材質は不明である。頭微鏡観察によると年輸が見え,動物の角また

は牙の可能性が強い。比重は軽い。第ll主体管玉はすべて碧玉製であるが,椰)の 濃緑色のものを除

いた他は,風化の進んだいわゆる皮の部分を用いたものが多く,中でも(3),(7}は 表面が粉状にざら

っとした感触を呈する。紐とおしの貫孔はすべて一方からである。発見した管玉個々の形状比率お

よび材質に差があり注目された。

〔小玉〕 第 5主体 6,第 ll主体 2の 出上である。第 5主体のガラス玉 3点はいずれも平側面形

とも歪みをもった円形と日形を呈し,上下面は平滑な面をもつ。他の石製 2点は,管玉状に製作し

たものを切断したつくりである。第11主体ガラス玉は小形,碧玉製のものは管玉の折損品を再生転

用した感が強い。先の管玉同様,形状,材質,色彩等にばらつきが目立ち,入手経路や手段の一端

が伺がわれる。

5。 土器棺 (図68,図版7の

第14主体の棺として利用された壺と鉢である。壺形土器は口縁部を打ち欠き,胴部に径 lmの焼

5.0

4.0

3,0

1.0

2.5

3.5

6.8

6.0

6.2

3.2

3.0

3.0

2.9

2.1

1.5

1.0

■.5

1.5

楕 円 形

楕 円 形

円   形

円   形

円   形

円   形

歪 臼 形

歪 臼 形

日   形

長 方 形

口   形

臼   形

ガ ラ ス

ガ ラ ス

ガ ラ ス

碧   玉

潤' 石

滑   石

色

色

色

白 色

黒 色

黒 色

青

背

紺

灰

灰

灰
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成後貫孔が認められる。胴部最大径がや

や上にあって,日縁部が大きく外反する

有段口縁となり外面に稜をもつ,段部か

ら口縁端にかけては指頭で押えた 4条の

おぼろな凹線,縁端は指でつまんで面を

もつ。底部は径 6c■ の平底であるが,そ

の稜線も判然とせず,外ふ くらみに凸レ

ンズ状となり丸底に近い。器産の薄い均

整のとれた器形である。

仕上げ調整は,外面底部から胴肩部に

かけては縦方向ヘラ磨き,胴上部は縦方

向刷毛目,内面は胴部下半は縦方向の荒

いヘラ肖1り ,上部は横方向ヘラ削りであ

る。日縁は横方向へのなでの後,刷毛目

調整が施されている。胎上に細砂粒を多

く含むが良質である。淡黄褐色を呈 し焼

成は良好である。

蓋に用いられた鉢形土器は,上位とな

っていた底部が現地表に露呈し,欠損と

器表の荒れが著しく細部については不詳

である。丸味をもった器胴に有段の外反

口縁がつ く,前述の壺形土器とほぼ同巧

のつ くりである。日縁部に4条のおぼろ

な凹線をもち,器壁は薄 く胎土に細砂粒

を多 く含む。淡黄褐色を呈し焼成は良好

である。

6.その他の上器 (図 69)

〔鼓形器台〕 墳頂第 1主体および北

墳端溝の埋土中から発見された,同一個

体の遊離破片である(J。 中央くびれ部の

幅が狭く稜線をもつ。上下台とも高不状

に滑 らかに外反するが,前述の第3号墳

例にくらべて立ち上りの角度が急で,上

縁が僅かに返りをもっている。脚部内面

以外はへ ら削りをかねたへら磨きによる
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第6o図、第11主体土器棺実測図
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第67図  第 4号墳出土玉類実測図
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第69図 第 4号 墳 出 土 土 器 実 測 図

滑 らかな調整,脚内面は横方向へのへら削りである。丹は認められず淡黄褐色,焼成は普通,胎上

に砂粒を多 く含む。器形の特徴から第3号墳例よりやや先行すると思われる。

〔壺形土器口縁部〕 第 4主体埋土中に発見された壺形土器口縁部破片鯰)で ある。頸部以下を失

なっているが,口縁径13.8m,福描きの彫の深い平行凹線 8条を入れた複合口辺である。口辺の立

ちあがりはやや内傾をする。現存部での器表と口辺部内面は横なでによる整形痕を残し,頸部以下

の内面はへら削りを施している。明るい赤褐色を塁し焼成は良好である。胎上に細砂粒を含むが良

質の精選された粘上を用いている。なおこの第4主体周辺からは,こ れと同形式の壺形土器片 (3)

が, もう1個体分検出されている。

〔高不形土器〕 主として北墳端部の溝底に集中して検出された輩離片であるが,中 にはていね

ヽ(1

♀   1   ,  「   ρ
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ハにへ ら磨きされたうえ,丹を塗られたものも数個体検出された (4, 5, o)。 いずれも部分的

な破片のため,全形および詳細はわからないが,上椀部および脚部とも段状の稜線を有し,ラ ッパ

状に広が るもの (4, 5)脚 と上椀部を別々につ くり,脚柱をあとから差 し込んで仕上げたもの,

脚上部をしぼり込んで,上椀部底中央に円板状の粘土で充填したものなどが検出された。脚部に4

円孔を有するものが多いようである。            「  :

〔その他〕 上記のほか,ノト形増類数個体および前述の第 2号墳第 6主体土師器壺に類似する,

球形の器胴に帰1毛 目調整を有し,日縁がくの字に外反する破片等も発見されたが詳細については不

明である。          |                     `

第 6章 築 造 の 年 代

本古墳 の築造年代は,そ れを知る大きな手がかりとなる伴出遺物が少な く明確でない。.埋葬主体

がすべて当地域における弥生時代以来の伝統的な土城墓で,床面に枕石を有する形式であること,

墳頂第 1主体および墳端北溝出上の鼓形器台片が同一個体であったことなどか ら,墳頂主体と墳外

台状部 主体をほぼ同時期の所産とする考えが許されるな らば,第 14主体土器棺および溝状遺構その

他周辺部 において,遊離検出された上器片の編年観から,あ る程度の比定はできるのである。

第 14主体土器棺の壷と鉢は,高島王泊第五層に近い形態を示し,第 4主体埋土中発見の壺口縁は

雄 町第 14類 に近い。 また鼓形器台は山陰鍵尾Ⅱ式の新しい型に類似し,本古墳群第 3号墳出上のも

の にや や先行する。 これらのことを総合して,本古墳築造の時期を考えると,間壁忠彦氏の編年観

に よるエ ピ酒津に次 ぐ時期となる。

二‐ ~第
7章 ま と め

1. 用木古墳群第4号墳は,眺望視野の広い丘陵尾根上の自然地形の高まりを利用して,若千の苗1

平整形を施して築成した,未だ墳形の定まらない不定形古墳である。  ,    ヽ

2.丘 陵尾根部にそれと直交する溝を掘って墳域を画す程度の築成のため,長径約22π ,短径約lT

筋,墳高約 3.5π を測るが,墳端北方の尾根部を削平して階段状の方形テラス 2段を造り出して

いる。溝状遺構の他は葺石,埴輪等の外部施設は認められなかった。

3.本 古墳の内部主体は,墳頂平坦部に3土疲,上段台状部 5土装 (内土器棺 1を含む),下段台

状部に 3土墳,東北墳端部に等高線に沿って直列する 3土墳の計14主体が発見された。いずれも

素掘 りの土墳で,枕石を有するものが多いが,中でも第 1主体 2体,第 4主体 4体,第 5主体 3

体の複数埋葬が確認され注目された。

4.副 葬遺物をもたない主体が多く,冨1葬品を伴出したのは第 1,4, 5,11主体の 4主体のみで

ある。いずれも内容はきわめて簡素であった。

3.本 古墳の築造の年代は伴出土器の編年観からみて,酒津式併行期よりやや降る時期と考えられ

る6
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6.本 古墳の南西には,墳端を切 り合 うようにして第 3号墳が立地する,第 3号墳は前方後方墳と

しての形式を整え,中心主体は粘土椰である。本古墳からの移行の過程において,当 地域での古

墳が定形化されると考えられるのである。

1 註 ■.坪井清足「岡山県笠岡市高島遺跡調査報告」昭和31年

1   2.正 岡陸夫「雄町遺跡J岡山県埋蔵文化財発掘調査報告,岡山県教育委員会 昭和47年

3.山本清「山陰古墳文化の研究」昭和46年
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用 木 古 墳 群 第 5号 墳

第 1章 序  説

用木古墳群第 5号墳 (略記号A5)は ,岡山

県赤磐7‖

`山

陽町河本字野山65番地の,丘陵尾根

上に立地する低平な小方墳である。

岡山県営山陽新住宅市街地開発事業にともな

い,用本古墳群15基とともに発掘調査の対象と

され,山陽町教育委員会が実施した。発掘調査

は,用木古墳群15基の継続的な調査のため,第

8号墳および第11号墳との併行調査 とな った

が,昭和45年 8月 19日 から同年 9月 20日 までを

かけて実施した。なお本古墳の発掘調査中に,

上師器 2点を盗難により失なった。伴出遺物の

少ない古墳であるだけに,古墳築成年代を知る

うえで大きな手がかりになる資料を,実測前に

紛失したことは,私たち調査員の不注意として

反省したい。

本古墳は,発掘調査終了後の昭和48年 1月 23

日,用木第 3号墳等とともに住宅団地造成工事

によって,削平整地された。

第 2章 立地 と調査前の概要

第 4号墳が立地する尾根支脈分岐点から急下

降する丘陵尾根主軸は,第 12号墳のある標高70

π付近で下降傾斜をとめ,第 6号墳の立地する

尾根突端部までの約80π は,中狭ながらもなだ
第70図 第 5号境周辺地形図

らかな馬の背尾根となっている。本古墳はその

尾根稜線上のほぼ中間に立地する。南西の第12号墳,北東の第 6号墳までともに40れ の 位 置 に ぁ

る。

本古墳の墳丘高は約 0.5れ と低平で,当初の分布調査の時には,松林のため見とおしも悪く古機

と気付かないほどである。立木伐採後の外表観察では,尾根稜線に接する両墳端部に溝状の整形跡

が認められ,尾根主軸に沿って長径をもつ,14筋 ×ll.5π の低平な円墳と推定した。墳丘に盗掘‐康

……168-―
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第71図 第 5号 墳 調 査 前 地 形 図

なども認められず未掘墳と思われる。また葺石や埴輪などの外部施設は何も認められなかった。

第 3章 外形と外部施設

発掘調査の結果,本古墳は方墳であらた。丘陵尾根の自然地形の高まりを利用して,若千の整形

と盛り上をした程度の築成である。尾根稜線に墳端が接する部分にのみ,それと直交する浅い溝を

――■69-一



掘 り,.墳域を画するとともに,墳丘の高ま

りと幅員の広がりをつ くり,そ の上を巻き

返 して墳丘盛り上としている。溝は現地表

下約30cmに その掘り込み上端が検出される

が,地形の高い南西溝は中 3.577b,深 さ約

20cm,長 さ6π ,地形の低い北東溝は中 3

77b,長 さ5π ,深さ約15cmを 測る。溝の断

面はカープの緩い上向拠物線を塁する。

溝底と現墳頂との比高は南西溝で70cm,北

東溝で120cmで ある。

投丘盛り上の高さは,現墳頂中央部と地

111生 き上整地面との比高54卸 と低い。溝部

の埋積上の深さ35cmか らみて,かなりの封

上流失が予想される。また墳丘の断面観察

の際地山整地面の上方約15印 に,厚さ 8 cm

～12cm,長 さ 4.lπ の有機質土層が帯状に

認められた。これは墳丘を盛りあげるとき

有機質を含む表土層を,意識的に封土内に

包みこむように巻き込んだものと考えられ

る。

本古墳の外部施設として,尾根部に掘 ら

れた溝の墳丘斜面にあたる削平面にだけ,

近 くに産する花聞岩の山石を用いた葺石が

認められた。調査時にすでにそのほとんど

が崩れ整然とせず,石材の量も少なかった

が,溝の掘り込みも浅 く傾斜度も緩いこと

から,も ともと規則制をもって整然と葺か

れたものではないと思われる。現状での葺

石の広がりは,‐ 南西墳端部の長さ 4.3れ ,

中2.5π ,北東墳端部の長さ4.2π ,巾 1.2

77bで ある。なお南西葺石中央部に,二重口

縁の壺 J移 土師器 1個体分が,そ の場で破砕

した状態で検出され注目された。

第72図 第 5号墳墳丘断面図

以上を総合すると本古墳の外形は,尾根主軸に沿って長辺をもつ15π × 12.277b,高 さ約1.27bの

方墳で,尾根稜線に面する墳端部にのみ,それと直交する浅い溝と葺石をもつ小形古墳である。主

軸方位は北52度東を示す。
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第73図 第 5号 墳 調う査‐後 タト形 図

第 4章 埋 葬 施 設

本古墳の埋葬施設は,墳頂中央部に並列する2主体と,

3主体である。

北東溝底に埋葬された上城墓 1主体の計

1.第 1主体 (図75,図版38)

墳頂 中央部に尾根主軸に平行して並列する 2主体のうち l基で,北側に位置する。現墳頂下約25
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第74図 第 5号 墳 北 西 葺 石 出 土 状 況
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伽の墳丘盛り上中に棺底床面をおくため,墓渡掘り込みの線等が確認されず,平面掘りさげ調査中
に直接赤色顔料の広がりや,副葬遺物の発見によって,は じめてその存在を知る状況であった。床
面の上下土層とも同質であるため,あ るいは盛り上作業の過程で埋納された木棺直葬であるか も知
れない。墳丘長軸中心線を対称軸として,そ の北西に第 1主体,南東に第 2主体が,約90cmの距離
をおいて,平行して同一 レベルに,同巧同大の手法で埋葬されている。
主体床面は先述もしたとおり,赤色顔料の広がりと,副葬遺物の出土状況を頼りに発掘したが,

その範囲は判然としなかった。一部推定も含めて,長さ約235m,中 85cmの長方形を呈し,床画|ま

火平な面を保つ。主体の長軸中心線の方位は,北51度東を指し,その長軸中心線の南西小田部から

第75図 第 5号 墳 第 1主 体 実 測 図
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第76図 第 5号 墳 第 2主 体 実 測 図

m

Cこ

第77図 第 5号 墳 第 3主 体 実 測 図

37cmに ,花同岩害」り石 2個 を用いた枕石 l対が置かれていた。床面が水平なことから, もと平底の

箱形木棺による埋葬が推察される。

副葬遺物は,枕石の南東約 6 cmの 床面にガラス製勾玉 1,床面中央部にガラス製小玉 6,長軸中

心線の北西約10cmに 平行して,北東小日から34cπ に柄部をおく剣 1が発見された。また棺外供献と

思われる土師器杯 1が,南西小日部外方に接するようにして,床面より約 6 cπ上方に発 見 され た

が,検出して実測する間に盗難に会い残念であった。

2.第 2主体 (図76,図版30

第 1主体の南東約90cmの 同レベルに並列して位置する。同巧同大の内部主体である。床面は長方

形を呈し水平な面を保つ。長さ 235cm,中 78卸 ,長軸中心線の方位は北44度東である。長軸中心線
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上の床面 に,花同岩割り石を用いた枕石 l対 を 置 く

が,第 1主体枕石 とは逆に床面北東小日端か ら約45cm

に位 置す る。

枕石の北西に接してガラス製小玉 1ほ のか枕石より

約 65cm南西の長軸中心線を中心として,ガ ラス製勾玉

1,碧玉製管玉 1,ガ ラス製小玉19と ,北西供1線近 く

の Jヒ東 Jヽ 日から 120cmに 小鉄器 lが発見された。なお

赤色顔料 の遺存は薄れて判然としなかったが,床面の

ほぼ全面 にわたって散見された。

3.第 3主体 (図77,図版39)

本古墳 の北束墳端部,溝状遺構斜面に葺かれた葺石

上端部に位置する,直接地山生き上層に掘り込まれた

素掘 りの上壊墓である。墳丘長軸中心線に接するよう

に北西小 日を置き,それに直交する形で南東に掘 られ

て いる。両小日は外ふ くらみの円弧状を塁する隅丸長

方 形で,現存掘り込み上端の長さ 187cm,同 巾65cm,

床 面長 175cm,同 巾50cm,掘 り込みの平均の深 さは流土

のためか 13cmと 浅い。床面は地形にやや左右されたら

し く,地形の低い似1に 若千斜傾するもののほぼ平 らな

面を保 ち,長軸中心線の方位は北41度西を指す。上躾

埋 土および掘 り方縁部に数個の葺石が載るが,葺石と

本土墳の先後関係は明確でない。冨1葬遺物および枕石

等 は何 も検出されなかった。

第 5章 出 土 遺 物

本 占墳 出上の遺物は内部主体冨J葬遺物の他,第 1主

体南西小 口外方の上師器不 1,葺石開発見の土師器 3

の計 4個 体分である。内部主体出土遺物は点数も少な

く,同 時性が強いので一括 して取 り扱かった。

1.鉄器 (図 78,図版74)

第 1主体出上の剣 1と 第 2主体出上の刀子 1の計 2

点 である。いずれも銹化が著 しく保存度が悪いうえに,

欠 損が 目立 ち原況は不明である。

l

l i

― ■74-

第78図 第 5号墳出土鉄器実測図
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剣は切先部を欠損していて全形は不明であるが,既存長33.8cmを 測る。刃部も欠損が多 く半J然 と

しないが,関から切先に向けて除々に刃巾が狭まるつくりで,中軸に鏑をもち断面は菱形である。

関部は直角の段をもち茎へ続いている。現存刃部長23cm,関部巾2.8cm,同 厚0.6卸 ,現存切先付近

の刃巾2.3cm,同厚0.5cmで ある。茎は完存じ長さ10。 75cm,関付根巾1.2cm,基部端巾 0.9Cm,厚 さ

0.4cmを 測り,基部端になるにつれて巾が狭ばまり,断面は長方形を塁する。関部から約 4 cmの 茎

中央に径0.25cmの 目釘穴 1を有する刃部は僅かではあるが縦方向に本目をみせる木質痕がみられ,

また茎の関より3 cmに麻糸状の繊維が約20巻認められた。鞘に納めての供献と考えられる。

刀子は銹化が著しく原形をとどめない。現存長 9。 4卸 ,中 l.Om,厚 さ0.2mの薄い鉄片である。

断面が二等辺三角形を呈することから,刀子片と推定した。先端部が鈍状にそりをみせるが,土圧

等によるねじれと理解した。

2.玉類 (図 79,図版76)

第 1主体ガラス製勾玉 1,同小玉 5,第 2主体ガラス製勾玉 1,同小玉23,碧玉製管玉 1の計31

点の出土である。

第 1主体出上の勾玉は,黄緑色をした小形品であるが,出土時にすでに破砕していて計測不能で

ある。第 2主体のものとほぼ同巧同大の

ものである。第 2主体 の勾玉 は, 元 来

青色の ものが風化によって白色 となり,

器表 も荒れて ざらっと している。 高 さ

1.7cll,1.5cm,厚 さ0.45cmの 小形品であ

る。 C字形を呈するが尾部が小 さく尖 っ

たものである。紐とおしの穴は径 0.3m

と本体の規模の害Jに は大きく,糸づれに

よる磨耗痕が顕著である。

管玉は白色の縞目をもつ乳青色の碧玉

製で長 さ 0.85cれ,径 0。 3cmの 小形品であ

る。貫孔は一方か らなされ径0.15cmを 測

る。ガラス小玉は ,第 1主体出上の 5個 は

いずれ も小粒で形 も揃い青色を呈する。

平均径 0.4cm,高 さ0.25cllを 測る。第 2

主体出上の小玉は青色16,濃紺色 l,黄

緑色 6計23個である。青色小玉のうち12

fElは 第 1主体のものと同巧同大の小粒で

あるが,他のll個はやや形も大きく,歪

みをもって不整形である。なかでも黄緑

色の4ヽ玉は保存が悪 く,出 土時に 4個は

0 口  0

◎

□
0

θ

◎
　
□

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

0□ 00dOO

32222203

◎◎ ○

Oω □
(上段左5が第1主体,他は第2主体出土)

第79図  第 5号墳出土玉類実測図
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破砕 していた。

3.土器 (図版38・ 40)

第 1主体床面の南西小日外方に,床面より

やや上位の封土中に発見された土師器不が 1

個検出された。第 1主体棺外喜1葬 と理解した

が,発掘調査中に盗難にあって失なった。発

掘調査時の野帳メモによれば径 15 cm, 器 高

5。 5卸 ,丸底と記されている。今は図版28の

出土状況写真でしか見ることができない。

北東葺石の間から出上の球形の器胴にくの

字状に外反 した小さい口縁のつ く土師器小靖

があるが, これも調査中先述の不とともに盗

難にあった。器高約15cれ のものである。図版

40に 出土状況が写っているので参 照 され た

い 。

尾根稜線上にあたる葺石中心部に,夫々l

個体分の一括土器片が検出された。もと完形

のものが供献され,そ の場で破砕した形状を

示すが,細片化され破片も散逸して原形への

復元はできず詳細は不明である。どちらもほ

ぼ同巧同大の器形と推察される。器表も風化

による荒れが著しく調整痕跡をとどめないほ

どであるが,な での後刷毛目調整 と思 われ

る。黄褐色を塁し焼成は軟かく,胎土に砂粒

を多く含み器壁は厚手である。径20cπ 程度の

球形器1同 に,二重口縁のつくものと思われ,

後述の第12号墳出上のものと類似する。

第 6章 築 成 年 代

表23 第 5号墳出土玉類計測値一覧

主 体 色 調 最大径番号

l

2

3

4

5

3.9

4.■

4.5

4.l

4.1

l

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1■

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

4.2

4.2

4.9

4.5

4。 9

4.2

4.8

4.9

4.9

5.0

4.6

5.1

6.■

6.3

6.■

6_9

6.8

5.9

6.4
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本古墳の築成年代を知る手がかりとなる伴出遺物が少なく,ま た数少ない出土土器のうち2点が

盗難にあうなど,具体的な年代を明確にできなかった。丘陵尾根の高所に立地し,尾根に直交する

溝を掘 ってその部分にのみ葺石を葺き墳外供献土器をもづこと。内部主体に枕石をもち,剣,玉類

の副葬がみ られること,お よび伴出土器の特徴などから総合して,前述の第 1号墳～第 4号墳より

は後出の, 5世紀代の所産と考えられる。用木古墳群全体にわたっての考察の稿で改めて ふれ た

―-176-…

厚 さ

2.5

2.9

2.1

2.2

2.2

3.5

2.3

2.9

3.1

2.7

3.2

3.■

3.0

3.■

3.0

2.4

2.3

2.9

3,7

6.9

6.6

5。 4

5.2

5.0

孔最大径

1.5

1.0

1,0

1.■

1.1

1.0

1.9

1.5

1.9

1.2

0.9

1.9

1.9

1.■

2.■

1.9

1.2

2.■

2.1

1.6

2.1

2.2

1.5
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第 7章 ま と め

1.本古墳は標高68π ,眼下の水田との比高約50π の丘陵尾根稜線上に,継起的に築成された用木

古墳群16基 中の 1基で,小形方墳である。

2。 `本古墳の築成は,丘陵尾根の自然地形の高まりを利用して,尾根稜線に主軸に直交する溝を掘

ることによって,墳域を画すとともに,墳丘の高まりと幅員をつくりだし,そ の掘りあげ上を巻

き返 して封上を盛ったものである。

3.古墳の規模は,尾根主軸に沿った長辺15π ,短辺12.2π ,高さ約 1.2π の小形墳で,外部施設

として尾根部に掘られた溝部墳端斜面にのみ葺石を有する。

4.埋 葬施設は,墳頂中央部に尾根主軸に平行して並列する木棺直葬の内部主体 2と ,墳端溝部に

素掘 り土躾墓 1の計 3主体である。

5。 内部主体冨1葬遺物はきわめて簡素である。第 1主体剣 1,玉類 6,第 2主体刀子 1,玉類25,

その他棺外供献土器 1,墳外供献土器 3の みである。

6.本 古墳の築成年代は,伴出遺物が少なく,明 確にできないが,前期古墳としての特徴を示す。
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用 木 古 墳 群 第16号 墳

第 1章 序 説

用木古境群第 6号墳 (略記号A6)は ,岡山県赤磐郡山陽町河本字野山65番地の丘陵尾根突端部

に所在する。岡山県営山陽新住宅市街地開発事業にともない,用木古墳群16基のうち15基 ま で が

「記録保存Jの対象とされ,緊急発掘調査が実施されたなかで,本古墳 1基のみが児童/A■ 囲内に取

り入れ られて,「現状保存Jさ れることになったのである。

現在本古墳の周辺は宅地造成工事が進行中であるが,開発効率優先から墳域ぎりぎりまで丘陵が

削り降され,ま わりはすべて高い崖となって造成地内に孤立している。崖の高さは低いところでも

10れ 以上,北側の墳端は比高30π におよぶコンクリー ト擁壁となって,か っての面影は全 く失なわ

れてしまった。今では下か ら見あげるだけの「公園」となりつつある。

今回,用本古墳群の発掘調査報告をするにあたり,参考までに本古墳の外形測量図と,立地なら

びに外表観察の概要を紹介 したい。

第 2章 立  地

用木第 1号墳が立地する標高92π の用木山から,な だらかな起伏をもって下降しながら北東にの

びる丘陵尾根突端の,標高67.6れ に現墳頂を置いて本古墳は所在する。そこは用木第12号墳のある

付近か ら,ほぼ水平にのびる馬の背尾根が,最後の尾根支脈を分出する分岐点にあたり,谷水田に

向けて下降傾斜を増大しようとする場所である。したがって,門前池の谷口水田をY字状 に分割す

るように張り出した形となり,水 田との比高は約40π ,前方の丘陵も低いので,当 該地か らのVL里

視野も広い (P70,図 2山陽団地内遺跡分布図。P74,図 3用木古墳群周辺部地形図)。

本古墳と隣接する古墳は,南西尾根約40π に第 5号墳,東北尾根約20π に第15号墳,北に分出す

る尾根支脈30π に第 7号 lltがそれぞれ立地するが,南西方向の丘陵尾根主軸上には,直列状に連立

する用木古墳群の大部分が一望できるのである。また谷水田一つを隔てた東方約 200π の尾根上に

は愛宕山方形台状墓群 9基,同 じく北西約300%に 便木山古墳群10基,西方約500れ に四辻古墳群 T

基,北東眼下の宮山低丘陵上に富山古墳群 6基 などが,指呼の間に望見できるのである。本古墳は

こうした密集した古墳群の中にあって,立地および古墳規模などか らも,用木第 1号～第 4号墳と

ともにまさに主墳系列をなすものである。

第 3章 規 模 と 外 形

本古墳の外形は,丘陵尾根の自然地形を利用して,若千の削平と整形を施す程度の築造 による前

な後円墳 と理解 した。すなわち,地形の高い側の南西尾根墳喘部に,尾根主軸と直交する巾約 4。 5
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πの溝を掘 って墳域を画するとともに,墳丘の高まりと幅員の

増大をはかり,地形の低い北東尾根部は削平整形によって,階

段状の前方部を造 り出しているのである。したがつて現古墳表

土層の大部分は直接地山生き上が露呈し,封上の盛 りあげはほ

とんど認められない。

古墳が丘陵尾根突端部からかなりの傾斜地へかけて築造され

ているため,墳端部の標高 も一定でな く,外形測量の平面図で

はいわゆる前方後円墳としての,す っきりとした等高線での墳

形は表現できないが臨地での見せかけの形状は前方後円墳とし

ての形を整えているのである (図 80,81,図版40)。

本古壇の現況での規模は全長37れ,後円部径20れ,同 巾18π

前方部長17π ,前方部前面巾ll.577b, くびれ部巾 10.5れ を 測

る。高さは傾斜地に立地するため一定でないが,現墳頂を基準

の Oπ とすると,南西溝底現表土-0.9π ,前方部中央-3.4π

前方部前面墳端部-4.8れ となる。見せかけの平均高は約 4π

と推定される。なお本古墳の主軸方位は,北72度東を示す。

分布調査時での本古墳の外表は,後円部頂に当山陽住宅団地

開発事業にともなう,地質調査のボー リング探査孔 が あ け ら

れ,ま た測量基準柱が埋め込まれて若千の損傷が見 られたが ,

その他には人手が加えられた形跡は認められず,ほ ぼ原況に近

い形態を保っていた。葺石,埴輪等の外部施設については何 も

検出できなかった。

以上が本古墳の現状における観察の概要であるが,当用木古

墳群第 1号墳と第 2号墳および第 3号墳 と第 4号墳は,調査前

の観察では,あ るいは 1基 の古墳かと思われるぐらいの形態を

示 しながら,発掘調査の結果,そ れぞれ独立した古墳であり,

しかも継起的に世代を引き継 ぐような形で築造された,当 地域

における初現的な古墳であった。また当初円墳と判断していた

ものが,発掘調査によって方墳となる例も第 5号
｀
墳, 第 7号

墳,第 ll号墳など数多いことからも,本古境も発掘 調 査 の 結

ス,径20π前後の2基の古墳となる可能性ももっているのであ

る。

第81図 第 6号墳境丘断面図
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用 木 古 墳 群 第 7号 墳

第 1章 序 説

用木古墳群第 7号墳 (略 記号A7)は ,岡山県赤磐郡山陽町河本字野山65番地の,新宅山と呼ば

れる丘陵尾根支脈上に立地する方墳である。岡山県営山陽新住宅市街地開発事業にともない,用木

古墳群15基 とともに発掘調査の対象とされ,山陽町教育委員会が発掘調査を実施した。

発掘調査は山陽団地埋蔵文化財発掘調査第12次委託契約に基づいて,さ くら山遺跡の調査に引き

続き,昭和49年 6月 18日 から昭和49年 7月 31日 までをかけて実施した。調査は隣接する第15016号

墳および,現状保存される第 6号墳の外形測量等と併行実施したが,同時にまた墳外丘陵上に トレ

ンチによる試掘調査を行ない,弥生時代集落址と平安時代土師器窯址を発見した。これらの新発見

遺跡は後に発掘調査されたが,稿を改めて本調査概報第 6集において報告する予定である。

なお本古墳は,発掘調査終了後の昭和50年 2月 15日 ,住宅団地造成工事によって,周辺遺跡とと

もに削り崩され消滅したのである。       .

第 2章 立地 と調査前 の概要

第 6号墳が立地する丘陵主脈から北に向けて緩やかに下降する,小さな尾根支脈上に本古墳は立

地する。第 6号墳の北約30π ,標高57.5π ,眼下の谷水田との比高約30%で ある。本古墳の南は用

木古墳群の主系列が並ぶ尾根主脈に遮ぎられるが,北はF]前池を谷口とする巾約200れ の谷水田と,

その前方に広がる耕地を見渡せる立地を占めている。

用木尾根主脈から北に向けて分出する3本の小支脈突端部には,本古墳と同様に第 2支脈に第ll

号墳,第 1支脈に第 8号墳がそれぞれ立地しているが, この門前池 。中池を含む谷水田を取り囲む

よ うに,野 山第13号墳,四辻第 6・ 7号墳,便木山古墳群などが,ほぼ同巧同大の立地と規模で築

造 されているのである (本書P70図 2参照)。

本古墳および周辺部は,発掘調査が開始されるまでは松林であったo外形測量時での外面観察で

は,本古墳は低平な前方後円墳と理解した。墳端が尾根稜線に接する南北商端には,尾根主1前 に直

交 した形状の整形痕を残し,丘陵上自然地形を利用して,若干の削平整形を施すことによって墳丘

を築成したものと推定された。現墳表面には盗掘壊などの跡もなく,風化による表土層の荒れと若

千 の封上流失は予想されるものの,ほ ぼ原況を保つ未掘墳と思われる。現況での全長24れ ,筆円部

長 16π ,前方部長 8れ,平均高1.2れ と計測した (図 83)。

本古墳の外部施設は,北墳斜面で葺石と準定される遊離石材数個を検出したほかは,埴輪片等に

ついては認められなかった。なお本古墳を含めて周辺丘陵表土層で,弥生土器片とサスカイ ト片が

若千採集され,弥生時代遺跡と複合することが予想される。
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第84図 第7号境墳丘断面図

第 3章 外 形 と 外 部 施 設

第85図 第7号墳南墳端葺石実測図

発掘調査の結果,本古墳の外形は調査前の予想と異なり方墳であった。

丘陵尾根に形成された自然地形の隆起部頂を削平して,10。 8π ×6.5れ の長方形平坦面をつ くり1

これを基準として南北両端の尾根部を掘り込み,墳域を画するとともに,そ の上を盛りあげて墳Jじ

を整えた築成である。中が狭くしかも傾斜地に立地しているため,両償1墳端部は判然としないが,

尾根を切った整形は比較的によく原況を残し,稜線も明確に遺存していた。これをもとに本古墳⑮

外形と規模を復元推定すれば,尾根に沿って長辺をもつ墳端部長15.8π ド13.9れ ,墳頂 平 坦 部 長

10.7π X8.8れ ,高 さは現墳頂との比高,南溝底から1.4れ ,北墳端から 2.2れ ,長軸方位北 8度東

を示す我頭角錐形方墳で,墳裾部にのみ葺石を有する古墳となる (図86,図版43)地形の高い南墳
端の溝と葺石は,よ く遺存していた。溝は尾根に直交して底面長14.5π ,現存地山上端巾約4れ ,
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同深さ 0.677bの 規模で掘 られ,横断

面 は拠 物線,縦断面底部はほぼ水平

な切り通しとなって墳域を画すると

ともに,墳丘の高まりと幅員を増大

させて いる。茸石は当地に産する花

間岩 lL」 り石が用いられ,長 さ5π ,

巾 1れ の範囲にわたって検出された

が,墳斜面下半から溝底へ転落した

り崩れた形状を示していた (図 85)。

地 J影 の低い北墳端は,墳斜面に合

せて比高 0.8π 程度丘陵尾根部を削

りおろし,そ の外方に棚状の平坦部

を造 り出していた。葺石はその存在

を知る程度の遺存で,多 くは谷部へ

転落したものと考えられる (図 87).

丘陵側斜面にあたる東西墳端部は

判然としない。若千の削平と整形が

施され た程度 と思われる。葺石も東

墳斜面 の一部で僅かに遺存 している

のみで,そ の詳細は不明である。ま

た古墳築成前の長方形整地面は,整

然とした水平面につ くられ,墳丘盛

s TO´
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り上はその上方に現存高で約 lπ盛

られていた。

当初私たちが前方後円墳 と見誤っ

たのは,北墳端外方の削平面に続い

。
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第88図  第 7号墳東墳端葺石実測図 第87図  第 7号墳北墳端葺石実測図



て,墳端から約 677bの ところに弥生時代竪穴式住居址が存在し,そ の枷|り 込みの逃構を平坦面と開

連づけて,前方部前面と誤認したためである。またこの住居址埋上の上方に,不整形な石積みと有

孔円板 1を含む玉類 4が発見された。直接本古墳の葬送に関連ある遺構かどうかは明確でないが,

墳外祭祀の可能性もあるので付記することとした (図 98)。

第 4章 埋 葬 施 設

本古墳の埋葬施設は,墳頂部の中心施設のほか,墳丘北斜面から墳外丘陵上にかけて 6土壊墓が

検出された。これらの上族墓は冨」葬遺物を持たず,北方の弥生時代竪穴式住居Jlと の間にあって,

お互の関係は明確でない。上壌の形態が,当地域で発見された弥生時代のものと類似性が少ないこ

と, また墳丘斜面検出の上族が本古墳築造後に埋納された可能性があることなどから,一応本古墳

の関連遺構として取り扱った。なお墳外土娠墓の計測値は表示したので,こ こではその形状と特徴

についてのみ記述する。

1.中心主体 (図 89・ 90,図版45)

墳頂中央部に尾根主1油 と直交して,平底木棺を納めた大形墓壊である。現墳頂下約60cmの墳丘l撥

り上中に平らな整地面があり,墓波掘り込みの上端が検出されたら墓駿上端の長さ400cm,中 160cm

底面長324cm,巾 140cπ ,深 さ24cmの 隅丸長方形である。棺はすでに腐朽7肖 失しているが,墓壊埋土

の中央部に圧痕となって遺存じ

その大要を知り得た。棺は墓壊

中央に置かれ,棺と墓装の間は

有機物を含まない,地山マサ土

で埋 めている。棺床面は長方形

の水平面,棺側壁はいずれもほ

ぽ垂直 である。棺床面長 328cm

東小 口巾58cm,西 小口巾50cm,

深 さ17cm,長軸中心線方位束 5

度南を示す。

棺床 A‐iの両小日の長軸中心線

上に,花聞岩害1り 石を用いた枕

石各 l対が置かれ, 2体埋葬の

可能性が強い。東枕石は東小口

か ら77cmに 位置し,そ の周辺の

77clF.X45cmに わたらて赤色顔料

が広が り,枕石の北に接してガ

ラス小玉 1と 剣 lが 発 見 さ れ 第89図  第 7
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た。剣は側壁に平行して切先を西に向けて置かれている。西枕石は西小日から約80cmに 位置し,84

cm X 46cmの 範囲に赤色顔料が広がり,枕石の北に接して小鉄器 lが発見された。両枕石間の中心間

距離は170cmで ある。

本主体は,墳丘築成前の丘陵削平整地面から床面で 18cれ , 墓城掘り込み上端で 40cm上方にあっ

て,と もに墳丘盛り上層の中に位置する。しかもその上方封土層内には切り込みの線等が認められ

ないことから,当 中心主体の埋葬は,墳丘築成の過程で行なわれた可能性が強いのである。

2.墳外第1土撥 (図92,図版47)

A、

♀   :   1  lm

表24

第91図

第 7号

第 7号 墳 墳 外 土 壌 配 置 図

墳 境 外 土 墳 計 測 側 値 一 覧

主体番号 平 面 形
農 さ 1 巾

深 さ 長軸方位

N72・ W

S20° E

S40° W

S78° W

N80° W

S85° W

(単位帥)

素 掘 り

石 囲 い

並   石

素 掘 り

石 囲 い
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本古墳長軸中心線か ら東へ約 2

771の ,墳丘北斜面に位置する素掘

りの小形土壊である。平面プラン

は不整楕円形を呈するが,掘 り込

みの角度は急で整然としている。

長径90mの規模の害1に は平均深75

cmと 深 く,あ るいは弥生時代のピ

ットの可能性 も考えられる。

3.墳外第 2土巌 (図93,図版47)

北墳端部外方約 lπ ,丘陵尾根

東肩の緩斜面に位置するp尾根主

軸にほぼ平行するが,立地点の等

高線に斜行 し,最短距離74cmに 隣

L

?                 lm

1土境実測図

接する第 3土壊とはハの字状となる。地形の高い南小口巾66cπ ,北小口巾50cmと 南が広い隅丸長方

J移 プランを呈し,墓壌内の南半に板状の花聞岩害1り 石を立て並べたコの字状の石囲いをもち,他に

遊離石材の落ち込みも見られる。被葬者の上半身にのみ石囲いを施した埋葬と考えられる。

4.墳外第 3土崚 (図94,図版47)

第 2土墳の西に近接して位置する。尾根主軸に斜交するが,立地点の等高線には直交する。その

ため隣接の第 2土旗との最短距離は74卸 だが,南西小日では 110cmと 離れる。本土装は地形の高 い

南西小口巾77cm,東北小口巾57cm,長径 232cmの 長楕円形で,当墳外土渡群中最大である。丘陵斜
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第 7号 墳 第 2土 境 実 測 図
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第94図 第 7号 墳 第 3土 壊 実 測 図
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面に位置するためか,墓壊底面も地形の低い東ゴ1端が24cm下傾している。墓壊底部には図示したよ

うに,花間岩石材が南半に 2列 3段,北半に 1列 2段規則制をもつてほぼ等間隔をあけて検出され

た。 当初は棺台または棺側に立てかけた配石かとも考えたが:そ の大部分は土壊底面からかなり浮

いており,な かには掘り込みの壁にもたれたものもあるなどから,墓壊埋土上に配されていたもの

が,棺の腐朽にともなって陥没したと考えられる。
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第96図 第 7号 墳 第 5土 壊 実 測 図

5.墳外第4土館 (図94,図版48)

北墳端部の外方約 2,し の尾根

稜線上に尾根主軸に直交して位

置する。当墳外土墳群のほぼ中

央にあたり,東約 2れ に第 3土

壊,北約 1.5れ に第 5土壊,南

西約 3れ に第 6土装が所在する

本土壊は整然とした隅丸長方形

であるが,底面は 2段掘り方と

なり,中央に長方形溝状の掘り

込みをもち,ま わりに約20cm巾

の棚状の段を有する。中央の掘

り込みは平均巾25cm,深 さ約 6～ 7 cmで ,その横断面は浅い円弧状となり,害1り 竹形木棺または表

皮部を用いた割 り板木棺の埋葬が連想される。

6.墳外第5土波 (図96,図版48)         |

第 4土壊の北約 1.5れ に並列して,尾根稜線上に位置する長楕円形の土壊である。墓壌内の壁 に

沿 って花闇岩割 り石が崩落した状態で検出される。墓墳底面の両小口および側壁の一部に,溝状 噸

掘 り込みが認め られるところか ら,板状の石材を立て並べて箱J移石棺を組んだのではと推 察 さ オt

る。傾斜 した,時 の背尾根に立地するため表土層の流失も予想され,現掘り方上端の確認できる地 :、轟

第97図 第 7号 墳 第 6土 壌 実 測 図
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上面までの表土層の厚さ12cm,墓城の深さ最浅部25cmの 遺存状態では,石材が表上面に露頭するな

どして,後世に抜き取 られたり,破損することも充分考えられるのである。

7.墳外第6土餞 (図97,図版48)

長軸中心線の西方約 3π ,墳丘北墳端斜面の茸石内に,尾根主軸と直交する隅九長方形の土城で

ある。墓壊埋土中に10数 llllilの 花同岩礫が検出されたが,こ れらは古墳葺石の崩落と考えられる。本

墓墳は元来素掘りのもので,床 llliも ほぼ平らな面を保つ。本土族が墳丘余購 |の それも茸石内に立地

することから,そ の前後関係をつきとめようと試みたが,結局は明確にはできなかった。

8.墳外石積み遺構 (図98,図版46)

本古墳の北墳端部の北方約 8π ,第 5土城の北約 5れ の墳外丘陵上の平坦面に,準大から人頭大

ほどの花同岩礫を用いた, lπ ×2π の不整形な石積みが発見された。そこは弥生時代竪穴式住居

址 の埋土直上にあたり,そ の整地面のために丘陵尾根が僅かな平坦地を形成 している場所である。

石積みは大きな崩れを見せ,原形が何であったかは不明であるが,当住居埋没後に人手によって作

られたものである。そしてその石積みの間から径 2.7cm大の緑泥片岩製有孔円板 1,勾玉 2,管玉

1の 4点が発見された。勾玉の形状は明らかに古墳時代のものであることから,こ の石積みは埋葬

主体 の崩れたものか,あ るいは丘陵上の僅かな平坦地を利用した墳外葬送祭祀的な性格を有するも

のかのいずれかと思われるため,こ こに項をたてて記述 した。
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第98図 第 7号 墳 墳 外 石 積 み 遺 構 寒 測 図
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